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　開け放たれた窓から吹き込んだ秋の風が、俺おれの頰ほおを静かに撫なでていく。

　けれども今この身に宿る火ほ照てりは、少しも鎮しずまる気け配はいなどなかった。

「さーておちびちゃんたち、あれからどんくらいうまくなったのかな～。くふふ」

「うるさいあほ！　もともとボクたちの方がマホよりずっと実力上だし！」

「そーだそーだっ！　前の時はボクたちがまだあんまり五人で練習してなかったから、ちょーっと失敗しただけだし！」

「そうよあほ、真剣勝負に油断は大敵。平常心を忘れちゃだめ」

「おいこらどさくさに紛れてサキまであほってゆーな！」

　センターサークルの中では、向かい合った十人の小学生たちが、それぞれの意気込みをぶつけている。

　十一月六日、快晴。郊外の体たい育いく館かんを貸し切って催されるバスケットボール大会で、慧けい心しん学がく園えんの女子生徒たちが、因いん縁ねんの再戦に挑もうとしていた。

　俺、長は谷せ川がわ昴すばるがコーチを受け持つ陣営は──湊みなと智とも花か、三み沢さわ真ま帆ほ、永なが塚つか紗さ季き、香か椎しい愛あい莉り、袴はかま田だひなた。長い間絆きずなを深め合った、以心伝心の五人。

　対するは、竹たけ中なか椿つばき、竹中柊ひいらぎ、ミミ・バルゲリー、藤ふじ井い雅まさ美み、袴田かげつ。智花たちに各おの々おのが強いライバル心を抱く、新しん進しん気き鋭えいの五年生チームだ。

「……よろしくね、昴」

「おう。楽しみにしている」

　その陣頭指揮を執とる、荻おぎ山やま葵あおいがセンターラインの奥から芯しんの強い眼まな差ざしを向けてくる。準備は抜かりなしってところか。幼なじみの太鼓判に、ますます気を引ひき締しめねばならぬと俺は襟えりを正す。

「勝負だね、ミミちゃんっ」

「ウィ、もうまけまセン」

　もっとも、コートに立つ五人にはもとより油断なんて皆無だろうけど。フランスから舞まい降りた帚ほうき星ぼしと見つめ合い、静かな闘とう志しを燃もやす智花の横顔を見て、そう確かく信しん。

「紗季、私より先に始めたバスケで負けたときのいいわけはちゃんと考えてきた？」

「ふふ、その時は言い訳なんてしないでちゃんと褒ほめてあげるわよ。その時が来たら、ね」

「姉ねえ様さま。正々堂々、全力で戦いましょう！」

「おー。かげと、みんなと、しんけんしょうぶ。たのしみ」

　紗季と雅美さん。ひなたちゃんとかげつちゃんも異なるベクトルで情じよう熱ねつを溢あふれさせている。すぐにでも走り出したくて仕方がないといった感じで、アキレス腱けんを伸ばしたりその場で軽く跳ねたりする仕し草ぐさが、ますます俺の期待感を煽あおった。

「大事な試合。わたしも頑張らなきゃっ」

　幸い、というべきか。ただ一人ひとり強い対抗心を受けずに済んでいる愛あい莉りも、やる気においては他ほかの仲間たちにまったくひけを取っていない。五人で良いバスケをすることが大目標であるチームなのだから、ある種の寂しさを感じていないかだとか、余計な心配はまったく必要ないだろう。

「それでは第三試合、準決勝を開始します」

　主しゆ審しんの方の合図で、ジャンプボールの準備に移る両チーム。さすが世界的に有名な洋服ブランドのオーナーである真ま帆ほのお父とうさん。突とつ拍ぴよう子しもないお願ねがいだったのにもかかわらず、場所やスタッフさんを完かん璧ぺきに揃そろえて下さった。なんの不自由もなく、参加チームは試合に集中することが出来る。

　五人の切望であった大会に出たいという願いは、この上ない形で実現された。

　だからこそ、この試合も互いに悔いなく全力のバスケで雌雄を決しなくてはなるまい。

「たのんだぞアイリーン！」

「うんっ。ちゃんとボールを、わたしたちの方に……！」

「ゲッタン、やる前からあきらめちゃだめだかんね！」

「わかってる。勝つ気で飛ぶっ」

　真帆の激げき励れいに愛莉が頷うなずき、かげつちゃんは柊ひいらぎちゃんに即答。そういえば、少し前までかげつちゃんは同学年に対しても敬語だったのに、今では違うんだな。そんなところからも、五年生たちがひとつのチームとして結束している雰囲気が窺うかがえる。

「…………」

「…………っ」

　センターサークルで向き合い、視し線せんを空で交差させる愛莉とかげつちゃん。

　そして、審判の手から舞まい上がったボールが最高点に達したところで、一斉に二人ふたりは地を蹴けって飛び上がる。

「はいっ！」

「ナイスよ愛莉！」

　ジャンプボールを制し、紗季の許もとへボールを届けたのは我らが愛莉。豊かな長ちよう軀くと、日々の努力で身に着けた跳ちよう躍やく力りよく。同年代で、この形式の勝負に勝てる子など、全国を探してもそうは見つからないだろう。

「くっ」

「ドンマイ、惜しかったよゲッタン！」

　だが、揃えて特筆すべきはかげつちゃんの肉にく薄はくっぷりだった。前の対戦でもそのセンスの良さに驚おどろかされたが、今回はさらにきわどい勝負に持ち込まれてしまった。ジャンプ力が増したのもあるだろうし、心なしかほんの一ヶ月前からさらに背丈が伸びたようにも感じる。ますます、センタープレーヤーとしての資質を高めている凜り々りしい顔立ちの五年生に、俺おれは武む者しや震ぶるいを禁じ得なかった。

　ああ、たまらない。ノー小学生、ノーライフ。慧けい心しん学がく園えんでたくさんの思い出を得た今となっては、そう声こわ高だかに叫ばずにはいられない心境だ。

　とはいえ、応援するのはもちろん自陣。

「さあ最初の一本！　平常心で！」

　俺おれの声に、ドリブルでじわりと敵陣に進攻しながら紗さ季きが頷うなずく。いきなり奇策を仕掛ける必要はない。練習に忠実に、基本通りのオフェンスでゴールを狙ねらうことが、この日まで努力を重ねてきた五人にとって最善の戦法となる。

「さーて、どう攻めますか」

「へいへーい！　あたし！　あたしにセンセーテンとらせて！」

「ウザッ！　へんなうごきするなあほ！」

　俯ふ瞰かんするようにコートを見渡す紗季に、ハイポスト付近で手足をくねくねさせながら猛アピールする真ま帆ほ。椿つばきちゃんがぴったりマークについており、ミエミエのこの状況でボールを託しても包ほう囲い網もうを解くのは容易ではなさそうだが、それだけに持ち前のスピードを活いかし強行突破できたなら一気に流れを引き寄せられるかもしれない。

「相手にとってふそくなし！　みててよーひなたちゃん」

「おー。どんとこい」

　逆サイドでは、ひなたちゃんと柊ひいらぎちゃんのマッチアップ。その天使のような容姿、否、人の器を得た天使に惑わされることなく、しっかり警けい戒かいを向けてくる辺り、やはり五年生たちもこちらの手の内を熟じゆく知ちしている。

「ごめんねかげつちゃん、手加減はしませんっ」

「もちろんです愛あい莉り先せん輩ぱい。全力でお願ねがいします！」

　ゴールに一番近い位置に眼めを向ければ、ジャンプボールでも剣先をぶつけた愛莉とかげつちゃんが引き続き激はげしいポジション争いを繰くり広げている。心こころ優やさしい愛莉が見せる負けん気に、応援のため駆けつけた兄の万ばん里りも感無量だろう。そこに怯ひるまず向き合うかげつちゃんの気合いも敵ながらあっぱれといったところ。

「また、自分で来なさいよ紗季。今度はぜったい止めてみせるから……！」

「ふふ、どうしようかしらね」

　誰だれにボールを委ゆだねるべきかじっくり探る紗季を挑発するのは、雅まさ美みさん。前回の勝負で出し抜かれた悔しさを晴らそうと、ジャックナイフのような目つきで同じ商店街のライバルを睨にらみ付けている。

　もちろん、司令塔が自ら１ｏｎ１を仕掛けるというのも有力な選択肢の一つ。紗季とて雅美さんに負けるつもりはないだろうし、相手の意い識しきを分散させるためにあえて誘いに乗るのも多分にアリだ。

「でも、やっぱり最初は……トモっ！」

「はいっ」

　全すべての選択が、間違いではない。そんな中で紗さ季きがボールを委ゆだねたのは、俺おれたちにとって不動のエース。

「いくよ、ミミちゃん」

「オー。どんとこいデス」

「おー。まねされた」

　ファーストコンタクトは、湊みなと智とも花かとミミ・バルゲリー。日にち仏ふつの超小学生級同士の争いに。

　ほぼゴールの真横、右サイドギリギリ一杯で牽けん制せいする両者。布陣的には智花がだいぶ不利だ。エンドラインがすぐ近くまで迫っているので、アウトオブバウンズを避けつつ右方向へのドライブを繰くり出すのは至し難なんの業わざ。必然、ミミちゃんは比較的オープンな逆サイドへのケアに集中できる。

　──でも、だからこそ。

「ん！」

「……ッ!?」

　智花は、あえて針路を右にとり、ライン際の突破を選択してみせた。その甲か斐いあって裏をかかれたミミちゃんの対応は一いつ瞬しゆん遅れたが、少しでも智花の足が境きよう界かい線せんに触れたら元も子もない。バスケのルール上、ボールが外に出なくてもドリブル中にラインを踏んだ時点でバイオレーションになってしまうのだ。

「うは、さっすがもっかん！」

　募らせた心配すら一瞬で吹き飛ばして、エースは風になった。柔軟さと軸の強さを併あわせ持つ両足の伸しん縮しゆくを駆使し、腰を捻ひねりつつミミちゃんとラインの間をすり抜けた智花は、視線をリングに固定したまま舞まい上がる。そして空中で体勢を立て直し放ったレイアップで、直接リングの中心をふわりと通してみせた。

「おみごと！　ナイスシュート智花っ！」

「はいっ、ありがとうございます！」

　快かい哉さいを届けると、智花は集中力を保ったまま嬉うれしそうに破顔する。今のは本人にとっても会心のドライブだったのだろう。間違いなく、流れを摑つかむための初手として素す晴ばらしいインパクトだった。おそらく、序じよ盤ばんの主しゆ導どう権けんはワンプレーでこちらに──




　──ぞくり。




　確たしかな手て応ごたえで拳こぶしを握りしめた直後、悪お寒かんが背筋を貫いた。

　悔しがるそぶりも見せず黙もく々もくと攻守交代の準備をするミミちゃん。そして智花の芸術的な突破を受けてもなお、ギラギラした瞳ひとみをコートに向けたままの葵あおい。両者の様よう子すが偶然同時に視界に入り、経けい験けんが警けい鐘しようをけたたましく鳴らす。

　まずい、何か、狙ねらってる。

「みんな、気をつけて！」

　思わず叫んでしまったが、決してこちらの五人に油断があったわけではない。先制点に驕おごることなく、全員が間をおかず気持ちをディフェンスに切り替え、自陣に戻ろうとはしていた。

　ただひとつの問題は、相手の速さが想定を大きく飛び越えていたことだけ。

「つば！」「ひー！」「ゲッタン！」

　エンドラインから雅まさ美みさんが椿つばきちゃんへパスを出したその直後、今度は椿ちゃんから柊ひいらぎちゃんへ、さらに柊ちゃんからかげつちゃんへ。コートの中心に稲いな妻ずまを描くような瞬しゆん息そくのパスで、俺おれたちは一気にフリースローライン近くまで詰め寄られてしまった。

「まかせてっ！」

　さらにかげつちゃんは足を止めること無く、豊かな上うわ背ぜいをグッと沈ませてドリブルでゴール下への到達を為なそうとする。

　まさに電光石火。短期間でここまで息の合ったパスワークを身に着けられたのは対抗心が産み出した執念の賜たまものか、はたまたコーチの優ゆう秀しゆうさ故か。

　おそらくは両方だろう。

「ダメだよっ……！　ここから先は、わたしが守らないとっ」

　けど、当然智とも花かたちだって負けてはいない。かげつちゃんの前に立ちはだかったのは、インサイドの攻守の要かなめである愛あい莉り。危き機きを察した素す早ばやい戻りで、辛うじて相手の速攻にくさびを打ち込んでくれた。

　よしよし、これで改めて守備を整ととのえ直す時間が生まれたぞ。

「まかせて、デス」

「あっ!?」

　ほっと吐き出しかけた息を押し戻すように、今度は敵陣からの逆風。

　愛莉にドリブルを阻はばまれ、ハイポスト付近でかげつちゃんがいったんゴールへ背を向けるのと同時、智花を引き連れ走り込んできたミミちゃんが、仲間の手からリレーのバトンのように直接ボールをもぎ取る。間かん髪ぱつ入いれず、かげつちゃんの身体からだをかすめるようにしてドリブルで切り込み、愛莉の死角をついてインサイドへの侵入を果たしてみせた。

「うっ、こっちからじゃ間に合わない……！」

　同時に、ミミちゃんを追いかけていた智花の前には、かげつちゃんと愛莉が偶然の──いや違う、必然の壁かべとなって立ちはだかり、衝しよう突とつを避けるため方向転換を余よ儀ぎなくされる。いくら出色のスピードを持つ智花とて、敵のエースを相手にしてこのロスは致命的すぎた。

「やられたら、やりかえしマス」

　もはやミミちゃんの前に立ちはだかるものはなく、か細い右手から悠々と放たれたレイアップは、それが自然の摂理であるかのようにネットの中心を通り抜けていった。

「葵あおいめ、こしゃくな真ま似ねを」

「ふふん。昴すばるだってどうせ、得意技いっぱい伝授してるんでしょ。……こっちは最初から出し惜しみなしでいくよ」

　──トレイルプレー。味方に壁かべになってもらい自分のマークを引きはがす、ミミちゃんとかげつちゃんが先ほど繰くり出した連携技は、ちょうど秋の京きよう都と旅行で俺おれと葵がチームを組み２ｏｎ２を挑んだ時に使った攻こう撃げきパターンのひとつだ。

　コーチ同士が、互いの手の内を知り尽くしている。そしてなにより、実際にプレーをする子どもたちが双方タレント揃ぞろい。

　ああ、だいぶ前から予感していたけれど、確かく信しんが何重にも連なった。

　この試合、面おも白しろくならないわけがない。

「ふふーん、次はボクたちの必殺技であほにマホヅラさせちゃうもんね」

「わはは、いーのかねそんなふうに作戦バラしちゃって……ってこら～！　マホヅラってなんだよ～！」

「真ま帆ほ！　いちいち挑発を真に受けてないで集中なさい、もう！　……少しでも気を抜いてなんとかなる相手じゃないわよ」

　コート上で軽口をたたき合ったりしているムードメーカーたちも、互いのエースのプレーに感化された様よう子すで、表情は笑顔えがおながらも瞳ひとみには熱あつい炎が揺らめいている。

　まだまだ、まだまだ戦いは序じよ盤ばんも序盤。

　これからいったいどれほど、俺は想像と期待のさらに上をいく小学生たちの競きよう演えんを拝おがませてもらえるのだろう。

　あまりにも楽しみすぎて、危うく自分もコート内に飛び込んでしまいそうになるほどだった。
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　七な芝しば高こう校こうの秋休みが過ぎ去り、慧けい心しん学かく園えん初等部の修学旅行も波乱含みながら完了を迎え、日常に復帰した十月の初しよ旬じゆん。俺おれは今まで通り、放ほう課か後ごになれば智とも花かたちのコーチとしてバスケに情じよう熱ねつを注いでいた。

　いや、『今まで通り』というのはちょっと正せい確かくじゃないな。ひとつだけ、秋休み前とは決定的に違うことがある。

「よーし、今日きようの練習はここまで！」

　ようやく残暑も過ぎて過ごしやすくなってきた体たい育いく館かんに号令を響ひびかせると、真夏から瞬しゆん間かん移動してきたかのように汗だくの五人は、ほっとした表情でその場にしゃがみ込む。

「ほにょー。つかれたー」

「はぁ……はぁ……。ひなちゃん、平気っ？」

「おー。これくらいでばたんきゅーしてたら、かげに負けちゃう」

「えへへ。うんっ。大会まで、あんまり時間ないもんね。いっしょに頑張ろうっ」

　自分の汗もそのままにひなたちゃんの額ひたいを拭ぬぐってあげていた愛あい莉りがつぶやいた通り、現在俺たちは新たな目標に燃もえている。

「真ま帆ほ、ちゃんと風ふう雅がさんにお礼伝えてくれたわよね？」

「もっちろん！　たくさんありがとって言ったらおとーさんちょっとウレシナキしてた！　いいことすると気持ちがいーなー！」

「何言ってんの。逆でしょ、ありがたいご恩を受けたのは私たちの方」

　紗さ季きに問われてピースサインを返す真帆。そのお父上である、三み沢さわ風雅さんが企画して下さった、新設のバスケ大会。ベンチメンバーが五人だけでも出場できるという特別ルールのおかげで、今まで公式戦と無む縁えんだった慧心学園女子バスケ部にとっても、練習の成果を試す大きな目標が、ついに見つかったのだ。

　この僥ぎよう倖こうには、ただただ深く感かん謝しやを重ねるばかりだった。

　加えて、俺たちには結果を出さなくてはならないもう一つの理由がある。

「昴すばるさん、ミミちゃんたち……五年生のみんなも、試合に出てくれるんですよね？」

「うん。『今度こそ負けない！』って大盛り上がりだったそうだよ」

　きらきらした瞳ひとみで確認する智花に頷うなずきを返せば、他ほかの四人も思い思いの仕し草ぐさで喜びとやる気を露あらわにする。

　訳あって智花たちに対抗心を抱く一個下の後こう輩はい五人が結成した、（自称）慧心新バスケ部。部の正当性を賭かけて戦った前回の勝負ではこちら側の勝利で乗り切ることが出来たが、さらに悔しさを募らせた彼女たちは俺の幼なじみ、荻おぎ山やま葵あおいの指し導どうのもと、今もどこかで特訓を続けているはずだ。

　そんな五年生チームもまた、この大会に出場を表明している。もともとの素質は折紙付き。しかも、面めん倒どう見みがよくて指し導どう者しやとしての才能は俺おれよりも富んでいるだろう葵あおいが戦力に加わるとあっては、絶対に楽な戦いとはなるまい。

　開催日である十一月六日まで、あと一ヶ月ほど。あまり時間はないが、こちらも全ぜん身しん全ぜん霊れいをつくし最終調ちよう整せいに努める必要があるだろう。

「みんな、今日きようも本当にお疲れさま。ハードなメニューだったけど、全部しっかりこなせてさすがだね。大会本番までしばらくこんな感じで続けても大丈夫そうかな？」

「もっちろん！　いままでずーっとトックンしてきたし、ちょーっと大変だけどばっちり全クリしてみせるさ！」

　真ま帆ほの頼もしい返事に、皆も同意して力強く頷うなずく。さすがに余裕しゃくしゃくとまではいえないようだけど、地道に基き礎そ体力を培つちかってきた甲か斐いあって尻しり込ごみする子は一人ひとりもいなかった。

「よし、そうこなくちゃ！　今月はもうずっとバスケ漬づけで息抜きできるようなイベントはないかもだけど、大会に向けて頑張っていこう！」

　気合いに満ちあふれた表情に感化され、俺も拳こぶしを握って鼓こ吹すいの言葉を叫ぶ。

「……って、あれ？」

　すると、どうしたことか五人ともがきょとん、と目を丸くして顔を見合わせはじめてしまった。おかしいな。てっきり元気の良い賛さん同どうが得られるものだとばかり思ってたんだけど。

　もしかして、何か大きなイベントを見落としていたっけ。七な芝しば、慧けい心しんとも学園祭が控えていることはわかっているが、どちらも十一月に入ってからだし、高校の球技大会や智とも花かたちがもうすぐだといっていた体育祭もあくまでそれぞれの校内行事なので、息抜きとは言いい難がたい。

　あと他ほかに思い当たる節というと……ううむ、なにもない。

「あの、長は谷せ川がわさん。つかぬ事をお伺うかがいしますが、次の連休あたりに、ご予定は入ってませんか？　その……パーティの」

「パーティ？　なんのパーティ？」

　連休というと、体育の日あたりか。高校の球技大会はさらに次の週だし、三連休にイレギュラーな行事は特にない。せいぜい土ど曜よう日びに葵たちとバスケ同好会の活動をするくらいだ。

「……と、ゆーことは。すばるん、ヒマ？」

「うん。日曜と月曜はヒマだよ」

「かくほー！」

「え、うわっと!?」

　今度は一転してこちらがきょとんと返事をすると、突然真帆が全速力で走ってきて、真っ正面から俺の身体からだに飛びついた。その勢いで真帆の額ひたいから跳ねた汗が口の中に入ってしまい、一流料亭のお吸い物もかくやという絶妙な塩加減が俺の舌を刺し激げきする。

　いや、一流料亭のお吸い物なんて頂いたことがないからあくまでイメージだけど。

「わーい。ひなも、かくほー。うんしょ、うんしょ」

　妙な事を考えているうちに、今度はひなたちゃんが背中をよじ登り、おんぶの体勢に。気付けば小学生サンドの『具』ポジションに収まっていた俺おれは、状況が飲み込めないまま身動きが取れなくなってしまった。

　なお、バックアタックなのでひなたちゃんの汗は口に入らなかった。いや入って欲しかったという意味では断じてないが。

「え、ええとっ……。じゃ、じゃあ私も……確かく保ほ、です」

　さらに妙な事を考えていると、智とも花かもしずしずと歩み寄ってきて、おっかなびっくり恥ずかしそうに俺のジャージの裾すそを軽く摑つかんだ。智花にしては大胆な行動に、ちょっと驚おどろいて心しん臓ぞうが高鳴る。

「ご、ごめん。そろそろ何の話なのか、聴きかせてもらってもいいかな？」

「ふふ、本当に忘れてらっしゃるんですか？」

「あの。……もうすぐ、誕たん生じよう日びですよねっ。長は谷せ川がわさんの」

「あっ！」

　噓うそのような話だが、指摘してもらうまで本気で失念していた。そうだ、言われてみればそうだった。来週火か曜よう日びは十月十一日。まさしく俺の生まれた日ではないか。

　いやはや、我ながら抜けているにもほどがあるが、それも毎日充実したバスケ生活を送れているおかげかな。思い出させてくれたことも、そしてある意味では忘れていられたことも。両方子どもたちに感かん謝しやしたい気持ちだ。

「うっかりしてたよ。そういえばそうだった」

「あはは、まさかホントに忘れてるなんてクリビツだな～。すばるんは、毎年誕生日パーティとかしないの？」

「小学生のころはやってもらってたけどねー。最近はせいぜい、母かあさんがいつもより豪華な料理作ってくれるくらいかな」

　あとはそれを叔お母ばのミホ姉ねえがたかりに来たり。せいぜいその程度。

「でしたら、私たちにもお祝いをさせて頂けませんか？　どうしても、日ひ頃ごろのお礼がしたくて」

　やや遠えん慮りよがちに尋たずねる紗さ季きに、みんなもこくこくと頷うなずいて同意を示す。どうやら、前々から考えてくれていた企画みたいだった。

　となると、申し訳ないからと断るのは逆に落胆させてしまうだろうか。

「すごく嬉うれしいよ、ありがとう。……じゃあ、もしよかったら月曜のお休みにウチに来てくれるかな？　改めてこちらから、招待させて下さい」

「わーい。おにーちゃんの、おたんじょうび会」

　微笑ほほえんで告げると、ひなたちゃんがうなじ辺りに頰ほおをすりすりして喜んでくれた。幸福なこそばゆさに、俺の中でも有あり難がたさが爆ばく発はつしそうになる。

「えへへ、よかったです。で、では、あの。プレゼントのリクエストがあったらぜひ教えて下さいっ！」

「……ん、プレゼントか」

　柔らかく瞼まぶたを細め、胸前で手を組んで首をかしげる愛あい莉り。言われて俺おれは少し思案する。『気持ちだけで充分だよ』と首を振りたいところだけど、優やさしいみんなはきっと何かしら用意してしまうことだろう。ならば、ただやみくもに辞退するよりは──。

「じゃあ、ひとつだけ希望を言っても良いかな？」

「はいっ、なんでしょうか？」

「何かプレゼントをもらえるのなら……みんなの『手作り』のものが欲しいかなって」

『手作り？』

　智とも花かの返事に続けてわがままを伝えると、五人は抜群のチームワークで声をシンクロさせる。

「うん。手作りだったらなんでもいいいから、お願ねがいできたら嬉うれしい」

　なぜかと言えば、小学生にあまりお金を使わせたくなかったからだ。手間を要求するのは忍びなくもあるが、ハンドメイドという縛しばりがあれば、高級すぎるものを頂いてしまい困惑する、という事態にはならないのではないか。

「……わかりました！　長は谷せ川がわさんに喜んで頂けるよう」

「なにか、考えてみますっ！」

　少しの間を置いてから頷うなずき合って、元気よく了解してくれたのは紗さ季きと愛莉。

「よーし、まかせろすばるん！　まほまほ特製のステキングなプレゼントで、メロメロにさせちゃうぜっ！」

　さらに、前方のコアラ状態を継続している真ま帆ほが愉たのしそうに俺という幹をよじ登り、顔にぎゅっとしがみついた。そう言ってもらえるのはとても嬉しいのだが……く、苦しい。汗で湿気を含んだ体たい操そう着ぎに鼻と口を塞ふさがれ、脳内にまほ色の黄き色いろ信号が派は手でに点滅し始める。

「ちょ、ちょっと真帆、それじゃ長谷川さんが息できないでしょ！　早く離はなれなさい！」

「えー。すばるーん、あたしがくっついたら、イヤ？　やめてほしい？」

「そ、そんなことはないけど……」

「だよね！　ほら、すばるんもいいって！」

「気を遣つかって下さってるのよ！　いいから離れなさい！」

「ちょ、こら！　そんなスパッツ引っ張ったらおしり出ちゃうだろ！　……ぷぷ、てゆーかもしかしてサキ、ほんとはじぶんもやりたいんじゃないの？」

「なっ!?　なにを言ってるの！　そんなわけないじゃない！」

「慌てるところがあやしいな～。……ねー、アイリーン！　アイリーンもすばるんにぴたってしてみなよ！　左側空いてるよ？」

「えっ!?　で、でも、これ以上増えたらやっぱりご迷惑じゃ……」

「い、いや、迷惑なんてことは、ないんだけど」

　前方に真ま帆ほ。背中にひなたちゃん。右手に智とも花か。呼吸が詰まり、身じろぎもままならぬ状況だが、だからといって『愛あい莉りはやめておいてくれ』なんてことは言えないし、言いたくない。

「ほらほらアイリーン、すばるんがいいって！」

「ほ、本当ですかっ？　……えへへ。すごく、うれしいです。じゃあお言葉に甘えて、失礼しますっ」

　一いつ瞬しゆんの戸惑いを経てから、ぴたりと愛莉が左肩に寄り添う。昔より積せつ極きよく的てきにスキンシップを求めてもらえるのも、信頼の賜たまものだろうか。だとしたら肉体的な辛つらさはさておき、コーチ冥みよう利りに尽きるのだが。

「くふふ、みんなですばるんと合体だー！」

「わーい。ぴったんこで、がったい」

「えへへ、あったかいです」

「ふぁう、昴すばるさん……」

　運動後の熱ねつを共有し、自然と俺おれの頰ほおも上じよう気きする。こういうじゃれ合いもチームの結束を深めるのに少しは役に立つかもしれないし、言い訳を探して振ふり解ほどくよりは皆が満足するまで静かに待つべきか。

「……うぅ、これじゃまた私だけ和を乱してるみたいじゃない。しっ、失礼します長は谷せ川がわさん！」
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　そしてついに、紗さ季きも俺おれの腰めがけて背中側から抱きついた。普ふ段だんの大人おとなびた性格からすれば恥ずかしい児じ戯ぎなのかもしれないけど、どうせなら五人全員の方がほっとする。足並みを揃そろえてくれたことに、なんとなく感かん謝しやしたい気分だった。

「な、なんだかすみません、長は谷せ川がわさん」

「ううん、俺なら大丈夫。むしろ光栄だよ」

「にゃはは、楽しそうだなー昴すばる」

「そうだな。こうしてるうちにだんだんと幸せな気分に……えっ？」

　恐きよう縮しゆくする紗季に返事して、身も心も温かくなる時間に身を委ゆだねていた折、よく知った、でもなぜか少しご無ぶ沙さ汰たに思えてしまうような声が響ひびいた。

「ミ、ミホ姉ねえ……!?」

　僅わずかに真ま帆ほの締しめ付つけが緩ゆるんだ隙すきを突いてはっと顔を向けると、俺の叔お母ばであり五人の担任でもある篁たかむら美み星ほしが腕を組み、乾いた笑えみを浮かべながらこちらに無言の凝視サイレントウイツトネスを向けていた。

「め、珍しいな。部活に顔出すなんて」

「ちょっと手続き関係で昴に訊ききたいことがあってな～。それはいーとして……なにやってんの？　みんなに抱きついてもらいながら、へらへらにやにや笑ってなにしてんのかなぁ？　ん？　昴くん？」

　笑みを崩さぬまま、ミホ姉は禍まが々まがしい威圧感を周囲に撒まき散らす。

　……これは、まずいぞ。どうも俺自身が智とも花かたちに抱きついて欲しいと頼んだかのような、とても危険な勘違いをされているような気け配はいが。

「おーい昴、早く答えろ。返事次第で通常技かジャッジメントブローか、どっち使うか選ばなきゃいかんからな～」

　攻こう撃げきを加えるのは既定路ろ線せんらしい。なんとかして釈明しなければ体たい育いく館かんが俺の血スカーレツトレインで染まってしまう。

　しかし、どうしたものか。別にやましい気持ちなど少しも無いのだから、取り乱したり言い訳じみたことを口にするのは、それこそ疑惑を深めるだけのような気がする。

　よし。ここはあえて、堂々と思いの丈をそのまま伝えよう。それでミホ姉も、あえて状況に身を任せた意図に気付いてくれるに違いない。

　腹が決まるや大きく息を吸い込み、可能な限り清らかな表情を形作って、俺は言った。

「ミホ姉。……俺は、子どもたちの宿り木になりたいんだ」

「なるほど、そうか」

　ふっと笑みを強めるミホ姉。血の繫つながった者同士、心と心でわかりあえた瞬しゆん間かんである。

「よし、五人ともちょっとどいて。そいつ殺せない」

　まったくの勘違いだった。

　その後なりふり構わず平身低頭して釈明を羅ら列れつした結果なんとか無血で許しを得ることが出来たのだが、その間ずっと頰ほおを抓つねられ続けて妙な形のアザが付いてしまった。

　小学生とのふれあいは時に命がけである。後悔はないが。

　それにしても、みんなが誕たん生じよう日びを祝ってくれるなんて本当に有あり難がたいな……。久しぶりに、ひとつ歳としを重ねる瞬しゆん間かんが待ち遠しくてたまらなくなってしまった。
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「ふー。もはや非公式の同好会とは思えないくらいのハードさだったな」

「なんだかんだでだいぶ人も増えたしなー。でもすまん万ばん里り、俺おれじゃミスマッチであまり練習にならなくて」

「んなこたない。ちょこまか動かれるからだいぶ腰に来る。スピードと持久力鍛きたえるのにはもってこいだ」

「はは、ちょこまかって。でもそりゃーなにより」

　子どもたちのおかげでイベント目白押しとなった三連休。初日は郊外の運動公園まで繰くり出し、高校生組のバスケ同好会で汗を流す。

「だいじょぶ、一かず成なり？　ゾノとショージも」

「アカン」

「アカン」

「アカン」

　予定通りのメニューをこなし、芝生しばふに身を投げだして休きゆう憩けいする参加メンバー全六人。俺と万里、そしておそらく葵あおいにとってもかなり辛つらい運動量だったのだから、残りの三人──練習が終わるや否や俯うつぶせに倒れ込んで微動だにしない上うえ原はら一成、柿かき園ぞのさつき、御み庄しよう寺じ多た恵えにとっては地獄のような数時間だっただろう。

「本当におつかれ。三人とも来年にはフルマラソン走れるようになってるかもな」

「うるせーバカ」

「うるせーバカ」

「鼻からチーズカレー食わすぞバカ」

　少し迷ってから、俺はあえて冗じよう談だんめかした言葉をかける。だいぶ辛しん辣らつな返事が戻ってきたが、でもこれで良かったように思える。

　三人とも、善意で俺たちに付き合ってくれたのだ。無理させて悪かったとか、そんな風に謝あやまるのは、気を遣つかってるようでむしろそのやさしさに泥を塗ってしまうような気がした。

「ふふっ、でも本当にありがとうね。おかげでいい練習できてる」

「まー、しんどいけどバスケは嫌いじゃないからねー」

「ゾノに同じぃ」

「本格的な受じゆ験けん戦争に挑む前に、体力付けておくのも悪くはあるまい」

　葵のお礼に、三人はようやくむくりと身体からだを起こし、僅わずかながら白い歯を見せてくれる。ちょっと柄でもないけれど、『友達って良いな』なんて青臭いことを思ってしまうような瞬しゆん間かんだった。

「──さ、て、と！　汗かきっぱじゃアレだしシャワー浴びてくっか。いこ、ショージ！」

「了解であります。ほらほら、カズたんも参るべし」

「こ、混浴か!?」

「眼めにチーズカレー練り込むよぉ？」

「……過ぎた冗じよう談だん申し訳ありませんでした。よっしゃ、万ばん里りもシャワー行こうぜ」

「おう、そうだな。昴すばる、先に使ってかまわんか？」

「ああ、大丈夫。俺おれと葵あおいはもう少し休んどくよ」

　しばし涼んだのち、柿かき園ぞのを皮切りに皆がコインシャワーへ向かおうとする。この公園のシャワーは男女それぞれ二つしか無いので、先客が居なかったとしても全員で押しかければ誰だれか二人ふたりが待つことになる。ならば慌てて移動せず、先陣が戻ってくるまで待たい機きしていた方が得策だろう。

「そんじゃ葵ちん、ごめんだけどお先ぃ」

「あちしらがいないあいだに頑張るんだぞ～、むふふ」

「な、何の話よ!?　い、良いから早く行きなさいってば」

　葵も同じ考えのようで、芝生しばふから立ち上がろうとはせずに女子二人を送り出す。それは良いとして、なんだか柿園が去り際に悪戯いたずらっぽい笑えみでからかうようなそぶりを見せたが、どうしたのだろう。ま、あのコンビが葵を茶ちや化かすのはしょっちゅうなので、気にしてもきりがないのだけど。

「ふー。風が気持ちいい。だいぶ涼しくなってきたなー」

「そ、そうだね」

　何気なく生まれた、葵と二人きりの時間。となるとやはり、訊きいてみたいのはあの子たち──葵がコーチに就任した、五年生女バスたちの近況だ。

　言わずもがな互いにれっきとしたライバル関係なのだから、作戦なんかを探るのはフェアじゃないだろう。けど、ちょっとした世間話くらいなら問題ないよな。

「どう、ミミちゃんたちは？」

「うん、すんごく頑張ってるよ。やっぱりみんなそれぞれ、智とも花かちゃんたちに負けたくないみたい。次の勝負では、必ずびっくりさせてあげる。……私だって、負けたくないからね」

「それは、俺に？」

「そうだよ、昴に。いつだってそう願ってるから、私にとってもバスケはこんなに楽しいんだと思う」

「分かる気がする。俺も、ずっと前から葵には負けたくないって、そーやって意地張って、ますますバスケに熱ねつ中ちゆうしてったもんな」

「……懐なつかしいね、私たちが小学生のころ。すっごい前のような気もするし、つい昨日きのうのことだったような気もする」

「だなぁ。あの頃ころに比べれば、だいぶ喧けん嘩かしなくなったかな」

「ふふっ、じゃあ今度は久しぶりに、大喧嘩しよっか。お互いコーチとして、ね」

「受けて立ちますとも。智とも花かたちも絶対に負けられない。なら、俺おれも同じ覚悟で挑まなきゃだ」

　芝生しばふに背中を預け青空を見上げながら、葵あおいと穏おだやかに宣戦布告の応酬。子どもたちの熱ねつ意いのおかげで、こちらもまた、久々の真剣勝負に燃もえることができる。どうしても闘とう志しを保つのが難むずかしくなる近況において、俺にとっても得え難がたいチャンスなのは間違いなかった。

「……え、えと、それでさ。対決の前に、最後の休戦っていうか、なんていうか、なんだけど」

「ん？　何の話だ？」

　相まみえる日を思い、自然と拳こぶしに力が入る。と、そんなタイミングで出し抜けに葵の口く調ちようが弱々しく、どこか自信なさげなものに変化した。言葉の内容もいまいち要領を得ないし、どうしたんだろうか。

「そ、その…………これっ！」

　不ふ思し議ぎに思い首を捻ひねっていたところに勢いよく突き出されたのは、綺き麗れいなリボンで飾られた、色紙くらいの大きさの紙袋だった。

「……もしかして、誕たん生じよう日びプレゼント？」

　普ふ段だんの俺なら、また情けないほどの察しの悪さを発揮して、葵を怒らせてしまっていたかもしれない。でも智花たちの厚意を受けたばかりだったことも手て伝つだって、ここでは野や暮ぼなすっとぼけを披ひ露ろうせずに済んだ。

「さ、最近あげてなかったけど、四年に一回くらいはいいかもって」

「オリンピックと同じなら、有あり難がたみが増すな。ありがとう、開けてみても？」

「ど、どうぞご自由に？」

　つん、とそっぽを向き、素っ気なく許可してくれる葵。もしかして、気に入ってもらえるか自信が無くて極力感情を表に出さないよう振ふる舞まってるのかな。だとしたら、ちょっとばかり意外でかわいらしい一面を垣かい間ま見みているのかもしれない。

　などと失礼なことを考えつつ、包装紙を開く。

「……こ、これは！」

　そして、中に手を忍ばせた瞬しゆん間かん、天界の雲のような柔らかな感触が俺の指先をやさしく包み込んだ。

　ある種の確かく信しんとともに、その『雲』を摑つかみ、外界に引っ張り出すと、眩まぶしい太陽の下でひときわ輝かがやくのは、真っ白で大振りな布地。

「その……ほら。タオルなら、いくらあっても困らないでしょ？」

　そう、タオル。葵のプレゼントは、白いスポーツタオルだった。

　しかし、俺には分かる。この逸品、そんじょそこらに溢あふれた並のブツではない。

「困らないどころか、ずっと同じタオルだけ使いたくなって困るかもしれないよ。……今いま治ばりだろう、これ」

　今いま治ばり。愛え媛ひめ県けんにある、日に本ほん一いちのタオル生産地。身体からだを拭ふく布なんて、何を使ってもいっしょだなんて思うのなら、是非とも一度この生き地じに肌で触れてみて欲しい。

　此この世全すべての憂ゆう鬱うつすらをも受け止めそうなほど柔らかな起き毛もう。物理の法則を超えているのではと錯さつ覚かくさせるくらい軽く、それでいて厚い生地。

「さすが昴すばる。タオルにだけは敏感ね」

　タオルにだけは、という評価はちょっと異を唱えたくなるが、そう。実は俺おれこと長は谷せ川がわ昴、あまり知られていないが隠れタオルマニアなのであった。

　この我ながら特殊な性せい癖へき、知っているのはおそらく葵あおいくらいだろう。だからこそ、ピンポイントで俺のツボを直ちよく撃げきしてくれた。

「ああ、ありがとう。本当にありがとう。大事にするよ、これ」

「そ、そんな大げさ。タオルなんて毎日必要なものなんだから、普通に日常で使ってもらえればいいからっ」

「いやいや。こいつでは、自分で納得がいく汗しか拭ぬぐわないことにする」

　嬉うれしさのあまり、力強く宣言。とりあえず今日きようは良い練習が出来たので、遠えん慮りよなくモフモフする。ああ、やわらか。幸せだ。

「すごく良いよ、葵。まったく、今治タオルは最高だぜ」

「も、もう良いってば。褒ほめすぎ」

　ちょっとうんざりさせてしまってるかもしれないが、感かん謝しやの気持ちが抑えきれないのだから仕方あるまい。ついつい緩ゆるんでしまう頰ほおをそのままに、俺は葵に笑えみを向け続ける。

「…………」

　にこにこ。

「……っ」

　にこにこ。

「うう。あ、あんまりこっち見ないで」

「そうは言ってもこんなに素す敵てきなプレゼントもらっちゃったら嬉しくてな～」

　にこにこ。

「……………………………………だあっ！　もうやめなさいってば！」

　その挙げ句、葵は我慢の限界とばかりに立ち上がり、顔を真まっ赤かにしながら俺に向けて人差し指を突き出した。

「ちょ、ちょっと昴！　い、いい？　勘違いしないでよね！　べ、別にそれ、あんたのことをお祝いしたくてプレゼントしたわけじゃないんだからっ！　あげたのは……そう、義理よ！　ちょうどいい機き会かいだから、日ひ頃ごろの義理を返しただけ！　それだけなんだから！」

　激はげしくたたみ掛けられ、俺は少したじろいでしまう。

「そ、そうなのか」

「そ、そうですとも。当然でしょ。だ、だから昴すばるもそんなに大ごとに受け止める必要なんてないんだから、ね」

　ようやく声のトーンを元に戻し、微妙に視し線せんを逸そらしながら葵あおいはつま先で地面を蹴ける。

　言わんとすることは、なんとなくだが理解できる。確たしかに葵の方が軽い気持ちなのに、俺おれが浮かれすぎていたら微妙に扱いに困るのかもしれないしな。

「わかった。あまりはしゃがずに受け取らせてもらうよ」

「う、うん。そうして。おっけ、これで昴の誕たん生じよう日びの話はおしまいっ」

　どこかぎこちなく、ポニーテールを肩から振り払う葵。感かん謝しやすべき相手がそう言うのだから、ここは素直に従っておくべきだろう。

　ただ、ひとつの心残りは。

「了解。……そんじゃ、パーティとかも、呼ばない方が良いか？」

「………………へ？　ぱ、ぱーてぃ？　す、昴の？」

「明後日あさつて、女バスのみんなが誕生日会を開いてくれるんだ。もし、葵も興きよう味みありそうなら誘っておいて欲しいって言われてるんだけど」

「ソ、ソウデシタカ」

「うん。……で、どうかな？　やっぱり、興味無い？」

「ナイコトハ、ナイデスガ。イマサラ、イキタイナンテ」

「……そうだよな。ごめん、余計なこと訊きいちゃって」

　これで誕生日の話題は終わりと言われた後ではいかにも蛇だ足そくだったけど、それでもつい一いち縷るの希望に賭かけてしまった。とはいえもちろん、パーティに来てもらえなくたって、素す敵てきなプレゼントを頂けたことだけで、葵には言い表せないほどの感謝が膨ふくらむばかりだ。

「おまたせぇ葵ちん、せんせぇ」

「シャワー空いたぞ～！　風か邪ぜ引く前に行ってきておくれやす～」

　そうしているうちに先陣が戻ってきたので、俺と葵も入れ替わりで汗を流しに向かう。

「…………あは、あははは、は」

「ど、どうかしたか？」

　その間、どうも葵の様よう子すが妙だったので心配になったが、何を訊いても要領を得ない声が返ってくるばかりで原因究明には至れず。

「……はぁ」

「あ、葵？　あんま溜ため息いきつくと幸せが逃げるぞ」

「あはは、幸せが逃げたから溜息がでるんじゃない？　むしろ、ね」

「なるほど、それは一理ある説かも。……ん、てことは逃げたのか？　葵から、幸せが」

「んーん。一いつ般ぱん論ろんよ、ただの一般論……」

「そ、そか」

　結局、シャワーから出て再合流したころには、やけに伏し目がちながら雰囲気自体は普ふ段だん通どおりに戻っていたので、あまりウザったらしく質問攻めにはしないことに決める。

　とにもかくにも、今日きようは実のある練習が出来た上に素す敵てきなプレゼントまで頂いてしまい、何とも幸せな一日だった。

　そして月げつ曜ようもまた、胸むね躍おどる子どもたちとのパーティ。

　何だか今年ことしは、いつにも増して素敵な誕たん生じよう日びを迎えられそうである。
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「やあみんな、いらっしゃいませ」

「やっほーすばるーん！　きたよーん」

　いつも通り智とも花かとの朝練習を終え、リビングで待たい機きしていると昼前に玄関のチャイムが鳴り響ひびいた。来客は予想通り、智花を除いた慧けい心しん女バスの四人。いよいよ迎えた月げつ曜よう日び。小学生を自宅に招き、光栄極まりない一日が幕を開ける。

「おはようっ。わぁ、愛あい莉りのその服、とってもかわいいね！　すごく似合ってるよ」

「ほ、本当にっ？　ちょっと派は手でかなって思ったんだけど……。よかった、ありがとうね智花ちゃんっ」

　俺おれと共に玄関から仲間を迎えた智花が、愛莉を見て片結びの髪を弾ませる。ベアトップのワンピースにピンクのカーディガンを併あわせたその姿は華やかで、でも可愛かわいらしさもあって、愛莉の清せい楚そなイメージとよくマッチしていた。

「うん、俺も似合ってると思う。ぜんぜん派手なんかじゃないよ」

「……え、えへへ。嬉うれしいです、すごく」

「ねーねー。ひなはひなは？」

「ひなたもとってもとっても素す敵てき！　そのくまさん、バッグになってるんだよね？」

「おー。おにーちゃんに見てもらうのは、はじめてかも」

　智花が言うと、ひなたちゃんは待ってましたとばかりに手に持っていたぬいぐるみの背中に付いたジッパーを開いて見せてくれた。すると確たしかに、内部にはティッシュやお財布などがたっぷりと収納されているではないか。

「これは面おも白しろいね。ひなたちゃんによく似合ってるし、いい買い物をいたしましたな」

「わーい。おにーちゃんにも気に入ってもらえた」

　唸うなる俺に、バンザイで応こたえる天使。もとい、ひなたちゃん。

「紗さ季きも真ま帆ほも、すごく綺き麗れい。どっちも初めて見るね」

「ふふー、そりゃしょーぶ服だからな！　ひっさつ決戦ドレスを用意したぜ！」

「勝負服って、よく意味も分かってないくせに。……ま、まあほら、もう秋だしね。新しい服を買っても良いころかなって」

　真帆は、普ふ段だんと少し印象の違う眼めの覚めるような真しん紅くを基き調ちようとしたドレス。大人おとなっぽい妖よう艶えんなデザインと、本人の無邪気さが不ふ思し議ぎなコラボレーションを果たし、唯一無二の魅み力りよくを演出していた。

　いっぽう紗季の方は黒タイツにキュロットスカートを合わせ、上は純白のフリルシャツ。主張しすぎない中にセンスの良さをたっぷり織おり込んだ、雑誌のモデルも務まりそうなおしゃれ感だ。

「可愛い服を一度にたくさん見られて、いきなり素敵なプレゼントをもらっちゃったな」

「おっと、それはまだだぜすばるん！　プレゼントなら、ちゃんと準備してきたからあとでのおたのしみ！」

　有あり難がたい宣言と共に、人差し指をゆっくり横に振る真ま帆ほ。その表情は自信に満ちあふれていて、万端に用意をしてくれているのだなと胸の奥が暖かくなる。

「ふふ。贈おくり物もの、みんなで考えてきたので、気に入って頂けたら嬉うれしいです。……あ、ところで服装といえばちゃんとトモのエプロン姿も褒ほめてあげましたか？　どうぞ正直に、『新妻みたいだよ』って言ってあげてください」

「ふぇっ!?　こ、これはただ、さっきまで七な夕ゆさんのお手て伝つだいをしていただけだようっ！」

　思わず瞼まぶたを細めていると、今度は紗さ季きが微笑ほほえみ混じりに口元を押さえる。とたん、頰ほおを染めあわあわとかぶりを振る智とも花か。言う通り、智花は練習後ずっとパーティの準備を手伝ってくれていたので、母かあさんから借りたちょっと派は手でめの白いふわふわしたエプロンを身に着けたままなのだった。

「そうだ、いけない。そういえば伝えてなかったな。智花、そのエプロン本当に似合ってるよ。バスケしてるときも素す敵てきだけど、こういう家庭的な姿もすごく良いと思う」

「ふ、ふぇぇ……」

　隣となりを向き、言いそびれていたことを口にすると、智花は真まっ赤かになって激はげしく取り乱してしまった。おっと、『家庭的』というのは、小学生に使う誉ほめ言葉じゃなかったかな。

「うふふ、みんないらっしゃい。さあさあ、あがってくださいな」

　改めて別の賛さん辞じを模索する間もなく、わいわい盛り上がる俺おれたちを迎えに母さんも玄関にやって来てしまった。いかん、なんであれお客さんに立ち話をさせてしまっていたのは失策だ。ひとまずはみんなをリビングに招待しないと。

「やっほーなゆっち！　おじゃましまーす！」

「お邪じや魔ましますっ。今日きようは、おうちを貸して下さってありがとうございます！」

「ううん愛あい莉りちゃん、お礼を言うのは私の方よ。すばるくんのお誕たん生じよう日びを祝って下さるなんて、本当に嬉しいもの」

「だからくん付けやめろって、母さん……」

　会話を中断し、一団でリビングに向かう。今日はホスト側なのだから、子どもたちには精一杯楽しんでもらわないとな。

「あ、あのさ智花」

「ふぁ、ふぁいっ！」

　歩きながら、まだほのかに頰を赤くしたままの智花の横に立ち、そっと耳打ち。言わずもがな、智花にも楽しい気持ちでパーティを満喫してもらいたいから、やはりちゃんと真意は伝えておこう。

「もし、変な風に聞こえちゃってたらごめん。ただ俺は、エプロンが似合ってることを伝えたかっただけなんだ」

「昴すばる、さん。……ほ、本当でしょうか？」

「もちろん。出来ることなら、毎日エプロン姿の智とも花かを見たいくらいだよ」

　極力爽さわやかに聞こえるようにそっと頭を撫なでつつそう告げれば、

「………………………………ふぇ」

　智花は極限まで頰ほおを紅こう潮ちようさせ、全身を縮ちぢこまらせてしまった。

　どうやら、ますますニュアンスが意図しない方に向かったらしい。なんか、申し訳ないことをしちゃったかな……。







「それでは、改めまして」

「昴さん」「長は谷せ川がわさん」「おにーちゃん」「は、長谷川さんっ」「すばるん！」

『お誕たん生じよう日び、おめでとうございます！』

　紗さ季きがかけてくれた合図に続き、食卓に着くや高々と掲げられるグラス。

「ありがとう！　みんなのおかげで、こんなに賑にぎやかな日になってすごく嬉うれしいよ！」

　俺おれも立ち上がり、乾杯に応こたえながら五人に心からのお礼を告げる。満十六歳となるのは正せい確かくには明日あしただけど、もちろんそんなことはどうでもよくて、こうして祝ってくれる教え子たちの温かさに胸が喜びではち切れんばかりだった。

　幾度となく思うことだけど、普ふ段だんの練習ではかなり無理もさせてしまっている。特にここ最近は、はたして耐えられるだろうかと葛かつ藤とうを持ちながらハードなメニューを言いつけてきた。それでも変わらずに慕ってもらえるのは、全員が高い目的意い識しきを保ち続けていることに加え、もともとはどこの馬の骨かも分からなかったはずの俺のことをずっと信頼してくれているからに他ほかならない。

　笑顔えがおに囲まれながら、改めて嚙かみしめる。ああ、この子たちのコーチを務められて、本当によかった。

「はーい、お料理はこれで全部。リクエスト通り少なめにしたけど、足りるかしら？」

　感動を抱きしめながら談だん笑しようを続けることしばし、フライドチキンの入ったバスケットを運んできた母かあさんが、少し心配そうに尋たずねる。ふむ、決して乏しい感じではないけど、確たしかにウチでやるパーティにしては今日きようはボリューム控えめな献こん立だてかもしれないな。

「うんうん、ばっちり！　なにせ、あたしとヒナとアイリーンからのスペシャルプレゼントもあるからな～！　ありがとねなゆっち！」

　それもそのはず、子どもたちが俺の願ねがいを受けて、手作りの料理を贈おくってくれると事前に聴きいていたからだ。真ま帆ほが料理というのはちょっと意外なセレクションだったけど、いったいどんなものを用意してくれたのだろう。今からワクワクドキドキである。いや良い意味で。

「せっかくだし、もう始めちゃいましょうか。プレゼントお渡し会」

「おー。だいさんせい」

「えへへ、気に入って頂けるか、ちょっとどきどき」

　眼めをお星様のように輝かがやかせた真ま帆ほの気持ちを察してか、紗さ季きが提案すれば愛あい莉りとひなたちゃんからも賛さん成せいの声。頂けるのが食べ物なら空腹のうちに堪たん能のうするのが礼れい儀ぎだしな。俺おれとしても反対する理由はない。

「よっしゃ、さっそく準備だ……はふ。おおっ、このフライドチキンちょーんまい！」

「食べるかしゃべるかどっちかになさい。そして椅い子すの上に立たない。もー、行ぎよう儀ぎ悪い……」

　自由の女神よろしく鶏とり肉にくの骨を掲げる真帆に、紗季が溜ため息いき。そんなほほえましい日常の光景もまた、俺にとっては嬉うれしいプレゼントだった。

「ふふっ。でも本当に美お味いしいです、このチキン」

「うふふ、ありがとうね智とも花かちゃん。智花ちゃんが下ごしらえを手て伝つだってくれたから、きっと上じよう手ずにできたの。真帆ちゃんもありがとう。お料理、キッチンにあるものならなんでも自由に使ってね」

「サンキューなゆっち！　とりあえずいろいろ準備せねばだ！　やんばるに電話、電話っと」

　母かあさんの申し出に敬礼してから、真帆はチキンの骨を携帯電話に持ち替え、太たい極きよく拳けんのような動きに乗せて短たん縮しゆくダイヤルをワンプッシュする。

　──すると、ものの数分後。

「真帆さま、準備万端でございます」

　三み沢さわ家けのメイドさん、久く井い奈な聖ひじりさんがやって来て、涼しい顔で運んできた大荷物を整せい然ぜんと並べ、ぺこりと俺たちにお辞儀をなさった。

「うむうむ、大義であった」

「わーい。ありがとうございます、やんばる」

「運んで下さって、本当に助かりました！」

　真帆に続けて、ひなたちゃんと愛莉も協力してもらったことを改めて感かん謝しやするような口く調ちよう。ここに来る前、真帆の家で事前にいろいろ下準備をしてくれていたのかもしれないな。

「いえ、おやすい御用でございます。……それよりも、この後は本当に助手を務めさせて頂かなくてよろしいのでしょうか？」

「おうともさ！　今日きようはあたしたちからすばるんへの誕たん生じよう日びプレゼントだから、やんばるのお手伝いはナシでやりとげねばならぬのだ！」

「かしこまりました。それではすばるんさま、私はこれにて失礼させて頂きます。この度たびはお誕生日、まことにおめでとうございます」

「あっ、ありがとうございます！」

「あら久井奈さん、せっかくですしもう少しゆっくりしていきませんか？」

「ご厚意感かん謝しやします、七な夕ゆさま。ですが本日は、真ま帆ほさまたち水入らずでのお祝いにお任せしたく存じますので、またの機き会かいにぜひ」

　母かあさんの誘いもやんわりと断り、そのまま我が家を後にする久く井い奈なさん。たぶん、真帆たちに花を持たせるため、手て伝つだいすぎて活かつ躍やくの機き会かいを奪わないようにしようという配はい慮りよだろう。いつも真帆への愛情で溢あふれている久井奈さんらしい優やさしさだなと思った。

「それにしても、これはまたけっこうな大荷物ね。ねえ真帆、いったい何を作るつもり？」

　久井奈さんを見送った後、改めて紗さ季きが感嘆の声を響ひびかせる。届けられた物資は底の深い寸ずん胴どう鍋なべや風ふ呂ろ敷しきに包まれた巨大な板のような物など、なかなか家庭では目にする機会がなさそうなアイテムばかりで、俺おれもまた密ひそかに驚おどろきを禁じ得なかった。

「ぬふふー。聞いて驚くのだ！　このたびあたしとアイリーンとヒナでリーチを続けた結果！」

「……リーチ？　もしかして、リサーチって言いたかったの？」

「あーもーサキはいちいちうるさいなー。リサーチを続けた結果！　すばるんの大好物をついにつきとめてみせたのです！」

「おー。みせたのです」

　ばばーん、という効果音が聞こえてきそうなほど、堂々と胸を反り返らせる真帆とひなたちゃん。なんと、俺のためにそこまで気を遣つかってくれたのか……。いかん、感動で涙が出てきそうだ。

「ちなみに愛あい莉り、リサーチって具体的には何をしたの？」

「えへへ、智とも花かちゃんに訊きいてみました」

「……まー、そうよね。長は谷せ川がわさんのことなら、トモに教えてもらうのが一番簡かん単たんで正せい確かくだものね」

「そ、そんな！　私はそこまで昴すばるさんのことを知っているわけじゃ……！」

　呆あきれ半分、納得半分といった様よう子すでしきりに頷うなずく紗季に、智花はあわあわと両手を振ってみせるが、実際智花とは毎日のようにひとつ屋根の下で日常を共にしているからな。家族同然に、俺の嗜し好こうは筒抜けだろう。

「それならきっと正解かな。じゃあ、そろそろ答えを教えてもらっちゃっても良い？」

「おー。ひなたちがおにーちゃんにつくるプレゼントは」

「えへへ、これですっ」

　待ちきれなくなって急せかしてしまうと、三人は目配せを交わし、大荷物のうちから巨大なクーラーボックスを開いて中をみせてくれる。

「ん、これは……？」

　そこに収められていたのは、ラグビーボール大の、ビニールに包まれた真っ白な塊。

　ふむ、自分の好物の中で、この球体とリンクする食べ物と言えば。

「あっ。もしかして、うどんのタネかな？」

「ぴんぽんぴんぽんぴんぽ～ん！　すばるんせーかい！　と、ゆーことは！」

「わーい。ひなたちも、せいかい」

　俺おれが納得するのを見て、ひなたちゃんと真ま帆ほは嬉き々きとハイタッチ。確たしかにうどんとか、太ふと麵めんのラーメンとかつけ麵とか、小麦の旨うまみを嚙かみしめることが出来るような麵類は、俺にとってひときわ好きな食べ物だ。

「うん、大好物だよ！　しかも手打ちのうどんなんてすごく驚おどろいたし、とっても楽しみだ」

「えへへ、よかったですっ！　ありがとうね智とも花かちゃん。智花ちゃんに訊きいてみて、本当によかったよ」

「わ、私はその……。なんとなく、昴すばるさんは麵類がお好きなのかなって、何度もごはんを一いつ緒しよにしていたらそんな風に思って。あとはオムレツもだけど、そっちは七な夕ゆさんには敵かなわないような気がしたから……って、わ、私は何を言ってるんでしょう。ごめんなさい昴さん、出過ぎた言葉を……！」

「はは、どうして謝あやまるの？　なんだか、すごく嬉うれしいよ。いっしょに過ごしているうち、智花にいろんなことを知ってもらえてたんだなってわかって」

「昴さん………………え、えへへ。私も、嬉しいです。そんな風に言って頂けて」

　自然と見つめ合い、はにかみ合う俺と智花。どこかむず痒がゆくて、でもとても幸せな時間が訪れる。

「こらー！　今はあたしとアイリーンとヒナのターンだぞ！　もっかんといちゃいちゃするのはあとにしてくれたまえ！」

　なんだかふわふわした気分に身を任せていると、真帆が両手を振り上げ、頰ほおを膨ふくらませながら俺たちの間に身をねじ込んできた。いけない、いちゃいちゃしてたわけではもちろんないのだが、確かに感かん謝しやすべき相手は智花だけではなかった。

「ごめんごめん。じゃあ早速、真帆たちの素す敵てきなプレゼントをご馳ち走そうになってもいいかな？」

「おー。ひな、おにーちゃんにごちそうになられたいです」

「上う手まく出来るか不安ですけど、よろしくお願ねがいしますっ。それでは、今から最後の仕上げをさせて頂いてもいいでしょうか？」

「もちろん。麵を伸ばしたりするなら、テーブルを半分片づけてそこを使おう」

　ひなたちゃんと愛あい莉りにも快かい諾だくを伝え、皆で一斉に準備にかかる。食べ物の皿を移動させるついでに、真帆がひょいとベーコンロールをつまみ食いしてくれたのを見て母かあさんと笑えみを交換。ウチの食べ物も気に入ってくれているのがわかって、料理してない俺までなんとなく嬉しくなった。

「このお鍋なべはおつゆよね？　先に温めておきましょうか？」

「ありがとなゆっち！　よろしくおねがった！」

　気を利かせ、深鍋をキッチンに運んでいく母さん。よし、これにてお膳ぜん立だては完了。あとは真ま帆ほたちの力作の完成を、楽しみに見守らせてもらおう。

「そいでは！　いよいよあたしたちのスペシャルプレゼント、『愛のマヒうどん』を作りたいと思います！」

　なんだか物ぶつ騒そうな名前だった。たぶん、『愛あい』莉り、『真ま』帆ほ、『ひ』なたちゃんの頭文字なんだろうけど。

　ネーミングを聞いて紗さ季きもちょっと苦笑を浮かべていたが、ここは空気を読んでツッコミを我慢し、真帆の司会進行に全すべてを委ゆだねることにする。

「まずは！　……まずは、なんだっけ？」

「え、ええと。打ち粉をして、生き地じをのばすところから、かな」

「おー。たしか、そうだったはず」

　やや行程に自信がないらしく、小さな輪わを作り確かく認にんし合う三人。そういえば、普ふ段だんは料理でも頼れるリーダーの紗季が今回は別チームなんだよな。愛莉もよくお菓子とかは作るそうだけど、うどんとなるとだいぶ専門外だろうし、イレギュラーな形のチームワークが求められているようだ。

　でも、試し行こう錯さく誤ごする三人の様よう子すもまた微笑ほほえましくて、さらなる眼がん福ぷくを味わう。バスケの試合中でも、もしかしたらこんな、智とも花かも紗季もリーダーシップをとることが出来ないような局面が訪れるかもしれないし、ついでに良い経けい験けんの場になってくれれば──なんてのは、さすがにバスケ脳がすぎるか。

「…………」

　ふふっ、紗季もなんだかしきりに眼めを泳がせそわそわしてるな。先せん導どうしてあげたくて、でもここは三人に任せるべき舞ぶ台たいだからと自じ重ちようしているのだろう。また一つ、微笑ましさで俺おれは少し得をした気分に。

　そうか、改めて自覚した。俺にとっては、みんなと過ごす幸せな日常そのものが、プレゼントであったのだな、と。

　時は既に一年間の折り返しを過ぎ、否応なしにこの環かん境きようが永遠には続かないことを意い識しきさせられてしまう。

　だからこそ、悔いのないように。誠心誠意を、全ぜん身しん全ぜん霊れいを小学生に捧ささげて生きていこうと、俺は誓わずにはいられないのだった。

「うむ！　まずは、このまんまるいカタマリを伸ばして、平べったくします！　びっくりだよねすばるん。これがうどんのモトなんて、すっごい不ふ思し議ぎ！」

「うん、確たしかになあ。うどんだけじゃないけど、最初に『麵めん』を作った人ってすごいよね。それを手作りしようと思ってくれた、三人もすごい」

「わーい。ありがとうございます。あのね、おにーちゃん。このまるいの作るとき、ひな、いっぱいふみふみしたんだよ。つかれたけど、楽しかった」

「そうなのか、それを知ってもっともっと有あり難がたみが増したよ」

　ひなたちゃんのおみ足で踏まれたうどん。セリ市に出したらとんでもない値段が付きそうだ。それを贈ぞう呈ていしてもらえるこの身。恐悦至極とはまさにこのこと。

「あたしとアイリーンもキョーリョクして、三人でいっぱい踏んだ！　伸ばすのも三人でがんばるぞ～！」

「おー」

「お、おー。えへへ」

　拳こぶしを突き上げ、意気込みを表に出す三人。次第に目の前の小麦の塊が、どこか七なな色いろの輝かがやきを放つ宝玉のように見えてくるから不ふ思し議ぎなものだ。

「よし、そんじゃさっそくあたしから！」

「あっ、真ま帆ほちゃん。エプロン付けないとお洋服が汚れちゃう」

「おっとそーだった。うっかりしてたぜ」

「ひなも、えぷろん装備」

　ドレスのまま小麦粉の袋に手をかけた真帆を、愛あい莉りが慌て気味に制止。万全を期すなら汚れても良い格好に着替えるべきなのだろうけど、どうやら替えの服は持ってきてないみたいなので仕方なしか。あとは伸ばして切るだけだから、そんなには小麦粉も飛び散らない気がするし。

「よーし、今度こそ準備完了！　まほまほ、うどん伸ばします！　しっかり見ててね、すばるん！」

「了解。真帆たちの頑張りを最後までしかと見届けさせてもらうね」

　麵めん棒ぼうを肩に担ぎＶサインを向ける真帆に、俺おれも拳を握り応こたえる。なかなかの力作業で大変だろうけど、三人の熱ねつ意いを尊重してお手て伝つだいは無しだ。

　……それはそれとして。ノンスリーブのドレスの上からエプロンを付けた姿って、どことなく背徳的なビジュアルだな。なんか、見る角度によっては下に何も着ていないようにも……って、こら俺。純粋な気持ちで頑張ってくれようとしている教え子たちに、変な目を向けるとは嘆かわしいにもほどがある。邪念を捨て神聖な儀ぎ式しきに参加するつもりで、奮ふん闘とうと向き合うべし。

「れっつ、すたーと！　うんしょ、うんしょっ。ふおー、おっきいし、固いし、こりゃ大変だ。でも負けぬ！　うんしょ、うんしょっ」

　心の中で誓いを立てるのと同時、テーブルに覆おおい被かぶさるようにして真帆が正面でうどん生き地じとの格かく闘とうを始めた。

「う」

　途と端たん、事態は俺の自じ意い識しきの問題を飛び越え、激はげしく深刻化してしまう。

　真帆が前まえ屈かがみになると、当然ながらエプロンが重力に引っ張られ、たわむ。ついでに中のドレスもまた、たわむ。

　すると、どうなるか。どうもこうもない。襟えり元もとから、あられもない真帆の素肌が、チラリチラリと見えてしまうのであった。

　幸いというべきか、なんというべきか。薄うす暗ぐらい襟えり元もとの奥には、発育の兆候はほとんど見受けられない。早い話、真ま帆ほの胸は見事なまでに平坦に近かった。だから当座のところ俺おれが見たのは鎖さ骨こつだけだと言い張ることも出来るのだが、しかしそれはつまり襟元と真帆の素肌とのマージンがとても広いことも意味している。

　まずい。このままだと、俺は成長期の少女の根源に至ってしまう……！

「……っ」

「うんしょ、うんしょ……あーこらすばるん！　なんで関係ない方むいてんの!?　ちゃんとあたしのこと見ててってば～！」

「す、すまぬ。……すまぬ」

　たまらず視し線せんを下げる俺だったが、めざとく真帆に見つかってしまう。せめて他ほかの子が襟元の問題に気付いてくれれば良いのだが、俺以外の立ち位置からは死角なのか注意を促す声は上がらない。

　く、仕方ない。極力真帆のつむじ辺りに注目するように努め、涅ね槃はんの領域でやり過ごすしかあるまい。

「うん、しょ、うん、しょっ」

「…………」
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「もいっちょ、うんしょっ」

「あっ」

「ほえ？　どしたのすばるん？」

　今、一いつ瞬しゆん致命的な何かが……いや気のせいだそうに決まっている。

「な、なんでもない。頑張れ、真ま帆ほ」

「うんっ！　もーちょっとでおいしーの出来るから、待っててね～！」

「ああ、待ち遠しいな……」

　いろんな意味で、完成を切望してしまう。いろんな意味で。

「ふぃー。だんだん手がシビれてきた」

「真帆ちゃん、そろそろ交こう替たいする？」

「よっしゃ、じゃー次はアイリーンにまかせた！」

　このままでは神罰による死も覚悟せねばなるまいかと観かん念ねんしたところで、愛あい莉りからの助け船。よ、よかった。これでようやく罪の意い識しきから解放される……。

「えへへ、がんばりますっ！　よい、しょっ。よい、しょっ」

　と、安あん堵どしたのもつかの間。一いち難なん去ってまた一難であった。

　上着を汚さないためだろう。カーディガンを脱いでからベアトップ一枚の上にエプロンを身に着けた愛莉は、『他ほかに何も着てない感』が真帆以上だった。しかも、そんな出いで立たちで同じように屈かがみ込めば、やはり襟えり元もとは重力の支配を受けてしまうのが摂理。

　愛莉の場合、ドレスが胸元に密着するタイプであることも手て伝つだい、隙すき間まから見えてはいけないものがこぼれてしまう、という心配はほとんどない。

　その代わり、もはや充分に発育が進んだその胸元には二つの柔らかな球体が鎮ちん座ざし、服の締しめ付けによって深い渓けい谷こくを形成しているのだ。

「えいっ、えいっ」

　それが、揺れる。うどんのタネを押し込むリズムに合わせて、弾む。

　こうなるとやましいものが見えそうになるとか、そう言うレベルではない。目を向けるその行為自体が、やましい。

「こら、すばるん！」

「っ。ご、ごめん」

　こりゃまたいかんと顔を逸そらした直後、またしても真帆から叱しつ咤た。途方に暮れつつ、真帆としては純粋に奮ふん闘とうを見届けてやって欲しいだけなのだから抗こう議ぎも出来ない。

「えいっ、えいっ」

　訪れたのは、またしても生き地獄である。

「はう、両手がしびれて来ちゃった」

「おー。あいり、交替しよう？　最後はひながやる」

　精神的な疲労で憔しよう悴すいしきったころ、麵めん棒ぼうのバトンはアンカーのひなたちゃんに委ゆだねられる。

　いったい、この交こう替たいはどう作用するか。ひなたちゃんの特定部位の発育は、愛あい莉りほどではないにせよ部内ではかなり進んでいる方。纏まとう衣服は、なだらかな弧を描いたごく一般的な襟えりの形。この組み合わせが俺おれを導みちびく先は、天国か、それとも──。

　結けつ論ろんから言えば、一番マズかった。

「むぎゅー。おうどんおうどん、のーびのび」

　ほどよく垂れ下がった襟の奥で、ほどよく膨ふくらんだ二つの丘が、ほどよく輪りん郭かくを露あらわにしながら右へ左へ上へ下へ。ひなたちゃんの身体からだの動きに合わせてリズミカルに舞まっている。

　今、俺が立つバッターボックスからはファール判定などしようもない、スコアボード直ちよく撃げきの大ホームランであった。

「ちょ、ちょっとひな！　ストップ！　そのままだと危ないからっ！」

　不幸中の幸いだったのは、あまりにもそのポロリ感があからさますぎて、この位置に留とどまらず、斜めから覗のぞく紗さ季きの眼めにも問題の所在が明らかだったこと。おかげで注意を喚起してもらえて、俺はようやく叫びすらあげられぬ密ひそかな苦悩から解放されたのであった。

　と、だいぶ困ったアクシデントも発生してしまったが、タネを伸ばす行程はほどなくしてなんとか完了。続いて、平たくなった生き地じを再び三人で交替しながら慎重にカットし、たっぷり張った湯の中で泳がせる。

「まだかなっ？　ねーアイリーン、そろそろ出来上がりじゃない？」

「ひなちゃんがかけてくれてるタイマーが鳴ってないから、もう少しかな。うどんって、けっこう長い時間茹ゆでなきゃいけないみたい」

　待つこと十分以上。太麵に充分火が通るまで慎重に火加減を調ちよう節せつし、

「おー。ひなタイマー、なりました」

　ひなたちゃんの挙手を受け、待ってましたと真ま帆ほが麵をザルの上に。すかさず流しに運んで流水でしっかりしめ、コシを出すと同時にぬめりを落とし、これにて麵はできあがり。

　別途用意しておいた白さ湯ゆにくぐらせ温め直してから、どんぶりに移してたっぷりだし汁を注ぐ。乗せる具はシンプルに万ばん能のう葱ねぎのみ。あとはショウガをお好みで。

　ついに完成した特製のかけうどんを、俺たちは母かあさんも含めた全員で堪たん能のうする。

「……わぁ、これ」

「待ってトモ、せっかくだもの。最初の感想は長は谷せ川がわさんに」

「ふふっ。そうだね」

　言葉を飲み込んだ智とも花かと粋な計らいで微笑ほほえむ紗季。評価を待ちわび真剣な顔で俺を見つめる真帆、愛莉、ひなたちゃん。

　時が止まったかのような静寂の中、ある種の使命感を感じつつ、俺は深呼吸に続けて忌き憚たんなき感想を口にする。

「期待はしてたけど、それでも驚おどろいた。……本当に、本当におせじぬきでめちゃめちゃ美お味いしいよ、このうどん！」

「わはー、いやった～！」

「えへへ、よかったですっ！　やったね、真ま帆ほちゃん、ひなちゃんっ」

「わーい。おにーちゃんのお気に入りになれて、とってもうれしい」

　かなり太めにカットされた麵めんはかえって官能的なコシの強さを産み出し、しかし内包された本質的な歯ごたえはどこまでもしなやか。おそらく、三人の絶妙なコンビネーションで丁てい寧ねいに踏み込まれたことにより、うどんの生き地じにも小学生の天使性が伝でん導どうしたのではないか。

　強いコシを称しつつ、実際はただ固いだけのうどんとは一いつ線せんを画かくす、嚙かみしめる度たびに快感が口こう腔くう内ないを刺し激げきする、格別の逸品だった。

　讃さ岐ぬき、富ふ士じ吉よし田だ、秋あき田たは稲いな庭にわ。どれも好物だが、俺おれはあえて断言したい。

　うどんは、小学生に限ると。

「ありがてえ、ありがてえ」

　我を忘れ、丼どんぶりにがっつく。評価が前後したが、このつゆもまた素す晴ばらしく美味しい。黄こ金がね色いろで、だしの風味が引き立つ讃岐系。こちらもまた、そのままお店で出して行列必至な出来映えだった。

「やるじゃない。麵も、おつゆも文句なしね。この出だ汁し、何でとったの？　ちょっと、うちのお好み焼きでも試してみたいくらいだわ」

「えっとね、昆こん布ぶと、あとトビウオたっぷり！　やんばるのおすすめ！」

「トビウオ？　トビウオの出汁って、私は初めてかも……。すごく良いお味だねっ」

「えへへ、アゴだしって言って、九きゆう州しゆうでよく使われるんだって」

　紗さ季きがその出来映えに感嘆を露あらわにし、智とも花かも上品な風味の秘密に驚いている。

「本当に、やわらかで濃のう厚こうなお味。うふふ、すばるくんは幸せ者ね」

　母かあさんは足りなくなったら悪いからと最初は遠えん慮りよしていたが、是非食べて欲しいと逆に頼み込まれ、晴れて感動を共有できている。

「本当に、本当に幸せだよ。こんなに美味しくて手のかかったプレゼントをもらえるなんて。ありがとうひなたちゃん、愛あい莉り、真帆」

「おー。どういたしまして」

「えへへ、気に入って頂けて、ほっとしました」

「あたし、もううどんの作り方はカンペキマスターしたから、また食べたくなったらいつでも……あーっ!?」

　三人にしっかりお礼を伝え、温かな気持ちを共有する俺たちだったのだが、どうしたのか真帆がいきなり大きな声と共に立ち上がり、両りよう頰ほおを押さえて目を見開く。

「ど、どうかしたの？」

「あたしとしたことが！　大事なモノを忘れてた！　すばるん、まだうどん残ってる？」

「え、うん。もう半分以上は食べちゃったけど」

「よかった、ならまだ間に合う！」

　俺おれが丼どんぶりを傾けて中身を見せると、真ま帆ほはほっと息を漏らし久く井い奈なさんが運んで下さったクーラーボックスめがけて駆け出す。そして、中からジャムの大瓶のようなものを大事そうに抜き出し、小走りで戻ってきた。

「それは？」

「ふふふのふ。実はもうひとつ、スペシャルトッピングを用意しといたの！　この『まほまほ特製ピリ辛肉みそ』を混ぜれば、うどんがもっと美お味いしくなるのです！」

　自信たっぷりに宣言し、真帆は瓶の蓋ふたを開いて内容物を俺に見せてくれる。

「お、おお……」

　端的に申しますと、赤かった。その鮮せん烈れつな真しん紅く、さらにツンと鼻を刺し激げきする唐とう辛がら子しの香り。確たしかに『肉みそ』なのは間違いなさそうだが、『ピリ辛』という部分に関しては若干、否、だいぶ怪しい。

「うどんなら心配ないかと思ったけど、やっぱり出たわね真帆の悪い病気が……。ねえ、そんなの入れたら、せっかくの出だ汁しの風味がなくなっちゃうでしょ」

「んなこたない！　もっともっと美味しくなるってば！　あたしがちゃんと味見してきたからホショーします！」

　紗さ季きの懸け念ねんに、大きくかぶりを振る真帆。ううむ、お嬢じよう様さまだけあって真帆の味覚は確かだと思うのだが、どういうわけか『辛味』に関してだけは小学生とは思えないほどのキャパシティを誇っているのだよなあ。そのセーフ判定を他ほかの人に適用すると大変なことになるのは、この場にいる誰だれもが経けい験けんしている。

「ね、お願ねがい！　すばるん試してみて！　絶対おいしーから！」

「…………ん。わかった。せっかくだし入れてみよう」

　だとしても、こんなに純粋な瞳ひとみで懇こん願がんされたら弱い。真帆としては、あくまで俺に喜んでもらおうと準備してくれたのだからな。ここで日ひ和よっては男がすたる。

　覚悟を決めて、こんもりと大さじで一杯。恩義には忠をもって応こたえるべく、おっかなびっくりな使い方はやめよう。行くなら、とことんだ。

「は、長は谷せ川がわさん。無理はなさらないで下さい」

「いやいや、せっかくのプレゼントだ。ちゃんとトッピングも含めて堪たん能のうさせてもらわないと」

　心配してくれた紗季に感かん謝しやしつつも、怖れをかなぐり捨てて再度うどんと向き合う。肉みそが溶けこみ、朱しゆ色いろの油膜で染まった汁としばし対たい峙じした後、覚悟を決めて俺は箸はしを突っ込み、豪快に麵めんをすすり上げた。

「……ん？　むしろ、甘めでコクのある…………んぐっ!?」

　ひとくち目はなんともなかったが、唐とう辛がら子しの刺し激げきはえてして遅れてやって来る。時間差で口の中に暴ぼう風ふうが吹き荒れ、全身の毛穴が一気に開くような錯さつ覚かくに囚とらわれる……！

「だ、大丈夫ですか昴すばるさんっ!?」

「か、辛い……！」

　目を剝むいてしまった俺おれに対し、智とも花かを筆頭に心配を重ねてくれるみんな。

「やっぱり真ま帆ほ基準の辛さは普通の人には──」

「か、辛い、けど……すごく美う味まい！」

　しかし、その実俺にダメージのようなものはほとんどなかった。間違いなく強烈に辛いのだが、その本質にあるものは深い旨うまみ。しかも決してうどんつゆの繊せん細さいな風味を邪じや魔ますることなく奥行きを広げてくれるような絶妙な相性の良さが、また種類の違う感動を届けてくれる。

「でしょ、でしょでしょ！　めっちゃおいしーでしょすばるん！」

「ああ、これは最高のトッピングだよ！　みんなも試してみるといいよ。小学生でも、控えめにすれば大丈夫だと思う」

「ほ、本当でしょうか。……じゃあ、少しだけ」

「ひなはからいの、あんまり得意じゃないから、ちょびっとのちょびっと」

　絶ぜつ賛さんする俺に背中を押されるように、紗さ季き、続いてひなたちゃん。さらに智花と愛あい莉りも恐る恐る辛みそをうどんに投入する。

「う、これは……。辛くて、でも、確たしかに辛いだけじゃないわ」

「おー。あまいのも入ってて、ちょっとだけならひなでもへいきかも」

「うんっ、辛いけど、とっても美お味いしい！」

「いろんな美味しさが合わさって、おつゆの味がますます膨ふくらんだみたい……！」

　結果、四人とも大だい絶ぜつ賛さん。もちろん真帆はそれを見て鼻高々だ。

「いやーキミたちもよ～くわかってきたではないか！　ま、あたしとしてはこれくらいたっぷり入れるのがおすすめなんだけどなー」

　うきうきと、ごっそり俺が投じた量のさらに倍くらいを混ぜ込む真帆。粘度も増して半ば汁無し担たん々たん麵めんの様相だが、肉みそ自体が絶妙の味加減だから、辛党なら確かにあれくらい入れても大丈夫なのかも。

「うんうん、ちょーおいしー！　あたしたちってもしかしたら天才だったりっ？」

「えへへ、久く井い奈なさんのアドバイスにすごく助けてもらったけど、みんなで協力して上じよう手ずに出来て、本当によかったねっ」

「ひなたちのおうどん作戦、だいせいこう」

　ますます強く笑顔えがおを輝かがやかせながら向き合う三人。その頰ほおは、ほんのりとピンク色に染まっていた。

「何度言っても足りないくらいだけど、三人ともありがとう。手作りうどんのプレゼント、たっぷり堪たん能のうさせて頂きました！」

　俺おれの身体からだもまた、辛くて美お味いしいうどんと三人の真心の相乗効果で、ほかほかと温まっていくのだった。







「ええと、それじゃあ今度は、私とトモからのプレゼントですね」

　全員でうどんを完食し、母かあさんの用意してくれた副菜をつまみつつ談だん笑しようを続けることしばし。頃ころ合あいを待っていた様よう子すの紗さ季きが、こほんと咳せき払ばらいをしてからにっこりと首をかしげる。

「ありがとう、それじゃあ遠えん慮りよなく頂くよ。二人ふたりは何を用意してくれたの？」

　ずうずうしくも手作りという縛しばりを提案させてもらったときは、紗季の担当が料理になるのかな、なんて漠然と思ったのだけど、その読みは外れてしまった。こうなると、ちょっと予想が難むずかしくなってしまう。当然ながら、内容にかかわらず非常に光栄であることに変わりはないんだけど。

「ふふ、私とトモからのプレゼントは、これです」

「ま、まだちょっと、季節が早いですけれど……」

　ほのかな緊きん張ちようを纏まとった表情で頷うなずき合ってから、同時に綺き麗れいな包み紙を差し出してくれた紗季と智とも花か。梱こん包ぽうのサイズは智花の方が倍くらい大きいけれど、言い方からするとどうやら中身は同じ種類のものらしい。

「ありがとう二人とも。開けてみても良いかな？」

「ど、どうぞっ」

　許可を頂き、俺は丁てい寧ねいにテープを外す。

「おおっ、マフラーと、手袋だ！　もしかしてこれ……どっちも手て編あみ？」

　いや、もしかしなくても俺自身が『手作りで』とリクエストを出したのだからそうに決まってる。姿を現したニット編みを両手に抱え、感動と恐きよう縮しゆくで震ふるえそうになる指先を隠しながら二人に敬服を向ける。

「は、はいっ。紗季にやり方を教えてもらいながら、編んでみました。すみません、へたっぴで……」

「いやいや、すごく上じよう手ずじゃないか！　ありがとう、ありがとう智花！　手編みをもらうなんて、生まれて初めての経けい験けんだ……。すっごい感かん激げきだよ」

　まずは純白のマフラーの方をくれた智花に、心からのお礼。色も主張が強すぎなくて使いやすいし、長さもたっぷりで寒い時期は重ちよう宝ほうしそうだ。なんだか今からもう冬の訪れが楽しみになるくらい高揚を覚えた。

「紗季も本当にありがとう、とっても嬉うれしいよ！　ほら、サイズもバッチリ」

「ああ、良かったです！　トモの意見もちゃんと聞いたから、寸法は問題ないと思ってはいたんですけれど、やっぱりちょっとだけ心配だったので」

「そうだったんだ。あはは、智とも花かにはもう俺おれのことは全部筒抜けなのかもね、家族と変わらないくらいに」

「ふぇっ、そ、そんな……！」

　それからチャコールグレーの手袋を実際にはめてみせつつ、紗さ季きに感かん謝しやの意。本当にサイズ感がばっちりで、アドバイザーになってくれたらしい智花にも再度感謝を伝える。二人ふたりが協力して最高のプレゼントを仕上げてくれたという点は、真ま帆ほたちと同じなんだな。

　つくづく、なんて素す敵てきな教え子たちに囲まれているのだろうと感慨がよぎる。

「うーん、くやしーけどやっぱりエースはもっかんだなー。すばるんの好きなモノを教えてくれたのももっかんだし、手袋のサイズを教えてくれたのももっかん」

「おー。ともかが、おにーちゃんエース？」

「えへへ、やっぱり長は谷せ川がわさんについてなら、智花ちゃんがいちばんだもんねっ」

「も、もうっ！　真帆たちまで昴すばるさんに失礼なこと……はうぅ」

　称たたえられて、恥ずかしそうに縮ちぢこまってしまった智花。でも実際、俺にとっての智花は既にパートナーという枠を超えた、人生そのものを支えてくれるようなかけがえのない存在なのかもしれない。口にしたらますます困らせてしまいそうだから黙だまっているけど、自分自身もまた、智花とは特別な距きよ離りの近さを感じずにはいられなかった。

　などと勝手に想おもいを募らせていると、

「ふふ、そんなに照れることはないじゃない。実際、トモのおかげでみんな助かったんだから。……それより、早く長谷川さんにお尋たずねしてみたら？　あのお願ねがい」

「あっ……。う、うん……」

　微笑ほほえむ紗季に促されて智花がこくりと喉のどをならした。

「お願いごと？　俺に出来ることなら何でも遠えん慮りよなく言ってみて」

　なんだろう、もちろん不可能なことじゃなければ、是非叶かなえてあげたいところだけど。

「あ、あの、昴さん。実は、そのマフラーを作った毛糸が、まだ、けっこう残っていて」

「毛糸が？」

「は、はいっ。それで、その……。本当に、昴さんが嫌いやでなかったらなんですけど。わ、私も、自分用にマフラーを作ってもよろしいでしょうかっ？　そ、それと、同じ毛糸で……」

　緊きん張ちよう感かんたっぷりに告げられた頼み事に、ある意味では拍子抜けした。自分が何か智花のためにしてあげられるようなことなら、ちょうど良い恩返しになったんだけどな。

　ともあれ。答えならば迷うまでもない。

「もちろん。そんなの良いに決まってるじゃないか」

「ほ、本当ですかっ!?　でも、もしかしたら同じ日に同じマフラーを巻いてしまうことがあるかも……。も、もちろん昴さんが着けて下さったら、ですけど……」

「うん、寒くなったら遠えん慮りよなく使わせてもらうし、同じになってもぜんぜん構わないよ。むしろ、智とも花かの手作りなんだなって何度も実感できて、幸せな気持ちになるに決まってる」

「そ、そんな……。でも、とっても嬉うれしいです……ありがとうございます、昴すばるさんっ」

　遠慮がちな智花の頭を撫なでながら思ったままのことを口にすると、恐る恐るだった瞳ひとみにはにかみ混じりの安あん堵どが宿る。そのあどけない表情に、何をしたわけでもないのに俺おれの方が幸せな気分になってしまった。

「あはは、そっか～。ペアルック作戦か～。そこまでけーさんずくとは、もっかん、恐ろしい子！」

「ち、違うようっ！　本当にただ、毛糸をたくさん買い過ぎちゃって……！」

「ふふ、やめなさい真ま帆ほ。あんまりからかうとトモが恥ずかしがって任務遂行がし辛づらくなるでしょ」

「だから違うんだってばあ～っ！」

　ほっこりしている傍かたわらで、またいつものようにからかいを受けてしまう智花。ははは、まったく。ずっと成長を見届けさせてもらっているけど、こういう無邪気さは出会ったころと全然変わらないな。それがまた、みんなの『小学性』を再さい確かく認にんできてなんとなく嬉しくもあったりするんだけど。

「……ん？　あ、ちょ～っと待った。タイムアウト。もっかんのおそろしさはひとまず置いておいて」

「恐ろしくなんてないもん……」

「置いておいて。そーゆーサキさん。あなたはどーなのですかな？」

「私？　何の話？」

「毛糸の話さ。サキは、余らせてないの？　すばるんと同じ手袋、サキはつくらなくていーのん？」

「なっ!?」

　と、今度は一転。ぷくーとむくれる智花の前で、真帆がくるりと身を翻ひるがえして紗季にニヤニヤとあごを突き出す。なにやら、新たな火種に発展しそうな予感だ。

「わ、私は余らせてないもの。長は谷せ川がわさんに贈おくった分で、もう同じ色の毛糸は残ってないわ」

「ほんとに～？　もったいないな～」

「ほんとだし、良いの。私は、そういうのは」

「あーあ、なんでこんなに素直じゃないのかな、サキは」

「……なによそのそ呆あきれ顔がお。あんたに偉そうに言われたくないんだけど」

「さ、紗季ちゃん、あんまり怒らないで」

「おー？　おにーちゃんの誕たん生じよう会かいで、けんかはダメだよ？」

　などと吞のん気きに傍ぼう観かんしていられなくなるほど、紗季と真帆の間で冷たい火花が飛び交う。あ、あれ。いつの間にか本格的な抗争の前触れにまで発展してしまってる？

「っ、と。ご、ごめんなさい。大丈夫。怒ってないわ。……あのね、真ま帆ほ。長は谷せ川がわさんと同じものを作ろうとは思ってないけど……ごめん、ちょっと耳貸して」

「ほえ？　なに？」

　にわかに心配が膨ふくらんだものの、愛あい莉りとひなたちゃんに窘たしなめられてすぐに紗さ季きがはっと頭を下げてくれたので、大事には至らず。そして、紗季から不意に内ない緒しよ話ばなしを受けた真帆も、

「…………ほほ～！　なるほど。そっか、それはグッドアイデア！　むしろ、ありがと！」

　全部を聞き終えるや、一気に機き嫌げんを回復させる。

「やー、たのしみだな～、まさかサキから……もが!?」

「ちょ、ちょっと！　まだ言わないで！　上う手まくできるかわからないし、できたとしてもだいぶ先まで時間がかかるだろうから……今は忘れておいて」

「あはは、ごめんごめん。ほんじゃしばらくは聞かなかったことにしておく」

　さらに、小声で内緒話を続ける二人ふたり。何の話なのか気にならないと言えば噓うそになるけど、みんなが楽しい気持ちに戻れたのならそれでいいや。とにかくよかったよかった。

　こうして素す敵てきなプレゼントを賜たまわったあとは、引き続きひたすら楽しい誕たん生じよう会かい。母かあさんも交えた全員で、いろんな話をしたり、ゲームをしたり。和わ気き藹あい々あいと団だん欒らんの時間を共有し続けた。

　やがて、日も落ちかけて宴うたげも終了。家路に付く子どもたちを玄関の外まで送り、俺おれは改めてお礼を伝える。

「みんな、今日きようは本当にありがとう。おかげで最高の気持ちで誕生日を迎えられるよ」

「こちらこそ、お祝いをさせて下さってありがとうございました！　少しでも、恩返しが出来たのなら嬉うれしいです」

　黄こ金がね色いろの光の中、智とも花かが柔らかな面おも持もちでそう言い、続けて四人もこくこくと何度も頷うなずいて同意を示してくれる。

「少しなんてもんじゃなく嬉しかったし、恩だったら、俺の方がたくさん受けているよ。……今度こそ、大会まであとはずっとバスケ漬づけの毎日だ。身の程知らずに厳きびしい練習を言いつけちゃうと思うけど、付いてきてくれたら嬉しい」

「まかせろすばるん！　あたしらならどんな特訓でもだいじょびだから、ビシバシやりたまえ！」

「おー。たいへんだけど、おにーちゃんが考えてくれた練習だから、ひなも全部やります」

「長谷川さんのおかげで、わたしも少しずつだけど、変わることができました。でも、まだまだ足りませんよね。いつか、長谷川さんの期待に応こたえられるくらいまで、強くなりたいですっ」

「たくさんの自信を、長谷川さんから頂きました。それを自分で裏切りたくないから、もっともっと努力します！」

　口々に、熱ねつ意いを言葉にしてくれるみんな。こんなにもまっすぐバスケと向き合ってくれる子たちに、俺おれもまた、結果をもって応こたえてやりたいと、強く願ねがわずにはいられなかった。

　才さい気き溢あふれる五人に葵あおいが加わり、間違いなく容易には攻略できない五年生たち。

　加えて、見知らぬ強敵が目の前に立ちはだかるかもしれない。

　だとしても、このチームの全員が余すことなく実力を発揮できたのなら、結果は自ずとついてくるはずだ。

　大会まで、あとひと月を切った。

「……私もがんばります、昴すばるさん。みんなで……みんなと。最高のバスケができるように」

　さあ、ラストスパート。悔いを残さず、五人と手を取り合って一いつ直ちよく線せんに駆け抜けよう。
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「オッケー！　そこまで！」

　荻おぎ山やま葵あおいが声を張り上げると、五人の少女たちは糸の切れた操あやつり人形のようにパタリとその場に倒れ込んだ。

「死ぬかと思った……」

「も、もう動けないいい」

　普ふ段だんはとても口数の多い双子の竹たけ中なか椿つばきと竹中柊ひいらぎですら、もはやまともに言葉を発する余裕はない様よう子す。

「オニキョウカン、アオイ」

　かつてはフランスのチームでバスケに取り組んでいたというミミ・バルゲリーもまた、さすがに今日きようのメニューでは疲ひ労ろう困こん憊ぱいを隠しきれないようだ。

「…………」

「…………」

　もともと体力豊富な三人がこの状態なのだから、本格的な運動を始めて間もない袴はかま田だかげつと藤ふじ井い雅まさ美みにとっては尚なお更さらだろう。まるで電源そのものが落ちてしまったかのように倒れ込んで微動だにしない様子は、葵としてもやり過ぎたかと心配が膨ふくらむ。念のため呼吸を確たしかめた方が良いかもしれない。

「よく頑張ったね、大丈夫？」

「う、うぷ……。大丈夫だから、触らないで。動くと、中身、出るかも……」

「あはは、了解」

　そっと歩み寄り雅美の肩に手をかけると、力なく振られた手で制されてしまう。とりあえず意い識しきはあるみたいだし、こういう時じっとしていたい気持ちは経けい験けん上じよう葵もよく知っているので、希望に従うことにする。

「かげつちゃんも、平気？」

「は、はい……なんとか」

　声をかける相手を切り替え尋たずねてみたところ、かげつの方も異常は無いようだ。この地獄のようなフットワーク練習を全員が完遂できたことを確かく認にんし、安あん堵どすると同時に葵は感動が抑えきれなくなる。

「本当に、よく頑張ったね五人とも。……昴すばるたちも、ここまでは追い込んでないと思うよ」

「そーでなくちゃ……げほ。困るんだってば」

「マホのチームよりいっぱい練習するんだって、ボクたち五人で決めたんだから」

　背中合わせになんとか半身を起こした双子が、動きをシンクロさせて拳こぶしを握る。前回の敗北がよほど悔しかったのだろう。彼女たちの練習風景から、これほどまで鬼気迫るオーラを感じさせてもらえるとは、葵あおいも想像していなかった。

　それは、間違いなく自分にとっても良い刺し激げきとなる、強いモチベーションを抱く者の覚悟だった。

「本当に、これで良いんですよね？　どんなに辛つらくても、これを続ければ、勝てるんですよね？」

　ようやくごろりと寝返りを打ち、仰あお向むけになった雅まさ美みの鋭するどい眼がん光こうに、葵は誠意を込めて真顔で答える。

「もう一度言うけど、勝てる保証はできない。たった一ヶ月じゃ、どんなに急成長してもバスケの技術で六年生に追い付くのは、絶対に無理」

「でも、ゼッタイに勝てないわけでもない……デスネ？」

「そう。技術で追い付けなくても、互角以上に戦う方法なら、ある。そのために私が示せる道は、これだけ。ただ走って、走って、走ることだけ」

　何度も繰くり返してきた問答を、もう一度交わす。こうやって目標確かく認にんを重ね、やる気を新しん鮮せんに保つのも、精神的な作戦のひとつだ。

　かつてそう教えてくれた幼なじみと、葵もまた悔いのない勝負を行うために。自分のバスケの全すべてを、今はまだいびつな目の前の五人組に、余すことなく伝えてやりたい。

　決戦まで、あと数週間。

　死力を尽くし戦いが終わった瞬しゆん間かんが、この子たちにとってまた新たなバスケのスタートラインとなることを願ねがいながら、一いつ直ちよく線せんに駆け抜けよう。
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　ついに迎えた、十一月六日。

　決戦の日、俺おれたちはミホ姉ねえの運転で郊外にある市営の体たい育いく館かんまでやってきた。

　風ふう雅がさんが主催するミニバスケットボール大会の会場であるこの施設は、コートが二面取れる充分な面めん積せきを誇り、総体の舞ぶ台たいとなったりすることも少なくない。

　レンタルのワゴン車が駐ちゆう車しや場じように収まるのを待って助手席のドアを開きながら、木々の合間から覗のぞく銀ぎん色いろの屋根を見上げ、ふと雑念がよぎる。

　ここできっと、インハイ予選も行われたんだろうな。

　参加すら出来なかったことが、悔しくないと言えば噓うそになる。

　でも、悶もだえたところでなるようにしかならない。今は、今のバスケに全力を尽くすだけだ。

「今、か。俺にとっても、大事な言葉になったな」

　今に全力を尽くすことが必ず未来に繫つながるとかつて教えてくれたあの人は、元気にしているだろうか。

「よっしゃ、行くぜ！」

「はぅ、緊きん張ちようしてきたかも……」

「私もよ。大会なんて、初めてだもんね。……でも、ふふ。ようやくここまで来られたんだなって、嬉うれしい気持ちもたくさん」

　普ふ段だんと寸すん分ぶん違たがわぬハイテンションで勇ましく吼ほえる真ま帆ほ。肩をすぼめながらも、きりりと眉まゆに力を込める愛あい莉り。すぅ、と深い呼吸を意い識しき的てきに何度か繰くり返し、覚悟を固めるように大きく頷うなずいた紗さ季き。

「おー。大会、たのしみ。かげと真剣勝負するの、とってもたのしみ」

「みんなきっと、すごく上う手まくなってるよね。でも私たちだって、もっともっと成長できた。良い試合、できると思う……！」

　ひなたちゃんと智とも花かも、ほどよい緊張感と共に平常心を保てている。やっぱりすごい子たちだな。決して浮き足立つことなく、静かに闘とう志しを高める様よう子すが頼もしくて仕方なかった。

「にゃはは、よーし行くぞ私の戦士たち！　栄冠はもうすぐだ！」

『おー！』

　と、感慨に浸ひたっていたら美お味いしいところをミホ姉にかっ攫さらわれた。くそう、泥どろ棒ぼう猫ねこのように現れて好き勝手に仕切るとはなんて根性の座ったヤツだ。もちろん悪い意味で。威張るんならせめてもっと普段から顔を出せ。

「どした昴すばる？　なんか言いたげだな？」

「何でもないッス。行きましょう、我らが顧こ問もん様」

「にゃはは、ならよろしい！　では付いて来るが良いぞコーチ君」

　イヤミも通じず。無性に悔しいのでコンビニで温めたおにぎりが爆ばく発はつする呪のろいを送っておくことにした。

「そういえばひな。げったんたち、ここまでどうやって来ることにしたって？」

「おー。ぱぱとままが、くるまに乗せてくれる」

「お、ほんじゃヒナのおとーさんたちも来るんだ！」

「えへへ、今日きようはわたしのお父とうさんとお母かあさんも見に来てくれるって」

　紗さ季きの質問を皮切りに、次々と笑えみが花咲く。ひなたちゃんと愛あい莉りのご両親とはまだ会ったことがないから、俺おれも機きを見て挨あい拶さつに行かないとな。

「ふふ、今日の観かん客きやく席せきは賑にぎやかそうね。ウチの両親も、お店をランチ休業にしてまで来てくれるって。寿すし藤ふじもお休みみたいだから商店街のお客さんには申し訳ないけど、でも、やっぱり嬉うれしいわ」

「みんな、活かつ躍やくを見てもらえそうでよかったな。智とも花かのご両親も来て下さるんだよね？」

「はいっ。お母さん張り切っちゃって、たくさんお弁当作ってくれてるみたいです……」

　眉まゆ尻じりを僅わずかに下げてほんのり困り顔になりながらも、それ以上に嬉うれしさを滲にじませる智花。ちなみにお弁当と言えばなぜかウチの母さんも大はりきりで、あとで会場にも来るつもりらしい。俺が出場するわけではないのだが、まあ楽しそうだったからいいか。

「──ふっふっふ、やっと現れたな！」

「ボクたちに怖れをなして逃げ出さなかったことは褒ほめてやる！」

　盛り上がりながら体たい育いく館かんに至る並木道を歩いていると、上り坂に差し掛かった辺りで前方から勇ましい声。顔を上げれば、よく知る双子が金こん剛ごう力りき士し像ぞうのめっちゃかわいいバージョンみたいな配置でポーズを決め、俺たちを見下ろしていた。

「やっほーつばひ～。わざわざお出迎えとは気が利くな～」

「出迎えじゃないし！　待ち伏せだし！」

「あとつばひー言うなあほ！」

　真ま帆ほのからかいとも天然とも取れるような挨拶（俺の見立てだと95％くらいの確かく率りつで天然）にいきり立ち、ますます声を荒げるのはあの竹たけ中なか夏なつ陽ひの妹、竹中椿つばきちゃんと柊ひいらぎちゃん。

　今日これから、おおよそひと月半ぶりの再戦を互いに望む、慧けい心しん五年女バスチームのリーダー格だ。

「ボンジュール、トモカ。やっとカタキウチ、できマス」

「ミミちゃん。ぼ、ぼんじゅーるっ。今日はよろしくね」

　少し言葉を交わしていこうかとこちらも足を止めれば、木陰から残りの五年生メンバーたちも躍おどり出てくる。まずは智花と比肩する超小学生級のテクを持つフランス少女のミミちゃんが、感情を表に出さないいつもの調ちよう子しでぺこりとお辞じ儀ぎ。

「ふふ。対決、楽しみにしているわ。もっともトーナメント表次第では直接勝負できないかもしれないけど」

「そうね。私たちとやる前に紗さ季きたちが負けちゃったら、拍子抜けだけど仕方ないわね」

　同じ商店街の看板娘同士である紗季と雅まさ美みさんも、顔を合わせるなり眼めに火花を散らしている。言う通り参加チームは二つだけではないので、もしかしたら対戦する前にどちらかが沈んでしまう尻しりすぼみな結末に至る可能性はある。

　そうならないためにも、まずは俺おれたちが全力で勝ち進んで行かなくては。互いに白星を積つみ重ねれば、いつか相まみえることになるのは必然なのだ。

「楽しみですね、姉ねえ様さまっ」

「おー。いっぱいがんばったから、ひなもかげも、きっとたのしいバスケができる」

　幾つか対抗心むき出しのグループがあるいっぽう、元々仲良しの袴はかま田だ姉妹は非常に友好的。それでもいざ試合となれば、朝の個人練習などで互いに切せつ磋さ琢たく磨まし合った力を遺い憾かんなく発揮してくれるだろう。爽さわやかに矜きよう恃じを懸かけ、技を競さそう。それもまた理想的なライバル関係のあり方だ。

「えへへ。みんな、頑張ろうねっ」

　それぞれが因いん縁ねんを重ねる中、愛あい莉りだけはこれといった火種を持たないので、にこやかに一歩引いて状況を見守っている。裏を返せばもっとも平常心を保ちやすい立ち位置なので、今回はチームのクールダウン役としても活かつ躍やくしてくれるかもしれない。

「あーもう、あほのマホのせいでちょーし狂う！　挨あい拶さつとかはどーでもいいの！」

「ボクたちが言いたいことはひとつ！　今日きようボクたちが勝ったら、今度こそボクたちの方が本当のバスケ部になる！　文句ないよね！」

　各おの々おのがわいわいやり始めた状況に業を煮やしたのか、地じ団だん駄だを踏んで注目を引き付けた双子が声を重ね、びしりと人差し指を突き出しながら宣言。それを聞くや、誰だれからともなく顔を見合わせ意思確かく認にんを行う俺たち六年チーム。

　たぶんまたそう言ってくるだろうというのは、予想できていた。だから、あらかじめ皆で対応を話し合っておいたのだった。

「いいわ、直接対決でそっちが勝ったらね。……ただし」

「ただし？」

　淡々と同意を示した紗季に雅美さんが尋たずね返すと、紗季はこほんと咳せき払ばらいをしてから、

「さすがに泣きの再チャレンジともなると、一方的な我わが儘ままだけでは受けられないわ。今度は私たちが勝ったときの条件も決めさせてもらうけど、構わない？」

　再び落ち着いた口く調ちようで俺たちの意向を伝えてくれる。

「な、泣きの再チャレンジなんてしてないし！　この前は準備が足りなかっただけだし！」

「そーだそーだ！　……でもま、どうせボクたちが勝つし受けて立つともさ！　どんな条件でも言うが良いさ！」

　紗季の言葉尻が引っかかったらしく双子はまた怒り出すが、こちらからも条件を出すことには異存ないようだ。それだけ、自分たちの勝利を疑ってないのだろう。

　前回の対決では、はっきりチームとしての経けい験けんの差を感じさせられたはずだ。それでもなお自信満々なのは、無む謀ぼうの賜たまものか、努力の後押しか。

　きっと、後者だ。そこは疑うべくも無い。だからこそ、俺おれもまたこの再戦を待ちわびていたのだ。

「私も同じよ」

　双子に続き、雅まさ美みさんが一歩前に出て紗さ季きに訊きき返す。

「もちろん受けて立つわ。反対者は……いないわよね。で、どんな条件を出すつもり？」

「ふふ、そうね。じゃあ私たちが勝ったら……しばらくの間はアシスタントとして、こっちの練習にも顔を出してもらおうかしら」

　これが、俺たちの用意した条件。

　いっそ軍門に降くだってもらおうかという案も、もちろんあった。そうすればチームは十人となり、晴れて公式大会にも出場できる。けど、基本方針である『来る者は拒こばまないが、無理な勧誘はしない』というラインは、あくまで崩さないことにしたのだ。

　メンバーが増えるときは、強制ではなくお互いが望む形で。それは、五人の絆きずなで始まった大切な場所に対するある種の忠義のようなものなのだと思う。

　さりとて、共に戦う仲間を求めていないと言えば噓うそになる。この一年の集大成として、出来ることならば公式大会には出場したい。それぞれが良くも悪くも浅からぬ関係を持つ者同士である椿つばきちゃんたち五人が加入してくれたら、まさに願ねがったり叶かなったりだ。

　そこで至った結けつ論ろんが、先ほどの通り。このまま衝しよう突とつばかりを繰くり返していても関係性の改善は望み難がたいが、もっと共に過ごす時間が増えれば何かが変わるかもしれない。竹たけ中なか姉妹や雅美さんに、敵対心以外の別の感情が芽め生ばえるかもしれない。

　でなくても、まあ。単純に人数の多い方がお互い練習のバリエーションを増やせるだろう、という即物的なメリットもあるし。

「ふうん、奴ど隷れいに使おうって言うのね」

「人聞きの悪いことを。そんな大げさな意味じゃないわよ」

「なんでも良いわ。負ける気なんてないもの。私たちが勝てばどんな約束をしようと関係ないんだから」

「ましゃみのゆーとーり！　勝つのはボクたちだからどんな決めごとしても無意味！　残念でした～！」

「ボクたちはドレイになんかなりませ～ん！」

　俺たちの提案は武ぶ闘とう派はである三人に悪い方へと曲解されてしまったようで、紗季と共に俺の口からもつい苦笑がこぼれてしまったが、ひとまず決着がつくまでこれ以上の説明は届かない。誤解は、勝ったあと実践で解くしかない。

「ドレイ？　それは、しばられたりするデスか？」

「ね、姉ねえ様さまに、私が、縛しばられる……。ごくっ。お、おそろしい罰です」

　……むしろ、今すぐ正しい知ち識しきを教えておかなくてはマズそうなのはミミちゃんとかげつちゃんの方っぽいが。ど、どうしてそうなるんだ。というか、かげつちゃんの瞳ひとみと紅こう潮ちようした頰ほおには怖いもの見たさ的な希望感も滲にじんでいるように映るのは気のせいだろうか。

「だからドレイじゃないってば～。でもまいっか。あたしたちが勝った後でわかってもらえばさっ」

「そうね、これ以上口げんかしていても仕方ないし、あとはコートの中で……ね」

　平へい行こう線せんの停滞に諦てい観かんを露あらわにして、首を振り合う真ま帆ほと紗さ季き。そうだな、長年の遺い恨こんは簡かん単たんに言葉では埋まりそうもない。あとはバスケットボールを通して、心を通わせるしかないのだろう。

「みんな、そろそろ移動しようか」

「はいっ。それじゃあ私たち先に行くね、ミミちゃん、みんな」

「ウィ、またのちほど」

　頃ころ合あいを見て、俺おれが先陣を切る。続いて智とも花か、それから他ほかの子たちも五年生たちにひとまずの別れを告げて歩き出した。

「ん？　なんだ竹たけ中なか、いたのかお前」

「……いちゃ悪いかよ？」

　と、すぐ近くの大木の裏に回ると、幹に背中を預け仏ぶつ頂ちよう面づらで佇たたずんでいる竹中夏なつ陽ひを発見。もちろん会場には来てるだろうと思っていたが、こんなところに控えてないでいっしょに出てくれば良かったのに。聞けば葵あおいが見てやれないときは積せつ極きよく的てきに五年生のアシスタントコーチを務めてくれていたそうで、この少年も間違いなく関係者なのだから。

「悪いわけないよ。隠れてたとは思わなかっただけ」

「別に隠れてねーし。今俺が出て行く意味もねーだろ、別にわざわざ」

　愛想の悪いまま、さりとて怒っているわけでもなく、肩をすくめてみせる竹中。もしかしたら、宣戦布告するために意気揚々と待ち伏せを仕掛けた妹たちの興きようを削がぬよう、やや遠巻きでの待たい機きを選んだのかもしれない。ぶっきらぼうなようで、その実わりと気が利く少年であることは、ここ最近行動を共にするにつれ俺もおぼろげに把握できていた。

「ん、そっか。ところで葵は？　いっしょに来てないのか？」

「葵おねーさんなら、さっきまで居たけどちょっと散歩しに行ってくるって。あんたに『よろしく』だってさ」

「……なるほど。伝言サンキューな」

　散歩しに、か。大事な試合の前、ひとりの時間を作って集中しようとするのは葵の昔からの癖くせだった。

　それだけ、あいつも本気ってことなんだな。つくづく、有あり難がたいことだ。

「そんじゃな、ナツヒ！　あたしたちのゲージュツ的なバスケみてビビんなよ～」

「誰だれがビビるか、ばーか」

　上じよう機き嫌げんにスキップで通り過ぎていく真ま帆ほを軽くあしらい、呆あきれたように鼻を鳴らす竹たけ中なか。

「また後でね、竹中君」

「つばひーたちと、全力で良い試合をさせてもらうわ」

「えへへ、失礼しますっ」

「おー。ばいばい、たけなか」

　続いて智とも花か、紗さ季き、愛あい莉り、ひなたちゃんも一言二言声を交わし、真帆を追って坂を上っていった。俺おれも少し遅れて、ひなたちゃんからの挨あい拶さつで微妙に頰ほおをぴくりとさせた純情少年の傍そばを離はなれる。

「おい」

「ん？」

　と、すぐに純情モードからリカバーした少年が、平静を装って俺を呼び止めた。

「一応言っとくけど、絶対油断すんなよ。つまらねー勝ちかたしても、白しらけるから」

「……ああ、もちろんみんな全力でぶつかるし、俺も不注意なミスはしない。コーチ陣含めてお互い全部出し切って、最高の試合にしよう」

　自信たっぷりな言葉は、それを裏付けるだけの努力と成長を、自分の目で見届けてきた証あかしなのだろう。

　ならばその信念を汚さぬためにも、１００％のフルパワーで迎げい撃げきするのがコーチとしての俺の務め。

「なら、いーさ。んじゃな」

「ああ、また後で。コートで」

　こつんと拳こぶしをぶつけ合い、今度こそ俺も竹中の傍を離れる。

　胸の内には静かな高揚と、この日を迎えられた数々の出会いへの感かん謝しやが溢あふれていた。

「にゃははは、青春よの～」

　……いけね、そういえばこいつも居たんだった。

　かっこつけ気味なシーンをミホ姉ねえに目撃されてしまったことに遅れて気付き、ちょっと後悔。

　それにしても教師のくせに、子どもたちの諍いさかいを見てもいっさい収める気無しなんだな。まあ深刻な類たぐいではないという判断なんだろうけど、それ以上に面おも白しろいから放っておこうとか思ってそうなのがやっかい極まりない。

　いや、それはちょっと身勝手な言い分か。

　だって、どんな結末に転がるとしても、この対決を楽しみにしているのは俺自身も同じなのだから。





＊






『この様に、急きゆう遽きよ催した大会にもかかわらずたくさんの参加チームに集まって頂けたことには深く感かん謝しやするばかりであり──』

　体たい育いく館かん内ないでまっすぐ整せい列れつした智とも花かたちの最後尾から、壇だん上じように立つ風ふう雅がさんの挨あい拶さつに耳を傾け続ける。

　参加告知から開催日の今日きようまで猶ゆう予よはほぼ一月しかなく、しかも情報の提示が局地的に限られていたのに参加チームが総勢十三も集まったのは、まさしく風雅さんの展開する服飾ブランドの力としか言いようがなかった。聴きいた噂うわさによると、あの有名ブランドがこんなローカルな大会で賞しよう品ひんを提供してくれるわけがないと訝いぶかしみ、参加を見合わせたチームも幾つかあったという。もし、告知の方法と時期が正規の方法に則のつとっていたならどれだけの数が集まっていたやら。

　ただ、とはいってもなにもかも思惑通りに事が進んだわけではなく。

　構成人数に制限無し、という特別ルールは俺おれたちばかりでなく、他ほかの小規模チームや、まだベンチ入りできないルーキーメンバーにも魅み力りよく的てきに響ひびいたのか、集まった十三チームのうちおおよそ半分の六チームは三～四年生の低学年メンバーが中心に構成されていた模様だ。これを一緒くたに試合させるのは少しばかりフェアではないと、主催者側は開催前に大会概要を変更。結果、今回は低学年の部と高学年の部、二部制でそれぞれ技を競きそい合うことになった。

　つまり、慧けい心しん女バスとトーナメントを争うチームの数は、全部で七つ。シードを取れなかったとしても、三連勝で優ゆう勝しゆうにたどり着ける計算である。

　これならば、五年生たちと試合が出来る確かく率りつは低くはあるまい。トーナメント表が分かれたのは、俺たちにとっても幸運と言えた。

　ただ、二部に分けたことにより必要な賞品の数も倍になったわけで、風雅さんにはなんとお礼を伝えたらよいものやら、という気持でいっぱいなのだが。ただでさえ場所代や人件費など、とても参加料だけでは賄まかないきれず赤字決済のはず。ご本人曰いわく、真ま帆ほを喜ばせるためならこれくらいお茶の子さいさいとのことでも、やはり恐きよう縮しゆくせずにはいられない。

　せめて俺自身もこの大会を全力で楽しみ、コーチとして子どもたちの成長のために尽力することで恩返しをせねば。

『──と、では前置きはここまでにして、早速トーナメントの抽選に移りたいと思います』

　しみじみ有あり難がたみを嚙かみしめていると、挨あい拶さつが終わり開会式は次のステップへ。風雅さんの合図に従って脇わきから大きなホワイトボードを運んできたのは、真帆付きのメイドさんである久く井い奈な聖ひじりさんだ。

　ただし、今日の出いで立たちはいつものエプロンドレスではなく──って、え。

「おー。やんばる、うさぎさん」

　前方から、ひなたちゃんの歓声。

　そう、うさぎさん。なんと、いわゆる一つのバニーガールコスチュームである。

　……良いのだろうか、小学生のバスケ大会に、それは。

　いや、ある意味では小学生だからこそギリギリ許されるのかも。これが中高生の男子大会なら自信を持ってアウトを宣言できるのだが。

　なんにせよ、スタイルの良い久く井い奈なさんにバニーガールの格好はとてもよくお似合いだった。
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　などと俺おれが若干集中力を乱している間に、

「おおっ、やった！」

「ふふ、これは願ねがってもない展開ね……！」

　ステージ上ではまた一つ小さな幸運が積つみ重なり、真ま帆ほと紗さ季きがガッツポーズを披ひ露ろうしながらぐっと身を乗り出す。

　俺たち慧けい心しん女バスが配置されたのはトーナメント第一試合。そして、そのひとつ上のシードポジションに、葵あおい率いる五年女バスのチーム名が記された。つまり最初の試合に勝つことが出来れば、次は自動的にミミちゃんたちと雌雄を決する流れになる。

　抽選は明らかに公平に行われていたし、風ふう雅がさんが闇やみの力で便べん宜ぎを図ったわけではないだろう。これもまた、偶然がもたらしてくれたドラマに間違いなかった。

『低学年の部、高学年の部とも、トーナメントの組み合わせは以上のように決定いたしました。それではみなさん。スポーツマンシップに則のつとり正々堂々、この大会を楽しんで下さい』

　興こう奮ふん冷めやらぬなか、開会式がつつがなく完了を迎える。さあ、第一試合に出場ということは、開始までの猶ゆう予よはあまりない。しっかり集中力を高め、ミーティングで作戦を確かく認にんしておかないとな。相手の力は未知数とはいえ、この並びならばますます俺おれたちが途中で負けるわけにはいかなくなった。

　でも、その前にひとつだけ。どうしても言葉を交わしておかないと気が済まない人が、この会場内にいる。

「久しぶりだね、昴すばる君」

　目当てのシルエットを探し周囲を見回す俺の背に、とても懐なつかしい声が届く。

「……お久しぶりです、先せん輩ぱい！」

　振り返り、その人の全身を眼めで捉とらえた瞬しゆん間かん…………ああ、だめだ。ちょっと涙が出てきそうになってしまった。

「足、本当に良かったです。手術成功、おめでとうございます！」

　松まつ葉ば杖づえ無しで、自分の足で堂々と起立する女性──野の火び止どめ麻ま奈な佳か先輩に歩み寄りながら、俺はよぎる万感を胸の内に抑えきれず、何度も深い息を吐き出す。

「んふふ、ありがとよ」

　麻奈佳先輩は以前と寸すん分ぶん違たがわぬ屈託の無い笑顔えがおで、まっすぐに俺の目を見つめる。夏休みに入って間もない、七月の下げ旬じゆん。練習試合の相手として俺たちを迎え入れてくれた硯すずり谷だに女じよ学がく園えんで出会った、女子バスケ界の至宝。

「まだ完治とまではいかないけど、おかげさまで順じゆん調ちように回復してる。よーやく、軽くシュート練習なんかもやらせてもらえるようになってさ。……やー、やっぱ楽しいね、バスケ」

　あの頃ころの麻奈佳先輩は、膝ひざに大きな怪け我がを抱え静かに羽を休めている最中だった。それでも今日きようと同じように、決して腐ることなく真しん摯しな覚悟で『今この時』のバスケと向き合っていて、その姿に俺もまた勇気を賜たまわったのだった。

「先輩のおかげで、みんなと一緒にますますバスケを楽しめてます。俺が言うのも変ですけど、今日は参加して下さってありがとうございます！」

　そんな恩人である麻奈佳先輩に、葵あおいが今回の大会のことを話したところ、なんと急きゆう遽きよ硯谷からもチームを派遣する手はずを整ととのえて下さったのだ。

「いやいや、私たちとしても良いチャンスだったからね。……でもごめん、やっぱり今回は未み有ゆたちスタメンは欠席。『本番の大会前、もう慧けい心しんに手の内は晒さらせない』って」

　ただし、先輩の言う通り硯谷はベストメンバーではないようだ。以前の練習試合では、それが禍か根こんの種になったりしたのだが、

「わはは、ちびリボンめ。怖れをなしおったか！」

「調ちよう子しに乗らないの。……本番の大会前、か。信じてくれてるのね。私たちがちゃんと、全国大会の予選出場にこぎ着けるって」

「未み有ゆちゃん……ありがとう」

　今回は、理由が一八〇度違う。警けい戒かい対象に加えてもらえて、むしろ光栄にすら感じられることだった。

　あるいは、再戦したいならちゃんと十人集めてこいと発破をかけてくれているのかもしれないな。智とも花かがお礼を呟つぶやいたのも、きっとそう思ってのことだろう。正規のミニバスのルールに則のつとり、妥協なき完全な決着を。俺おれたちに初めての敗北を教えてくれた硯すずり谷だにベストメンバーとは、こちらとて当然それを望んで止やまない。

「急なお願ねがいだったのに来て頂けたことがなにより嬉うれしいです。それに、未有ちゃんたちじゃなくても硯谷は強敵になるって、わかってますから」

「ほほう、さすがお目が高い。おーいぇい、その通り。六年生たちは来てないけど、代わりにうら若き五年生の精せい鋭えいを引き連れて参りましたゆえ。この子たちも日々ウチで厳きびしいトレーニングをこなしてるんだから、前会ったときよりずっとずっと成長してるよ。退屈はさせませんと宣言しときましょう。……ほい、みんなも慧けい心しんさんにご挨あい拶さつだ」

『お久しぶりですっ！　今日きようはよろしくお願いします！』

　麻ま奈な佳か先せん輩ぱいが腰を捻ひねり背後に合図を送ると、はっきり顔に見覚えのある少女たちが横一列に並んだまま、元気の良い声でお辞じ儀ぎを同どう調ちようさせてくれた。うーん、懐なつかしいな。いっしょに汗を流したり、肉をむさぼりあったり（バーベキューで）したのがつい昨日きのうの出来事のようだ。

　ところで今ふと自覚したが、俺って人の顔を覚えるのは苦手だったはずなのに、小学生の女の子に関しては例外的にしっかり記き憶おくを保持できているな。なんでだろう、とても不ふ思し議ぎだ。

「おー。おひさしぶりです」

「わぁ、ひなたちゃんだ！　きゃーきゃー、相変わらずかわいいですねっ」

　ひなたちゃんがいちはやく返事するや、たちまち遊園地のマスコットのように祭られ興こう奮ふんの輪わに取り込まれる。やはり天使は誰だれの目から見ても天使。もはやぐうの音も出ないほどの天使──ぐう天ということか。

　なお、当然五年生の子たちよりひなたちゃんの方が実際は年上なのだが。まあ細かいことは置いておこう。

「……あれ。そちらの子は、新入部員でしょうか？」

　硯谷のチームジャージに身を包んだ少女たちにひなたちゃんがもみくちゃにされる様よう子すをしばし苦笑混じりで見つめていた俺だったが、遅れてふと、ひとりの子が輪に入りあぐねたのか所在なげに立ち尽くしていることに気付き、麻奈佳先輩に尋たずねてみる。俺たちと同じくちょうど五人構成らしい硯谷チームのうち、四人までは顔に見覚えがあるのだが、この飾り気のない綺き麗れいなセミロングヘアの持ち主である少女とは間違いなく初対面だ。

「うん、そうなの。見ての通り期待の新人。よーしアヤ、自己紹介してみよー」

「あっ。は、はいっ……」

　そう言い切れたのは自分の相そう〝小学生〟眼がんに自信があるからではなく、この『アヤ』と呼ばれた子が、とある鮮せん烈れつな個性の持ち主であったためだ。

　期待の新人。それはきっと建前などではなく、麻ま奈な佳か先せん輩ぱいの本心から迷わず出てきた言葉だろう。

「都みやこ大おお路じ綾あや、と申します。は、はじめまして。慧けい心しん学がく園えんのみなさん……」

「アヤはもともとは体たい操そう部ぶにいた子なんだけど、見ての通り高学年になってから急きゆう激げきに背が伸び始めてね～。これはもしかしたら、体操より球技の方が向いてるんじゃって話になって、バレー部との熾し烈れつなスカウト合戦の果てにありがたくもウチで迎え入れることになったのですよ。ねっ？」

「え、えっと、あの……すみません。誘って頂いたのに、バスケ、ぜんぜん下へ手たで、練習にもついて行けてなくて……」

　微笑ほほえむ先輩からびくりと眼めを逸そらし、肩をすぼめる綾さん。

「んなことないって～。これからこれから」

　そう。特徴とはずばり、背の高さ。なんと五年生にして、快活に鼓こ舞ぶの言葉を口にしている麻奈佳先輩より数cm大きい。俺よりは幾らか低いようだが、だとしてもこのサイズにはだいぶ驚おどろかされた。

　とはいっても自分たちの場合、同様の実例を、とても間近な存在として知っているのだが。

「は、はじめまして。香か椎しい、愛あい莉りです」

　まるで見えない糸に導みちびかれるように、先陣を切って挨あい拶さつを返したのは愛莉だった。我らが慧心女バスの、綾さんとまったく同じ特徴を持つ少女は、どこか遠えん慮りよがちに、目の前の大人おとなしそうな下級生へ柔らかな瞳ひとみを向ける。

「あっ……。やっぱり、あなたが愛莉さんなんですね。チームのみんなから、慧心学園には私よりも背の高い方がいるって教えてもらって。その……ぜひ、お話ししてみたかったんです」

　背が高い、というそのままズバリなキーワードが飛び出して、さすがに一いつ瞬しゆんびくりとしてしまった俺たち。しかし当の愛莉は少しも動揺を覗のぞかせることなく、控えめな微笑みをキープしたままこくりと頷うなずいた。

　そっか。もう『背が高い』という言葉すら、受け止められるようになっていたのか。感慨深さここに極まれり、という気もするし、今の愛莉なら驚くほどのことでもないとも思う。

　どちらにしても、愛莉の心の成長は、既に身体面とのアンバランスさを完かん璧ぺきに埋めつつあるようだった。

「急に伸びたのなら、すごくびっくりしたよね。何だか、周りの世界が自分から逃げていっちゃいそうな気がして、怖くなったり」

「は、はいっ！　ほんとに、そんな感じで……！　あのっ……。私、体たい操そうが好きで、ずっと頑張っていたんですけど、背が大きくなってきたらどの種目も全然うまくできなくなって……。それで、このままじゃ足手まといになっちゃうから、バスケに挑戦してみることに決めたんですけど……こっちでも足手まといで、どんどん、自信がなくなって……」

　綾あやさんは話せば話すほど声のトーンを落とし、とうとう目め尻じりに涙が浮かんできてしまう。きっと、すごく真ま面じ目めな心の持ち主なのだろうな。だからこそ、スポーツ強豪校の硯すずり谷だに女じよ学がく園えんで必死に居場所を模索し、それがなかなか定まらなくて、不安に押しつぶされてしまいそうなのだろう。

　そんな内面を全すべて理解し包み込むように、そっと綾さんの頭を撫なでる愛あい莉り。

「えへへ、いっしょだね。わたしも、バスケを始めたころはすごいへたっぴで、足手まといで。今でもまだまだぜんぜん追いつけてないなって思うことがしょっちゅうなんだけど……」

「愛莉さんも、ですか……？」

　髪に触れられた綾さんは、神妙な面持ちで愛莉を見つめる。幽かすかに安あん堵どの色も感じられる気がするのは、もしかしたら愛莉の方がいくらか目め線せんの位置が高いからだろうか。これだけ高身長な綾さんだから、相手を見上げる形で同年代の子と言葉を交わすのは、久しぶりの経けい験けんに違いない。

「うん。……でも。バスケのコートの中では、背の高さが、何度もわたしを助けてくれた。背の高いわたしにしか、出来ないことがみつかった。だから、綾ちゃんもきっと大丈夫だよ。心配しなくて、大丈夫」

　慈愛の籠こもった面持ちのまま、愛莉は髪を撫でていた手を今度は綾さんの正面に差し出す。

「あ、愛莉さん……」

　導みちびかれるように、綾さんはその掌てのひらを両手でぎゅっと握りしめた。

「私、愛莉さんとお話が出来て……その、なんていうか。すごく、嬉うれしいです。とっても、とっても」

「えへへ、わたしもだよ。もしよかったら、わたしもまた、綾ちゃんとお話したいな」

　言葉を交わしてからまだ数分と経たってないのに、寄り添う二人ふたりの間には既に強い絆きずなのようなものが芽め生ばえつつあるような気がした。きっと同じ特徴、過去と現在で同じ悩みを共有する者同士、一目で引かれ合う部分があったのではないか。

　そして、力強く後こう輩はいにエールを送る愛莉の姿を目まの当あたりにした俺おれもまた、今まで培つちかった絆の輝かがやきに、感動で瞼まぶたを細めずにはいられなかった。ああ、何度も辛つらい思いをさせたり、時には傷つけてしまうこともあったけれど。

　それを愛莉自身が成長の糧かてとしてくれたことに、ずうずうしくも喜びを覚えてしまう。

「愛莉……。愛莉にとって、バスケが大切なものになって、私もすごく嬉しい」

「えへへ、なんだか偉そうなこと言っちゃって、恥ずかしいな。でも、智とも花かちゃん。智花ちゃんのおかげでバスケをちゃんと知ることが出来て、とっても良かったよ。ありがとうっ」

　この部が生まれるきっかけを作った智とも花かにとっても、愛あい莉りの告白はかけがえのない言葉として響ひびいたことだろう。はは、いかんな。まだ試合前だというのに、なんだか万感が膨ふくらみすぎてしまって平常心を保てない。

「昴すばるくん、ありがとう。アヤと愛莉ちゃん、お話しする機き会かいができて、すごく助かったよ。きっと、良い出会いになったね」

「それは、こちらこそです。愛莉にとっても、綾あやさんみたいな子が身近にいるのはとても励みになると思いますので、俺おれも嬉うれしいです」

「ん、まったくだ。……対戦、したいね。愛莉ちゃんとアヤ、同じコートで競きそえたら、もっと良い刺し激げきになりそうだし」

「ですね、ぜひ勝負させて欲しいと思います。でも、そのためには……」

　硯すずり谷だには、トーナメント表だとちょうど俺たちのチームと正反対の位置だった。対戦を実現させるためにはお互いが決勝まで進むしかない。

　要するに、硯谷と戦うためには。

「──先せん輩ぱいっ！　麻ま奈な佳か先輩っ！」

「お、噂うわさをすればだ。やっほい、葵あおいちゃん」

　なんとしても乗り越えねばならぬ壁かべがある。感極まった声に振り返れば、葵が先ほどの俺と同様に、松まつ葉ば杖づえ無しでまっすぐ立つ麻奈佳先輩を一心に見つめ瞳ひとみを揺らしていた。

「本当に、本当に、膝ひざ、治ったんですね……。よかった……」

「わはは、おーげさだなぁ。しょっちゅうメールで近況報告しあってるじゃん」

「そうですけど、それでもこうして直接確たしかめられたら、感動しちゃいます……。しちゃうんですっ」

「……ん、そっか。ありがとうね、二人ふたりとも。私も、本心の本心でいろいろ不安とか、なかったわけじゃないから。こーして自分の足だけで立ててることは、思いの外感動的であります」

　少し照れて首を傾ける先輩。でも、大事そうにそっと自分の膝を撫なでる手の動きが、一連のリハビリが一ひと筋すじ縄なわではいかなかったこと、ようやく間近に迫った完治を心から喜んでいることを、雄弁に語っていた。

「麻奈佳先輩と、早くバスケしたいです。先輩と直接試合してみたいのはもちろんですけど、まずはコーチ同士として」

「……ほほう、葵。その宣言、俺たちに対する挑発になると分かって言ってるよな」

「挑発じゃないわよ、ただの勝利宣言。……ごめんねみんな。また、敵側に回らせて頂きます」

　謝あやまりながらこつん、と自分の額ひたいにチョップをかます葵に、

「くっくっく、あおいっちなら相手にとってふそくなし！　全力でかかってくるが良いぞ！」

「こら真ま帆ほ、調ちよう子しに乗りすぎ……。それはさておき、こちらこそよろしくお願ねがいします。葵さんがコーチを引き受けて、あの子たちもますます手て強ごわくなってるでしょうけど、私たちだって負ける気はぜんぜんありませんから」

　真ま帆ほと紗さ季きが朗らかながらも強気な言葉で一歩も引く気はないことを表明。他ほかの子たちも怖おじ気けづいたり遠えん慮りよする仕し草ぐさなど見せず、葵あおいと真っ向から対戦する決意を露あわわにしている。

　決勝戦にたどり着くためには、五年女バスに勝利しなくてはならない。だから、今日きよう麻ま奈な佳か先せん輩ぱいたちと勝負が出来るのは俺おれと葵のうちどちらか片方だけ。

　葵もまた、ただならぬ敬意を麻奈佳先輩に抱いていることは重々承知しているけど、でもここばかりは譲ゆずれない。葵たちに勝ち、硯すずり谷だににも勝ち、初参加の大会で優ゆう勝しようを勝ち取るのが、俺たちの、本日唯一無二の目標だ。

「おし。じゃあそろそろ、それぞれチームのミーティングに移りますか」

「うむ、そーしよう。また後でね、昴すばるくん、葵ちゃん」

「はいっ！　ぜひ、後でまたゆっくり。……昴、一回戦、頑張ってね。さすがにこれで対戦すら出来なかったら、ちょっと切ないから」

「もちろん、油断する気はないさ。シードの上でどんと構えて待ってろ。じゃあ、また後で」

　拳こぶしを突き出し、軽くぶつけ合い、再会を誓う俺と麻奈佳先輩と葵。

　さあ、いよいよ変則ルールながらも慧けい心しん女バスにとって初めての大会の開幕だ。第一戦の相手は聞いたことのないチームで実力はまったく未知数だけど、気を抜かず全力を発揮できれば下へ手たな試合にはならないだろう。







　──で、いざ蓋ふたを開けてみれば。

「いよっしゃーナイッシューもっかん！」

「良いわよ！　あとはじっくり進めていきましょう」

　結末は、思った以上の大楽勝。敵の方がややまとまりを欠いていたというのが一番の要因だけど、記念すべき勝利はトリプルスコアの圧倒的大差で五人の手中に訪れたのだった。

　やや、実感に欠ける栄冠かもしれない。でもそれは、この一勝があくまで経過にすぎないことの表れでもある。

「二戦目、いよいよだねっ」

「おー。かげたちと、またいっぱいバスケ。ひなも、いっぱいがんばらないと」

　僅わずかな休きゆう憩けいを挟み、俺たちは次の戦場へ。

　ここから、加速度的に道は険しくなるだろう。

　だとしてもコーチとして、子どもたちがこの日まで身に着けた力を信じ、最大限のサポートをしつつ見守るのみだ。
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「──ズ　バ　ッ　と　ま　ほ　ま　ほ　毎　度　あ　り　！」

　真ま帆ほのレイアップが、コートを雷光のように貫く。

　智とも花か、そしてミミちゃん。エース同士の速攻の応酬で開幕した、葵あおい率いる五年女バスとの試合。続いてのオフェンスでは、紗さ季きの絶妙なパスから真帆がペネトレーションを成功させ、再びこちらが二点のリードを得た。

「げったん！」

「はい！　……柊ひいらぎっ！」

　しかし、まだ楽らつ観かんの息を吐つくことは許されない。エンドラインから再び鋭するどいパスで始まった五年生の進攻が、鏡かがみの間を乱反射する光のようなボール回しですぐさまこちらのゴールを射程圏に捉とらえる。

　速い。そして、早い。ほぼワンタッチでパスを繫つなぐリズミカルな攻めが、非常に小気味良いペースで淀よどみなく繰くり出されている。

「ミミ！」

「ウィ、まいりマス」

「……っ、今度は決めさせない！」

　柊ちゃんの手からボールが託されるや、一いつ直ちよく線せんのドリブルでインサイドに突っ込むミミちゃん。しかし初手と違って今回はバッチリ智花が対応できている。そのレイアップは、きっと止められる。

「うそデシタ。まいりまセン」

「あっ!?　ごめん紗季っ！　お願ねがい！」

「ふん、遅いわ。……いただき」

　守備の成就を確かく信しんし拳こぶしを握った俺おれごと翻ほん弄ろうし、ミミちゃんはノールックでボールをゴール下からアウトサイドへキックアウト。そこで待ち構えていたのは紗季に強いライバル心を抱くピュアシューター、雅まさ美みさんだ。

「……やられたわね。ごめんトモ、間に合わなかった」

「ううん、こっちこそだよ！　落ち着いてもう一本取ろう！」

「ふふ、了解！」

　内から外へセオリー通りにディフェンスを揺らされ、フリー気味に放たれたロングシュートが爽そう快かいな摩ま擦さつ音おんと共にネットを揺らす。相変わらず、思い切りの良さと精度の高さを併あわせ持った、素す晴ばらしいシュートだ。

　……ふむ。まだお互い二回ずつ攻めを繰り返しただけの段階だが。葵の狙ねらいは、既になんとなくおぼろげに見えてきた気がするな。

　──畢ひつ竟きよう、兵へいは拙せつ速そくを尊たつとぶ。

　速攻、もしくはそれに準じるアーリーオフェンス中心のラン＆ガンで、この戦いを小手先の競きそい合いではなく純粋な体力勝負、スピード勝負に持ち込もうとしているのではないだろうか。

　なるほど、正着手だ。

　経けい験けん値ちの差で、細かいミスの少なさを競えば五年生たちが不利だと踏んだのだろう。そこで、確かく率りつを速さで補おうとしている。俺おれも逆の立場だったならば、まずは同じ組み立てを考えたかもしれない。

　ただ、逆に言えば意外性をほとんど感じないので、今のところはあまり怖さもない。……おし、相手が正攻法ならば、こちらも正攻法。速い動きに浮き足立って墓穴を掘らぬよう。しばらくは基本に忠実に、オーソドックスなオフェンスを組み立てていくのが妥当かな。

　思考を整せい理りするため、今回の大会ルールを改めて確認。試合時間は、前後半８分ずつの計16分。クォーター制ではないぶんトータルタイムは短いが、その分標準的なミニバスよりも稼か働どう時間が長めで流れの分断が少ない。一度波に乗ってしまえば好こう調ちようが途と切ぎれにくく、逆に低迷からの回復には苦戦が予想される。

　その点を考こう慮りよすると、軽挙妄動は愚策だろう。智とも花かたちがなんらかの不調を覗のぞかせているなら話は別だが、こちらはこちらですごく調子は良さそうなのだから、この段階で俺が強く介入しても良いことはあるまい。

（しばらくは練習通りの基本形で大丈夫だ）

「……はいっ。みんな行くわよ。もう一本落ち着いて！」

　ハンドサインで我らが頼れる司令塔に自由な裁量を委ゆだねると、紗さ季きは凜りんとした力強い頷うなずきで応こたえてくれる。

　六年女バスは個性豊かなタレント揃ぞろいの、非常に攻こう撃げきバリエーションに富んだチーム。そんな目移りする布陣の中で、常に冷静に、いちばん良いポジションを確保できた子を見極め鋭するどいパスを出してくれる紗季というポイントガードは、強烈なエンジンを制御するために不可欠なハンドルだ。今となっては俺以上に、五人全員がのびのびプレーするための要かなめと言っても問題ない。

　また、自分と同じポジションであるがゆえ、最も視し線せんを重ねやすい選手でもある。さて、この状況。仲間も好調だが相手も良い動きを繰くり返している現状で、まず何を試しておきたいか。

　はは、いかんな。わくわくもするし、やきもきもする。思わず自分もコートに立ちたくなってしまい気が急せくが、今はちゃんと落ち着いてコーチとしての職しよく務むを果たさないと。

「愛あい莉り！」

「はいっ」

　しばしゴール正面、フリースローサークルのてっぺんで様よう子すを窺うかがっていた紗季がボールを委ねたのは、ポストライン際でかげつちゃんとマッチアップしていた愛莉だった。

「うむ！」

　と、大きく頷うなずいてしまった俺おれ。さすが紗さ季き。実に冷静で、的てき確かくな組み立てだ。

　少しばかりシビアな話だが、この六年対五年のゲームで最大の体格的ミスマッチが生まれてしまうのは、やはり愛あい莉りとかげつちゃんのところ。かげつちゃんもめきめきと身長を伸ばしているとはいえ、まだ愛莉にはとうてい及びはしない。この差を埋められず、愛莉のアドバンテージが揺るがないのなら、そこを攻めないわけにはいかないのだ。それが、全力でこの勝負を受けて立つ、という意味になる。

　愛莉に後ろめたさを味わわせてしまうのでは、なんて心配はしない。ようやく高さを『才能』として受け止めてくれつつある今ならば、然しかるべき活かつ躍やくの場を与えることこそが何よりも、自分を表に出すのが苦手な少女の存在肯定になると確信できるから。

「いくよ、かげちゃんっ」

　期待通り、愛莉は少しも躊ちゆう躇ちよすることなく一いつ直ちよく線せんにパワードリブルを繰くり出し、行き先を阻はばむかげつちゃんを正面から押し込むようにゴール下への進攻を始める。

「はい、よろしくお願ねがいします！」

　かげつちゃんの方も、怖おじ気けづく様よう子すなど欠片かけらも見せずに上級生の圧迫を受けて立つ。腰をグッと沈め、身体からだを密着させ、絶対に愛莉に有利なポジションを与えまいと両足を大地に根付かせて踏ん張ってみせる。

「んんっ」

「くっ……」

　しばし、停滞が長引く。以前も思ったことだが、かげつちゃんの粘ねばり腰ごしは実に大したものだ。上うわ背ぜいは明らかに劣り、身体の幅を比べたって互いに細身同士でアドバンテージは無い。それなのに愛莉が押し込みきれないでいるのは、天性の足腰の強さとバネ使いの上う手まさが理由だろうか。かつて、本格的な運動に取り組む前からマラソン大会では学年一位を獲かく得とくできたという事実は、その先天的な芯しん力ぢからを端的に示しているのかもしれない。

　一いつ瞬しゆん俺の眼めに、かげつちゃんの肢体が光ひかり輝かがやいて映ったような気がした。

　しかしながら、だ。

　力だけじゃ、愛莉は止まらないぞ。

「…………ここで、引くっ」

「う!?」

　一進一退の攻防が続くさなか、不意に愛莉がふっと力を抜きバックステップを披ひ露ろうする。一いち途ずに踏ん張りを見せていたかげつちゃんは支柱を失って上体をよろめかせ、相手の次なる一手に対応する術すべを失ってしまった。

「えいっ」

　見事かげつちゃんの守備を剝はがした愛莉は、ミドルレンジからジャンプシュートを放つ。

「げったん、リバウンドだ！」

「……っ、と！　よかった、取れた」

　ふわりと舞まい上がったボールは運悪くリングに嫌われて、より近い位置にいたかげつちゃんにリバウンドも奪われてしまったが、攻めの形としてはバッチリだった。よし、このパターンは、今回もしっかり使えそうだな。

「かげつちゃんナイスリバン！　ディフェンスもすごく良かったよ！　この後もその調ちよう子しでお願ねがいね！」

「はいっ、ありがとうございます葵あおいさん！」

　けどなんだか、やや意外でもある。かげつちゃんのディフェンス、あれは完全に正面突破だけを警けい戒かいし、バックステップによる躱かわし手てのことなどまったく意い識しきしてない感じだった。てっきり、もっと中ちゆう庸ような構えを選択してくると思ったのだが。

　なぜなら、愛あい莉りにあの柔軟なスタイルのポストプレーを伝授したのは、他ほかならぬ相手コーチの葵なのだから。

「……相手、腰の入った良いディフェンスだったな」

「万ばん里り」

　腕組みし、眉み間けんに皺しわを寄せていた俺おれに、横から野太い声がかかる。顔を向ければ愛莉の実の兄である香か椎しい万里が、やや厳きびしげな表情で妹をまっすぐ見つめていた。

　そういえば応援に来てくれるのかどうか万里には直接訊きいてなかったけど、そりゃ来るか。こいつも妹に対する愛情は相当なもので、見る人が見たらシスのなんとか卿きようの兆候を感じかねないくらいだからな。

「昴すばるは意外か？　今の守り方」

「正直、ちょっとだけ。愛莉がどこかのタイミングでバックステップしてくるだろうってことは、葵なら絶対予想できたはずなのに」

「ああ、予想は出来ただろうな。でも、そっちのケアは捨てた。で、結局愛莉はシュートを外した」

　それがまるで敵の思惑通り、とでも言いたげに、万里は渋い顔をキープする。

「ミドルレンジなら、打たせても良い。そう思ってるだろうってことか？」

「たぶん。……結局なー、すっげー単純な話、バスケってゴールの近くからシュート打った方が入りやすいだろ。当たり前だけど、大事なことだ。だからこそタッパがあって、縦たて方向でもリングに近づけるセンターに、至近距きよ離りからシュート打たれると手が付けられない。そうならないように、相手のセンターはゴール下からはじき出さなきゃいけない」

「まさに今、かげつちゃんがやったようにか」

「ああ。そんでミドルから打たれて入っちゃうこともあるだろうが、そりゃもう仕方ない。両方止めるのが理想だけど、無理ならせめてゴール下だけでも死守だ。それができれば、センターの怖さなんて半減以下だよ。ミドルシュートなら五人誰だれでも打てるし、どんなに上う手まくてもゴール下から直接放り込むのに比べたら外れる確かく率りつが高いんだからな」

　やや乱らん暴ぼうな意見ではあったが、正せい論ろんだ。葵あおいがヨーロピアンスタイルのプレーを身に着けたのは、上うわ背ぜいが足りない自分がポスト際で生き残るための、苦肉の策だった。だからこそ、それだけでは届かない領域が有ることを身を以もつて痛感してきたのだろう。

『私のトレースじゃ、センターとしては足りないよ』

　葵はかげつちゃんのプレーを通し、愛あい莉り、そして俺おれに対してそう語りかけている。

　愛莉のスタイルは、性格的な相性によるところも大きい。根が優やさしい子だから、身体からだと身体の削り合いみたいな消耗戦が続くと、心身共に保もたない可能性が高くなってしまう。それは葵も当然熟じゆく知ちしていて、だからこそ自分のプレーを伝授することは愛莉にとってもプラスになると賛さん同どうしてくれたのだ。

　だとしてもなお、次のステップに進むために、葵は無言のままに語っている。

　インサイドに突っ込んでくる気が少しもないセンターなんて、怖くないぞと。

　くそ、なんて厳きびしくて、そして健けな気げなやつだ。

「ふふっ」

　ついつい敬服の眼まな差ざしを送ってしまっていると、ちらりとこちらを見た葵が迷いのない笑えみで応じる。

　あー、あの顔。完全に勝つ気だ。……面おも白しろい。分かってはいたけど、改めてそうでなくちゃとますます気合いが入る。

「げったん、お返ししちゃえ、しかも決めちゃえ！」

　右の拳こぶしで左の掌てのひらにセルフパンチを入れつつ、俺は意い識しきをコートの中に戻す。ボールはいったん柊ひいらぎちゃんに託され、再度のロケットダッシュでハイポスト付近まで一気に運ばれてから、遅れて詰めてきたかげつちゃんにリターンされる。

「了解！」

　間をおかず、かげつちゃんは一いつ直ちよく線せんにドライブ。こちらの守備が整ととのう前にと、単身でインサイドに突入してきた。

「決められなかったぶん、ディフェンスで取り返さないとっ」

「く、愛莉さん……！」

　しかし、速攻でのシュートは成就せず。攻めを失敗しても消沈することなく、いち早く意識を守備に切り替え自陣に戻って来ていた愛莉が、見事かげつちゃんの進行方向に回り込んで、ゴールの一歩手前で動きを封じてみせた。

「あと、少し……なのにっ」

「だめっ。わたしがこのチームのセンターなんだから、これ以上前に進ませちゃ、だめっ」

　リングは目と鼻の先。多少強引にでも守備を押しのけシュートを放とうとするかげつちゃんだったが、愛莉は一歩たりとも退ひこうとしない。かげつちゃんの鋭するどい突進を正面から受け止め、大きく広げた両手で全すべての逃げ道を遮しや断だんしてしまう。

「ゲッタン、そろそろ三秒！　一度戻して！」

　そのまま、一歩も身動きが取れなくなってしまうかげつちゃん。敵陣のゴール下には三秒間しか入れないというルールがあるので、このままではバイオレーションでボール権を失ってしまう。

「ごめん、お願ねがいっ」

　やむなし、とばかりに声をかけてくれた椿つばきちゃんにボールをパスするかげつちゃん。が、しかし、

「チョロ甘いぜべいべー！」

「ああーっ!?　よりにもよって！」

　その隙すきを虎こ視し眈たん々たんと、真ま帆ほが狙ねらっていた。椿つばきちゃんの手にボールが収まる一いつ瞬しゆん前に、真帆が右手を伸ばしインターセプト。見事な機き転てんで五年生たちのカウンターを未然に防いでくれた。

「ナイスカット！　ありがとう真帆ちゃんっ」

「いやははは、アイリーンがしっかり守ってくれたからさ。あたしがナイスプレーしたのもまー事実だけど！　くふふ」

「二人ふたりともお見事。でもあほ、あんまり調ちよう子しに乗って油断しないでね」

「いぇい、いぇーい……ってこらサキ！　また今あたしのことあほっつったっしょぜったい言ったっしょ!?」

　成果をたたえ合いながら、再びじわりと攻こう撃げきに戻っていくみんな。

　うん、真帆の機転と反応の早さは素す晴ばらしかったし、それに……見たろ葵あおい。愛莉の覚悟の決まった、勇気あるプレーを。今のはディフェンスだったけど、オフェンスでも同じだ。いざとなったら、徹てつ底てい的てきにインサイドに拘こだわった攻撃だって、愛あい莉りならちゃんと出来る。内と外、どちらかだけに留とどまらない、正しい意味での縦じゆう横おう無む尽じんなセンタープレーヤーとして、めきめきと頭角を現しているところなんだ。

「うおおおお、昴すばる……！　俺おれは感動の涙で前が見えなくなりそうだ……。ああ、すごいぞ愛莉。愛莉こそ、日に本ほん──いや。宇宙全体のバスケを支える究極の女子センターに違いあるまい。いやもはや、愛莉こそがひとつの宇宙だと言っても良い。ネオ・ユニヴァース……！」

「意味がわからん……。いや、確たしかに良いプレーだったけど」

　感慨に胸を震ふるわせていたところだったのに、万ばん里りの常軌を逸した絶ぜつ賛さんに突っ込みを我慢しきれず、うっかり我に返ってしまった。なんだかこの後も、愛莉絡みのプレーでは過剰な熱ねつ量りようを際限なく放出し続けそうなので、以後しばらく万里はいないものとして扱おう。基本的には素晴らしい人格者なのだが、妹のことになるとどうしてこうも歯車を狂わせてしまうのだろう。

　それとシスコンといえば（いや、はっきりとそうは一度も言ってなかったか）、敵陣にはちゃんと竹たけ中なか夏なつ陽ひの姿も在るのだが、あやつも先ほどから双子の妹に対しただならぬ愛情を溢あふれさせすぎていて、いちいち言動に耳を傾けていると他ほかの声が聞こえなくなってしまうので意図的にミュートを貫いている。

　触らぬシスコンに祟たたり無し。

「うぐぐぐ、マホに、マホに取られた……」

「ご、ごめんね椿つばき」

「んーん、げったんじゃなくてボクのミス。あーもう、次！　次は絶対決めよ！　その前にまた一本、バッチリ止めよ！」

　そんなことはさておき。会話の節々から感じるけど、やっぱり五年生たちもそれぞれがだいぶ仲良くなった感じがする。呼び方が変わっていたり、話す内容に良い意味で遠えん慮りよがなくなっていたり。辛つらいトレーニングを共に乗り越えてきたからこそ、絆きずなが深まるのもきっと早かったに違いない。

　そんな節々からも、直感的にまだまだ一ひと筋すじ縄なわではいかないだろうなと背筋が伸びる。

「ねーサキ、そろそろあたし！　こんどはあたしに攻めさせて～！」

「もう、だからそんな大っぴらにアピールしたらバレバレじゃないの。……でも、まあ良いわ。ほら、任せたわよ」

「さんきゅ！」

　リクエストに半ば呆あきれつつ、ちゃんとボールを渡してやる紗さ季き。なんだかんだ言って真ま帆ほに対する面めん倒どう見みは相変わらず良くて、微笑ほほえましい気持ちに。真帆の場合は気分良くプレーさせることが、好こう調ちようを引き出すポイントだと熟じゆく知ちしているからこそ、好きにさせてやろうと判断した面もあるのだろうけど。

「よっしゃ、行くぞつばひー！　チミたちの修行のセーカを見てやろうではないか」

「つばひーいうな！　あとマホなんかにダブルチームするわけないじゃん！」

「もともとボクたちの方がマホより上じよう手ずなんだから、１ｏｎ１でもヨユーで勝てるし！」

　受け取ったボールを小こ脇わきに抱え胸を張る真帆に、双子はまったく同じ顔つきで怒りを露あらわにする。挑発で相手の判断力を低下させるトラッシュトークだったとすれば、抜群の効果を発揮したようだ。もちろん真帆にそんな意図はないだろうけど。

「あわてるでない、あたし一人ひとりで攻めるとはまだ言ってないぞ。つばひー、そしてあたしとヒナのコンビプレーで勝負だ！」

「おー。しょうぶだー」

　二人ふたりの不ふ機き嫌げんを軽くいなし真帆が宣言すると、両手を高く掲げたひなたちゃんがやる気満々に並び立つ。作戦を隠す様よう子すなど全くない辺りには葵あおいも苦笑を禁じ得ないようだったけど、因いん縁ねんの対決ならではということでそれもまた一いつ興きようではないか。他ほかの子たちもここはあえて邪じや魔まをすまいと思ったのか、少し距きよ離りを置き、真帆＆ひなたちゃん、椿ちゃん＆柊ひいらぎちゃんの２ｏｎ２対決に局面を委ゆだねることにしたようだ。

「うーん、それなら、まー受けてあげても良いけど」

「やろうよ、つば。ちょー完かん璧ぺきに止めて、マホもひなたちゃんもガク～ってさせちゃおう！」

　双子もまた、真ま帆ほからの挑戦状を受じゆ諾だく。僅わずかに腰を落とし、どんな動きにも対応できるように意い識しきを相手の一挙手一投足に集中させる。

　さて、真帆とひなたちゃんのコンビ、いったいどんなプレーをお披ひ露ろ目めするつもりだろうか。普ふ段だんの練習では五人それがぞれが臨りん機き応おう変へんに連携できるよう、いろいろ伝えているつもりではあるけど、この組み合わせでなにか特別な技を授けたりはしていない。ただの真帆の思いつきなのか、それとも。

「そうこなくちゃ！　そいでは受けてみよ！　あたしとヒナで考えたスペシャル必殺技！　名付けて『チーム飼育係乱らん舞ぶ』！」

　密ひそかに俺おれもわくわくしながら見守っていると、真帆の宣言に合わせてばばーんと戦隊もののようなポーズを決める二人ふたり。おお、そういえばクラスでは飼育係を務めている同士なのだったな。活動中に着想を得たコンビプレーということだろうか。なんにせよ、部活中以外でもいろいろとバスケに繫つながるようなアイデアを練ってくれているのかなと想像して、自然と頰ほおが緩ゆるんできてしまう。

「一の舞まい！　まほまほあひるさんの進しん撃げき！　とーぅ！」

　いよいよ、ベールを脱いだ真帆とひなたちゃんの秘策。その内容とは！

「ただのダックインじゃん！　あほ！」

「ちょっと身構えちゃって損したじゃん！　あほ！」

　……うん、何というか。二人が罵ののしった通りのシンプルなドライブだった。

「ぬおーくそう、止められてしまったか！」

「当たり前じゃん！　あほ！」

「しょぼすぎるから！　あほ！」

　いや、その攻め口自体はスピードも充分だし、姿勢も低くて見事なものだった。ただ、あれだけ身構えさせてしまった後に繰くり出す技にしては、ちょっとばかり動きが、一いつ直ちよく線せん過ぎただけで。

「……真帆、ふざけるならボール返しなさい」

「大まじめだってば！　ちょ、ちょっと待って、まだ！　あたしたちの必殺技はまだ始まったばかりだから！」

　紗さ季きからも糾きゆう弾だんされ、体制を立て直しつつ慌てる真帆。……その言い方だと嫌いやな予感しかしないが、冷静になってみれば今のはまだ真帆の単独攻撃に過ぎないし、これで終わりというわけではなさそうだ。

「よーしヒナっ！　あたしのぶんまで、みんなをびびらせてやるんだ！」

「おー。おまかせあれ」

　真ま帆ほからパスを受け、今度はひなたちゃんが双子と向き合う。飼育係シリーズということは、また何か動物をモチーフにした攻こう撃げきを行うつもりだろうか。慧けい心しん学がく園えんの飼育小屋にいた生き物と言えば、あひると、それから、

「ひなたちゃんは何の真ま似ねする気？」

「めー。やぎさんの気持ちになるですよ」

　そうだ、あの常じよう識しき外はずれにバカでかい山や羊ぎがいたっけ……。噂うわさによると、ひなたちゃんはあの山羊と意思の疎通を図ることができて、時折妙に高こう尚しような精せい神しん論ろんを伝授されているらしいが、真相は闇やみの中だ。

「めー」

　もう既に山羊さんモードらしいひなたちゃんは、鳴き声混じりに淡々とその場でドリブルを続ける。ちょー可愛かわいいが、何か特別な動きを見せる気け配はいはまだない。ちょー可愛いのでそれだけで最強だろうという気もするが、双子はだんだんと焦じれてきているのが見て取れる。このままだと、逆にスティール攻勢にさらされてしまうかも。

「めー」

「…………う」

「めー」

「…………うう」

　……いや、待て。違う。違うぞこれは。

　焦れているのではない。ひなたちゃんのただならぬ雰囲気にどう対応していいか分からず、椿つばきちゃんも柊ひいらぎちゃんもそわそわと混乱を露あらわにしているのだ。

　山羊になりきっているらしいひなたちゃんのその瞳ひとみが、何かとてつもなく深い、言語では表せないような世界の真理を伝えているような不ふ思し議ぎな光で満たされている。

　そうだ。まさしく、あの山羊──ヌシに睨にらまれたときのように、これからいったい何が起こるのか理解できず、その前に立つ者はただただ茫ぼう然ぜんと動作を忘れてしまう。ひなたちゃんから放たれる魔ま性しようが、そんな無力感を双子たちに伝染させている。

「めー」

「うわ来たっ!?」

　摩ま訶か不思議な求心力を保ったまま、予備動作無しでいきなりドライブを繰くり出すひなたちゃん。こ、これ、結構、いやかなりすごいだろ……。止められないとまでは矜きよう恃じもあるので言わないけど、俺も絶対今のは対応が遅れていたと思う。

「くそーまだまだっ！」

　惜しむらくは、ドライブそのものの速度が真帆や智とも花かの域には達していないことか。そのせいもあって、柊ちゃんを躱かわしてもひなたちゃんは完全フリーとなることが出来ず、ヘルプディフェンスに付いた椿ちゃんにシュートコースを塞ふさがれてしまった。

「めー。やぎさん、からのー、うさぎさん」

「なっ!?」

「よっしゃヒナ、ナイスパス！」

　しかし、二人ふたりの思惑にはまだまだ奥行きが残されていた。そもそも、始めから『チーム』飼育係と宣言が為なされていたのだ。それぞれの単独攻こう撃げきしか披ひ露ろうしてない段階で全すべてを出し切ったと判断したなら、それは受け手側のミスだ。

　ひなたちゃんはゴール下に椿つばきちゃんが立ちはだかったのを見るや、開脚跳びをするように、股また下したを通して真後ろにパスを放つ。それを予期していた真ま帆ほがしっかりとボールを確かく保ほし、ひなたちゃんに替わってレイアップシュート。椿ちゃんも柊ひいらぎちゃんも最後まで抵抗しようと必死のブロックを試みるが、時既に遅し。真帆の素軽いフットワークに追い付くことは出来ず、ボールは静かにネットの中へ吸い込まれていった。

「んふふ、見たか！　これぞ飼育係の力！」

「おー。まほとひなの、どうぶつパワー」

　軽やかにハイタッチする二人を見て、ぐぬぬ、と親指を嚙かむ椿ちゃんと柊ちゃん。正直最初は俺おれも多少の不安を感じてしまったが、一連の攻撃を見終わってみれば確たしかに見事な連係プレーだった。この二人のコンビネーション、きっと今後も大事な局面で力になりそうだ。

　よし。全てが良いムード。序じよ盤ばんに五人それぞれの均等な活かつ躍やくを見て、俺もまた強く手て応ごたえを感じる。

　このままの精度をキープしていれば、少しずつ経けい験けんの差でこちらに流れが向くはず。油断する気など毛頭ないが、俺が介入せずとも、みんなの純粋な力だけでこの大一番を乗り越えることができそうだ。





六年生　16─18　五年生






　違和感は、前半終了間際に遅れてやって来た。

　……何かが、おかしい。少しずつリードを積つみ重ねることが出来るだろうという予測は外れ、それどころか現状では五年生の方に二点のアドバンテージが生まれてしまっている。

　どこかに急な不ふ調ちようが生じたわけではない。智とも花かたちは、序盤と変わらずに良いプレーを繰くり返している。

　それでも、確かく固こたる事実としてこの点数状況。考えられる原因があるとすれば。

「いいよ、みんな！　その調子でどんどんボール回していこう！」

　葵あおい。それしかない。今も手応え充分と言わんばかりの表情で檄げきを飛ばしている相手チームのコーチが、なんらかの秘策を以もつて俺の盲点を突き、この状況を築いた。他ほかの説は、可能性すら思い浮かばなかった。

　しかし、だとしたら、どうやった。どうやって、葵あおいは絶ぜつ好こう調ちようの六年女バスと対たい峙じし、このリードを生みだしたのだ。

　まるで、魔ま法ほうでも使われた気分だった。

「つば！」

「ひー！　で、もっかいつばっ！」

「ほあちゃっ！　どーだみたか！　こーゆーのが本当のコンビ技ってゆーのさ！」

　椿つばきちゃんと柊ひいらぎちゃんのワンツーリターンが決まり、これで俺おれたちは四点のビハインドに。

　相手の攻こう撃げきスタイルは、序じよ盤ばんから一貫してラン＆ガン。速攻重視の軽やかな連携で小気味よく点数を積つみ重ねる五年生たちは、確たしかにずっと好調をキープしている。それはわかる。

「ぬー。なかなかしぶといな～」

「しぶといどころか、リードされてるわよ。……おかしいわね。私たちだって、そんなに大きなミスはしてないはずなのに」

　だが、眉み間けんに皺しわを寄せつつ汗を拭ぬぐう真ま帆ほに紗さ季きが言ったように、こちらとて調子を落としたわけではないのだ。むしろシュート決定率なら、六年生の方が上であるはず。

　それなのに確かく固こたる事実として、相手の方がより多くの得点を積み重ねている。

「……葵」

「[image: ]」

　ぎり、と唇を嚙かみ敵陣に目を向けると、こともあろうに葵のやつめ、俺に向けてとても軽快なウィンクを返しおった。ぐおう腹立つ……！　なんか久しぶりに、俺たちが最もいがみ合ってバスケの技術を競きそってた小学生時代の敵対心がぶり返してきたぞ。

　でもとにかく、今ので確信した。やっぱりこのリードは思惑通りなのだ。葵は五年生たちが六年生の剣先を制するためのプランを組み立て、本番でそれを実現してみせた。

　予感はあったけど、プレイヤーとしてと同等に、コーチとしても幼なじみは一流だった。

　ううむ、このままではまずい。この対決、選手たちが双方好調である以上、敗れたら対策を練り損ねた俺の責任によるところが甚じん大だいだ。なんとしても、早急にリードを奪われている原因を把握しなくては。

「まだ前半だし大丈夫だよ。とりあえず、落ち着いて大事に決めていこう」

「ん、そうねトモ。行くわよみんな！　じっくりもう一本！」

　コートに戸惑いが伝染しないよう密ひそかに思案を重ねている間も、ゲームはノンストップで進んでいく。智とも花かの力強い言葉に頷うなずいた紗季は、今まで以上に丁てい寧ねいなドリブルでじっくり進撃を開始。

「…………ん。お願ねがい、愛あい莉り！」

「はいっ！」

　しばし全体を俯ふ瞰かんしてから、紗季はローポストからゴールを狙ねらう愛莉にボールを託した。愛莉はマッチアップ相手のかげつちゃんとしばし力勝負を挑むが、相手もしぶとくてなかなか停滞状態から抜け出せず、

「……っ。ごめんね紗さ季きちゃん、いったん戻しますっ」

「オーケー！　ばっちり周り見えてて良い感じよ」

　しかもミミちゃんがあわよくばボールを奪おうとダブルチームに付く気け配はいを見せたので、ひとまずリターンパスで体勢を立て直すことに。

「紗季っ！」

「お願ねがい、トモっ！」

　再び静の時間が訪れ、緊きん迫ぱく感かんを伴ったまま牽けん制せいを繰くり返す両チーム。と、一いつ瞬しゆんの隙すきを突いて智とも花かが急速始動。愛あい莉りの至近をかすめて自分をマークするミミちゃんから進路を奪いつつ、右から左にサイドチェンジした先でパスを受ける。

　うん、いいスクリーンプレーだ！　俺おれと葵あおいのコンビネーションを見て、あれから密ひそかに練習を重ねてきた成果は既に充分出ているな。

「まだまだ、デス！」

　それでも食い下がるミミちゃん。そのまま智花をフリーにはせず、辛うじて再び前方に立ちはだかってみせた。

　敵ながらあっぱれ。しかし、もはや立て直しの余裕はない。ここまで攻撃に出てから既に二十秒を消費しており、あと十秒以内にシュートを打たなければ三十秒バイオレーションで俺たちはボール権を失ってしまう。この局面は、エースの個人技を信じ全すべてを委ゆだねるしか選択肢はなくなった。

　でも、智花ならきっと──

「………………………………………………ん!?」

　──かっと脳内が燃もえ上がるように、焦しよう燥そう感かんが強烈な熱ねつと化して駆け巡った。

　そうか。

　そういう、ことだったのか。

「んっ！」

「オララ、だましうち」

　コート内では、ドライブに出ると見せかけた智花がその場でジャンプシュートを放ち、それを見事に収めて敵のリードを一歩埋めてくれた。

　これで再び二点差。さすが頼りになるエースのおかげで、まだ決定的な差は生まれていない。

　でも、ダメだ。このままだと、試合が終わるころには十中八九もっと点差が開いて、俺たちは敗北を喫すだろう。

　選手のせいではない。やはり、俺だ。俺が智花たちを受け持ってから、ずっとひとつの瑕か疵しというか、このチーム特有の『癖くせ』を作ってしまっていたことを見落とし、見過ごして来たせいで。今、五人は鈍にび色いろの危き機きからじわりじわりと侵食を受けつつあるのだ。

　さあ、どうする。前半終了まで、残り時間は数十秒。二回あるタイムアウトの権利を行使して早めに対策を講こうじるというのも手だが、俺おれが不安を感じているという印象を、子どもたちに与えてしまうのはあまり良い方向に働かないかもしれない。ここから先、迫り来る危機を乗り越えるためには、精神面で余裕を失ってしまうのが何よりもまずい。そうなれば、きっとますます葵あおいの思おもう壺つぼだろう。

　……よし、決めた。タイムアウトは無しだ。

　子どもたちの動き自体には少しもまずいところはない。ならば、闇やみ雲くもにスタイルを弄いじるべきではないだろう。あくまでのびのびとプレーしてもらって自信を保持した上で、後ろから密ひそかにこのゲームを制すために現状では抜け落ちている要素を、補ほ塡てんしてやる。

　それが今、コーチとして短時間でベストアンサーを見いださねばならぬ課か題だいだ。

　腹を決めてからのプレータイムは、時計とけいが故障したのではないかと思えるほど異常に長く感じられた。

　それでも俺はあえて不動を貫き、五人も手て応ごたえの割に状況が好転しないことに違和感を露あらわにしながらも、真しん摯しなプレーを継続してくれた。

「えいっ」

　前半最後の攻こう撃げきは、かげつちゃんの素す早ばやい飛び込みが実ったゴール下のシュート。

　差は再び四点になってしまったが、とにもかくにもようやく折り返し地点までたどり着いた。

　さあ、ここからだ。ハーフタイムのミーティングで、子どもたちに不安を感じさせないままに今チームが抱えている問題点を解決する。

　難むずかしいが、やるしかない。俺にだって、皆と今まで絆きずなを築いてきた意地がある。智とも花かたち五人の能力を、フルに発揮させてやれていたとは言いい難がたい現状のままでゲームセットなんて、死んでも迎えられないからな。





六年生　18─22　五年生






「よし、五人とも良い動きだったよ！」

　自陣に引き上げてきた皆をベンチに座らせ、声を張って前半の奮ふん闘とうを称たたえる。へらへら笑ってたらわざとらしいが、言葉に噓うそはないのだから変に深刻なそぶりを見せる必要はない。まずはしっかり、プレーには何も問題がなかったことを明言しておこう。

「おー。ありがとうございます、おにーちゃん。でも、ひなたち負けちゃってるよ？」

　こくりと頷うなずきつつも、狐きつねにつままれたような顔で首を捻ひねるひなたちゃん。ちゃんと成果を出せているのに、点数が裏腹になってしまっているのが不ふ思し議ぎで仕方ないのだろう。俺としてもすぐに疑問を解決してあげたい気持ちはあるが、この土ど壇たん場ばに言葉で問題を指摘しても、浮き足立ってしまう心配が拭ぬぐえないのだよな。

　本来は、試合に臨のぞむ前にしっかり対応しておくべき課か題だいだった。それを忘れたのは明らかに俺おれの大ミスで、なんとも申し訳ない限りだが、さりとてもはや打つ手が枯れたわけではない。

　実際に身体からだを動かしながら、状況を好転させることは絶対に可能。そして、それを為なし得ればみんなにも実感として点差を付けられてしまった理由が伝わるはずなのだ。

「さすが向こうもしっかり練習してきたみたいで、この前みたいにはいかないね。でも、心配しないで。この試合も、ちゃんと勝たせてみせるから。だからみんなは、これまでの練習を信じて普ふ段だん通りに頑張ってくれ」

「いよしゃ、さっすがすばるん！　たのんだぜ！　んでんでんで、こっからはどんな作戦でいけば良いっ？」

　安心してもらうためにあえて大言壮語を吐き出すと、真ま帆ほが勇ましく立ち上がって俺の腕に抱きつきぶんぶん揺らしながら、まっすぐな眼まな差ざしで尋たずねる。膨ふくらむ責任感。この純粋な少女たちの期待を裏切りたくないという強い想おもい。

　全部ひっくるめてエネルギーに替えて、みんなの力になってやらなきゃな。

「よし、じゃあ早速後半のプランを話すね。……愛あい莉り」

「は、はいっ！」

「愛莉は前半より、少し守備的に構えてみようか。あんまり敵陣のゴール近くまでは踏み込まなくて良いから、フリースローラインの傍そばで仲間のサポートをしてあげつつ、ディフェンスに切り替わったときは真っ先に戻る。できそう？」

「で、出来ると思います。やりますっ」

　作戦用のボードを片手に、マグネットで動きを示してやりつつ伝達。とはいっても頼んでいることは至極シンプルなので、悩ませてしまうような心配はないだろうけど。

「あの、長は谷せ川がわさん。今、守備を固めてしまって良いのですか？　まだ、リードされてますけど……」

「うん。不ふ思し議ぎに思うかもしれないけど、ここはちょっくら財布のヒモをキツくしよう。点数ならこっちもばっちり取れているんだから、これ以上無理に稼かせごうとするより相手の得点を減らす方向で考えた方が良いと思うんだ」

「なるほど……。わかりました、確たしかに前半、あまりシュートを止められませんでしたものね。すみません、偉そうに意見してしまって」

「とんでもない。俺だって間違うことはしょっちゅうだから、疑問点はどんどん訊きいてもらった方が助かるよ。これからもよろしくね、紗さ季き。みんなもよろしく」

「ありがとうございます、こちらこそよろしくお願ねがいします！」

　ぺこりと頭を下げた紗季、そして他ほかの子たちにも遠えん慮りよする必要はないと伝え、積せつ極きよく的てきなコミュニケーションをお願いする。現にこの瞬しゆん間かんも、俺の準備不足が招いた劣勢だからな。当たり前だけど、自分が未み熟じゆくな高校一年生なのだということを忘れて驕おごってはなるまいと、改めて反省。

「全員で協力して良い試合にしていこう。それじゃ作戦の続きだけど、紗さ季きにもディフェンスでお願ねがいしたいことがあるんだ。こっちはちょっと難むずかしいかもしれないんだけど……」

「教えて下さい。出来るかはわかりませんが、チームの役に立てるなら精一杯頑張ってみます！」

　即答してから、理知的に唇を結び背筋を伸ばす紗季。その姿に頼もしさを覚えながら、俺おれは想おもい描いているひとつの『絡み手』を託した。

「う。難しそうですね、確たしかに」

「正直、ぶっつけ本番で頼むのは酷だと思う。だから、もし辛つらそうなら忘れてくれ」

「……いえ。やらせてください。ちょっと、試してみたいです。だってそれって、罠わなをしかけるということですよね。私から、雅まさ美みに」

「ああ、そうなるかな」

「ふふ。そんな面おも白しろそうなこと、みすみす逃す手はありません。最近オイタがすぎるので、ちょっとお灸きゆうを据えてやらないと」

　今までの切せつ羽ぱ詰つまった雰囲気から一転、優ゆう雅がに口角を上げてみせる紗季。

　もしかすると成功したらますますあの苛か烈れつな対抗心に火を点つけてしまいそうで、そういう意味でもちょっと迷いはあったのだが、紗季としては試合を制するためなら躊ちゆう躇ちよする気はないようだ。

　というか、雅美さんと仲良く出来なくなってしまったことは寂しく思いつつ、だからといってみすみす好き放題に我わが儘ままを許すつもりなど毛頭ないのかも。はは、だとしたらそれはすごく紗季らしい気がする。

　よし、ならば俺の方が二の足を踏む道理はない。

「そう言ってもらえるとすごく心強いよ。大丈夫、難しいのは間違いないけど、紗季ならきっと出来ると俺は思う」

「ありがとうございます。長は谷せ川がわさんの信頼に応こたえられるよう頑張ろうと思います！」

　紗季の肩をぽんと叩たたき、太鼓判を送ってやる。微力ながら、これが僅わずかでも自信に繫つながってくれれば良いんだけど。

「ねーねーすばるん！　あとはあとは!?」

「おー。ひなも、なんでもがんばります」

「私にも出来ることがあったら教えて下さい！」

　役目を担うのが待ちきれないとばかりに、ぐっと身を寄せる真ま帆ほ、ひなたちゃん、智とも花かの三人。そのモチベーションの高さには輪わをかけての頼もしさを感じずにはいられない。

「三人は、前半通りでＯＫ。この後も、練習で頑張ってきたことを思い出しながらプレーしてくれれば大丈夫だ」

「えー！　アイリーンとサキだけでいいの？」

「強しいて言えば、二人ふたりがディフェンス寄りになる分、三人でますますオフェンスに力を入れて欲しい、ということかな。もちろん、ディフェンスの時はしっかり気持ちを切り替えて、どちらか片方だけに意い識しきが寄らないよう注意しながらね」

　そんな強い意志に対して、現状維持をお願ねがいしなくてはならないのは心苦しくもあった。とはいえ、総合してみたチーム状況は悪くはない、むしろ絶ぜつ好こう調ちようといえるのだから、変化はほんの少しで良いのだ。抜本的にいじると、かえって今までの成果が水泡に帰してしまう。

「紗さ季きと愛あい莉りがディフェンスを頑張ってくれるぶん、私たちはもっと積せつ極きよく的てきに攻めるんですね、わかりましたっ」

「おー。でもでも、でぃふぇんすもちゃんとやる」

「がっつり攻めて、がっつり守る！　さすがすばるん、わかりやすい！」

　幸い、全員から理解を得ることができて、ミーティングは終了。間近に迫った後半戦に臨のぞむべく、五人は身体からだをほぐしにコートの中へ戻っていった。

「昴すばる、けっこう苦戦気味か？」

「うお!?　万ばん里り、急に真後ろに立たないでくれ、ちょっとびびる……」

「うるせぇ、いい加減慣なれろ」

　応援を込めて小学生たちに熱ねつ視し線せんを送っていたさなか、背後に強烈なプレッシャー。振り返ると、１９０cmを超える長ちよう軀くを持つ屈強な男が至近から俺おれの頭頂部を見下ろしていた。そういえば勝手ながら存在を忘れさせて頂いていたが、この戦況に万里もまたやきもきしていたことだろう。

「やられたよ。葵あおいにまんまと」

「やっぱり、荻おぎ山やまの作戦なのか？　……正直、そんな特別なことをされてたようには見えなかったが」

「ああ、されてないさ。特別なことは何も。ただ……相性最悪だったんだよ。俺たちと、ここまで速攻に特化したラン＆ガンのチームとは。それを見破って、葵は一ヶ月で徹てつ底てい的てきにスピードを鍛きたえてきやがった」

「……すまん。どういうことだ？」

「単純に言えば、時計とけいを必要以上に使いすぎた。五年生と比べて、六年生は一ゴール決めるのに必要な時間が平均して倍くらいかかってるんだ。それでいて、精度で大きなアドバンテージは作れなかった」

「時間？　……あ、そうか！」

　前半終了間際、三十秒ルールが成立する直前に智とも花かがミドルシュートを決めたあの一連の攻こう撃げきを見て、俺もやっと思い至った。慧けい心しん女バスは、豊富な攻撃パターンを紗季の広い視野で的てき確かくに選択し、じっくり相手を突き崩してからゴールを奪うのが黄金パターン。それは裏を返せば、一ターンの攻こう撃げきを完了するまでたっぷりと秒数を消費する、セットプレー中心のチームであるということだ。

　対して葵あおいが仕上げた今回の五年女バスは電光石火の速攻系。ほんの数タッチでバンバンゴールを狙ねらってくるので、一度のオフェンスに必要な平均時間は概算で十秒かそこら。場合によっては五秒かからないケースもあるほどだ。

　これでシュートの決定率が著いちじるしく低いのならただ雑なだけなので何も怖くはないのだが、現実は違う。小学生レベルを遥はるかに超越したミミちゃん。相性抜群のコンビプレーを得意とする竹たけ中なか姉妹。長ちよう距きよ離り砲ほう特化のピュアシューターである雅まさ美みさん。心技体ともここ最近の成長著しいかげつちゃん。素質なら智とも花かたちと引けを取らぬほどのタレント揃ぞろいなのだから、葵の思惑に順応してスピードと精度をしっかり両立させている。前半の結果を見返しても、シュートの成功率は六年生と比べて、大きく落としているということはない。

　ならば、こうなってしまうのも必然。乱らん暴ぼうに要約すれば、六年生が一回攻撃している間に、五年生はおおよそ二回から三回攻撃できる配分になる。それでも仮にこちらがパーフェクトにシュートを収められれば少なくとも負けは無いのだが、実際はいくら智花たちでもしばしば攻撃を失敗する。その度たびに五年生の回転率の利が俺たちの成功率の利を追い詰め、やがては確かつ固こたる点差として目に見える形で現れてしまった。

　もちろん実際は他ほかの要因がいろいろ絡んでくるので、ここまで単純ではない。でも、前半に俺おれたちが見せつけられた現象をかいつまんで説明すれば、まさにそういうことなのだ。

　ただ、誤解無きように言及しておくと、セットプレー中心であることそれ即すなわち、六年女バスに問題があるチームというわけではない。しっかり敵の布陣を崩し、確実に点が奪えるということはもちろん重要で、逆にそれが出来ないと山場のクラッチタイムで決定的なチャンスを生み出せず、肝心な場面で勝負弱いという、より深刻な問題を抱えることになってしまう。

　要は、バランス。ここまで智花たちに、速攻プレーの重要性をほとんど伝授してこなかった。これは明らかな俺のミスだ。

　もちろん練習メニューとしては一通りのセオリーを伝えてあるし、スティールでターンオーバーになった場合などはみんなちゃんと少ない手順で守備が戻りきる前のシュートを心がけてくれている。しかし、基本としての攻撃はじっくり様よう子すを窺うかがってから、というパターンが明らかに多い。

　俺の好みが、無む意い識しきに滲にじみ出てしまっていた結果だろうなあ。パスの楽しさを見いだしてから、やっぱり自分自身、オフェンスに詰め将しよう棋ぎのような戦略的快楽をより強く感じるようになったのは間違いないのだ。

　ふと、いつぞやの葵との口げんかが脳裏をよぎる。

『──ちょっと昴すばる、小こ難むずかしく考えすぎて足止まってない？』

『──葵あおいこそ、もう少し先読みして動けっての。猪いのししみたいに突っ込みすぎだ』

　この後『猪』という単語が怒りの琴きん線せんに触れてしまい思いっきり蹴けっとばされたわけだが、まあそんな些さ事じはさておき。

　そうだ、そうだった。俺おれたちはずっと、お互い何度も衝しよう突とつしながら、それでもどこか認め合っていて。気付かれないようこっそり相手の良いところを取り入れたりしつつ、二人ふたりで切せつ磋さ琢たく磨ましてバスケの技術を高めてきたのだ。

　そんな瞬しゆん間かんをもう一度、こうして形を変えて繰くり返している。

　ありがとな、葵。おかげで大事なことを見落とす前に、子どもたちをより良い方向に導みちびいてやることができそうだ。

　なんて、まだしみじみするのは早すぎるけど。

　まずはミスを反省して、挽ばん回かいして。この試合をしっかり勝利で終わらせないと。

「なあ、昴すばる。理屈は分かった。でも、じゃあなんで愛あい莉りにあんな指示出したんだ？　俺だったら相手の速攻に置いてかれないよう、バンバンボール回すように伝えるが」

　気合いを入れ直していると、しばし物思いにふけっていた万ばん里りがおもむろに顔を上げ、眉み間けんに皺しわを寄せる。

「たしかに、それもひとつの解答だと思うよ。でも、ちょっと心配もあってな」

「心配？」

「劣勢から速度上げてかないとって意い識しきすると、ただの焦りに繫つながりかねないよなって」

「……ふむ」

　これは、万里にも身に覚えがあるようだ。もっと速く、スピードアップを。そんな前のめりな思考は、使い処どころを間違うとむしろワンプレーが雑になってさらに墓穴を掘ることになりかねない。だから、不安を感じている中でのいきなりのシフトアップは、少なからずリスクを孕はらんでしまう。

　では、どうするか。こちらのスピードを変えないまま、相手の速度に対抗するために出来ること。

「だからまずは、幾らかでも五年生たちに足を止めてもらう」

　即すなわち、向こうを遅くする。それを実現するための、愛莉と紗さ季きに対する依頼だった。

「なるほどな、だから愛莉に……。と、そろそろ後半始まるみたいだな。そんじゃまたしばらく、お手並み拝見させてもらうぜ」

　合点がいったとばかりに頷うなずきながら、一歩後ろに下がる万里。言う通り審しん判ぱんさんから合図が出て、後半戦が今まさに始まろうとしていた。

　うし、頼んだぞみんな。至らぬコーチが迷惑をかけてしまったけど、五人ならまだまだいくらでもリカバーできる。どうか頑張ってくれ。
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「もう降参してもいいのよ、紗さ季き。これ以上続けても時間の無む駄だでしょうし」

「……まあ吼ほえてなさい。強気でいられるうちに」

　整せい列れつし、両チームが礼を交わした後で、自信満々に腕を組んだ雅まさ美みさんが紗季に向けて勝ち気な笑えみを放つ。前半、雅美さんの活かつ躍やくは誰だれの眼めからも明らかだった。手て応ごたえを感じて自信を深めるのは当然のことだろう。

　そして、シューターにとってこういうイケイケの心理状態は強い追い風になる。この後、前半以上に雅美さんの活躍には警けい戒かいする必要がある。

　だからこそ、紗季にあんな難むずかしめのミッションを担ってもらったわけであり。

「やっ！」

　と、言ってるそばから後半最初の得点は雅美さんのロングシュートによって奪われてしまった。一いつ瞬しゆんの隙すきを突いて紗季のマークを引きはがし、フリー気味に放たれた放ほう物ぶつ線せんが、リングの縁ふちで一度だけ大きく跳ねてからネットに絡みつく。

「遅いわ、てんで遅い。そんなんじゃ私のマークに付く意味すらないじゃない。ふふふふふ」

「く、うるさいわね。……今に見てなさい」

　シュートを放ったフォームのままで手をぶらぶら振り、紗季を挑発する雅美さん。いつも何かと敵対心を向けられて困っているという紗季だが、決して負けん気が弱いわけではない。むしろ、真ま帆ほのような対等な立場の子に対しては、特別な理由でも無い限り自分から引くようなことはほとんどない。

　なればこそ、心中は穏おだやかじゃないだろう。

　でも、バッチリだったぞ。最初の仕掛けとしては、満点の出来だ。

　──ぐっ。

　──ぐっ。

　俺おれの傍そばを通り攻勢に移る紗季と、密ひそかにサムズアップを交換する。さすが聡そう明めいなる戦略家。狙ねらいを完かん璧ぺきに理解し、緻ち密みつに遂行してくれていた。

　ただ、こちらの仕掛けはすぐに効果を発揮する類たぐいではないのが難なん点てん。確かくたる意味を持つには、まだ少し時間が必要だろう。

　よって、状況を好転させるために最初のキープレーヤーとなるのは、愛あい莉りの方。

「めー。ぬしのおひげダンス」

　せめぎ合いの末、ひなたちゃんのレイアップが決まって無事得点に結びつく。これで、いよいよ六点まで開いてしまっていた点差は再び四点に。オフェンスに要した時間は相変わらずやや長めだったが、ひとまずは構わない。急にリズムを変化させようとして浮き足だってしまったら、ますます葵あおいの術中にはまる。あくまでこちらの良さを自滅させないまま、少しずつ流れを引き寄せてこなければ。

　それにしても、ヤギになりきって（？）繰くり出されるひなたちゃんのムーブは普ふ段だんに輪わをかけて変則的で動きが読みづらく、気付かぬ間に強烈な武器が倉庫に届けられていた気分だ。これはいずれ、ヌシに感かん謝しやを伝えに行くべきか。……おっかないけど。

「うえー、ひなたちゃんの攻こう撃げきぜんぜんわっかんない……」

「きにすんな、デス。とられたぶんとりかえせば、逆転はされまセン」

「ん、そだね！　おーしガンガンいくぜ……ゲッタン！」

　抜かれて肩を落とす柊ひいらぎちゃんだったが、仲間の励ましを合図にすぐ復活。エンドラインからの鋭するどいパスで、密ひそかに速攻を狙ねらっていたかげつちゃんへボールの速達便を届ける。

「うん、ナイスパス……っ!?　愛あい莉りさん……！」

　絶妙なロングスローを受け、すぐさま身を翻ひるがえして単身ゴール下へ切り込んでいこうとするかげつちゃんの前に、毅き然ぜんと立ちはだかる愛莉。裏をかいたつもりだったかげつちゃんは、今まで以上に素す早ばやい戻りに驚おどろきを隠しきれない様よう子すでたたらを踏んだ。

「もうちょっとで間に合わないところだったよ」

　ボールに目を光らせつつも、愛莉は大きく息を吐いて安あん堵どの笑えみを漏らす。実際、お願ねがいした通りあまり深いところまで攻め込んでいなかったからこそ辛うじて実現できた先回りで、あと少しでも前に出ていたら危なかった。

　速いな、かげつちゃん。このスピードは特訓の成果に加え、持ち合わせた観かん察さつ力りよく・判断力によるところも大きそうだ。もしかしたら、長年姉のひなたちゃんを過か保ほ護ごに心配し続けた結果、図らずも周りの動向に対し敏感に情報処理できる能力を身に着けたのかもしれない。なんにせよ、センタープレーヤーとしては現状やや小さめな体格を補えるだけの機き敏びんさは、相あい対たいす者にとって明めい確かくな脅威だった。

「ん……くっ」

　とはいえ一度足を止めることに成功しさえすれば、パワーの面でまだまだ愛莉に分ぶがある。その点は前半から変わらない俺おれたちのアドバンテージで、速攻の激げき流りゆうをせき止めるためにまず締しめるべきはここだ。

　愛莉が思いっきりディフェンシブに構えていてくれれば、そう易やす々やすとゴール下へは突入できない。最も確実に点が取れるインサイドへ繫つながる道を意い識しきして狭せばめることで、五年生の速度を削ぐことが出来るはずだ。

「かげつ、こっちよ」

「お願い雅まさ美みっ！」

　ただし、そのためにはもう一つ、塞ふさがねばならぬ砲門がある。かげつちゃんの足止めが成功しても、キックアウトで雅美さんにロングシュートを放たれてしまうと結局リズム負けしてしまうのだ。

　まず、四人のうち誰だれかが速攻でゴールを狙ねらい、分ぶが悪いと察すればすかさず雅まさ美みさんが外から射い貫ぬく。シンプルだが、実に効果的な連携だった。

「く……！　愛あい莉り、リバウンドっ！」

「うんっ！」

　慌てて距きよ離りを詰めた紗さ季きよりも一歩先んじで、雅美さんは宙に舞まい上がりシュートを打つ。その放ほう物ぶつ線せんはまたしてもリングを捕らえ────しかしながら、今回はバウンドの軌道がズレて、運良くボールは外に零こぼれた。

　……いや、違うな。もう『運良く』ではない。

　この失敗はたまたまなんかじゃなくて、既に効果が出始めているのだ。紗さ季きに仕掛けてもらっている罠わなが、その棘とげを雅美さんに食い込ませ、遅効性の毒を注入し始めている。

「ナイスリバウンドだよっ！」

　しっかりボールを確かく保ほしてくれた愛莉に智とも花かが称しよう賛さんを届け、俺おれもまたほっと一息。愛莉をディフェンシブに構えさせる利点は、見ての通りもう一つある。高い頻ひん度どで自陣のゴール下を確保できれば、その長ちよう軀くを武器にリバウンドで大きく優ゆう勢せいに立てるのだ。さらに補足すれば、オフェンス側よりディフェンス側の方が基本的にはゴールの近くに陣取っているので、もともとリバウンドはディフェンス有利でもある。

　と、利点ばかりを数えた愛莉の守備特化だが、もちろんデメリットもある。単純な話、攻めの時の可動範はん囲いが制限されるので、インサイドを狙った攻こう撃げきバリエーションのいくつかは否応なしに封印せざるを得なくなってしまうのだ。

「トモ！」

「はいっ。……お願ねがい真ま帆ほっ！」

　それでも他ほかに豊富な攻め口を持つ六年女バスならば、充分勝負になると踏む。これでもし、今まで愛莉の高さばかりに頼ったごり押しのチーム作りをしていたら、完全にチェックメイトだったかもしれない。言わずもがな五人それぞれが自然と個性豊かに成長しているだけで、別に俺の手柄でもなんでもないのだが、それでもほっと胸をなで下ろさずにはいられなかった。

「こいマホ！　ぜったい止めてやる！」

「望むところ！　いくぞ～……と、みせかけて！」

「え、うそっ!?」

　期待を裏切ることなく、滑なめらかな連携でこちらの攻撃は成功。紗季から智花、智花から真帆とパスが回され、最後は真帆がワンフェイクからジャンプシュートで椿つばきちゃんを出し抜き、得点を奪取してくれた。これで点差は再び二点に縮ちぢまる。

　ふむ。愛莉にあまり攻撃をさせないという配置は、選択肢が狭まったことで図らずも攻撃のスピードアップにも繫つながっている。長期的に見ればパターンが単たん調ちようになってしまい良いことばかりではないだろうけど、この局面に限定すれば無む意い識しきのままでテンポの改善を図れて、考えていた以上の効果を上乗せできるかもしれない。

「くっそーまたマホに決められた！　でもいーもん、こっちだってどんどん点とってやるんだから！」

「ツバキ」

「おけ、いっけぇミミ！」

　再び五年生のターン。パスを託されたミミちゃんは、そのまま一いつ直ちよく線せんのドリブルでこちらの陣地に突っ込んでくる。

「ここを止めれば同点にできるっ」

　しかし、智とも花かがばっちりマッチアップを続けていたので、ノンストップでシュートを放つ機き会かいを得ることは出来なかった。インラインに身体からだを重ねられ、ミミちゃんは一度足を止めて攻めを組み立て直す。

「こんどこそ、おねがいしマス」

　白羽の矢が立てられたのは、再び雅まさ美みさん。紗さ季きのマークがほんの少し離はなれた隙すきを見逃さず、ボールを受けるや即座にシュート体勢に入る。

「くっ……！　また外れ!?」

　が、放たれた軌道は僅わずかにリングからズレる。ボードに当たったボールを速い戻りで詰めていた愛あい莉りが確かく保ほし、ターンオーバー。五年生の攻こう撃げきは連続で失敗に終わった。

「雅美ちゃん、ダメ！　どんどんシュート打つ位置が遠く離れていってるよ！　自分の腕を過信しすぎないで、着実に決められるところから！」

「えっ。……打つ位置が、遠く？」

　早口で告げられた葵あおいの指摘に、雅美さんはぎくりと足下に目を落とす。

　やるな、もう見破ったか。さすがは葵、持ち前の鋭するどさと勘の良さから逃れるのは至し難なんの業だ。

　そう、それこそ紗季の仕掛けた罠わなの成果だった。

　ここ数回、五年生の攻めは雅美さんのシュートで締しめるパターンが連続したが、これはただの偶然とは違う。少なからず、こちらからそうなるように誘ゆう導どうした部分があるのだ。

　一体どうやって。愛莉の戻りを早くして速攻の流れを寸断させた点に加え、敵がパスを選択肢に入れた瞬しゆん間かん、よりいっそう雅美さんにボールを託したくなるような状況を、紗季が意図的に演出することによって、である。

「楽にシュート打ててると思った？　残念、私の掌てのひらの上でした。なんてね、ふふ」

「な、何言ってるの……!?」

　ここぞとばかりに、上品な笑えみで雅美さんに囁ささやく紗季。……あはは、やっぱり密ひそかに、悔しさを溜ため込んでいたんだろうな。

　紗季が言った通り、一見すると上じよう手ずに包ほう囲い網もうを振ふり解ほどいてシュートを放っているかに見えた雅まさ美みさんだったが、実のところあのフリー気味の状況は半ば演出により創つくり出されたものだったのだ。
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　とはいっても、もちろんただ悠然と自由にさせていたわけではない。紗さ季きがマークを外したのは、雅美さんが一定以上──序じよ盤ばんにシュートを打ってきた位置よりも遠くに陣取っている間のみ。つまり、雅美さんがフリーになれるポジション＝ゴールとの直ちよく線せん距きよ離りが本来の射程圏よりも遠目のゾーン、という図式である。

　雅美さんは見聞きしたところによるとかなり几き帳ちよう面めんな性格らしいので、普ふ段だんはいくつか同じポジションを決め、ルーチンワークの繰くり返しでシュート練習を行うことが多かったのではないだろうか。それは正しい距離感を身につけるためには非常に有効なのだが、反面実戦における応用力はあまり身につかない。

　そのため、紗季が用意した『ぱっと見、どフリー』という餌えさに目が眩くらんでしまい、平常時よりも遠目から打っているという実感を得られないまま、いつもの調ちよう子しでボールを放ってしまった。さすれば必然として、着弾点は微妙にブレる。

　断言するが、これは雅美さんのミスを責めるべきではなく、微妙なさじ加減をいきなり完かん璧ぺきに実行して見せてくれた紗季の方を絶ぜつ賛さんすべきだ。さすが六年女バスのマザーコンピュータ。緻ち密みつな状況判断能力なら五人の中で突出している。

　あとは、もしミニバスにスリーポイントシュートのルールがあれば、雅美さんは普段からラインを頼りにしていたはずなので罠わなにはかからなかっただろう。小学生時代特有の取り決めが、思わぬ利となってくれた。

「く、なんてこと……。きちんとポジションを確たしかめないと」

　さらに俺おれたちにとっての幾らかの誤算は、あまりにもあっさりと葵あおいがこの『歪ゆがみ』に気付いてしまったこと。今日きようまで付きっきりで五年生の面めん倒どうを見ていたからこそ、一いつ瞬しゆんで配置のズレが違和感として膨ふくらんだのかもしれない。

　ただ、葵のおかげで長ちよう距きよ離り射しや撃げき力りよくが即回復、というわけにはおそらくなるまい。今、雅まさ美みさんはゴールとの距離感という、これまでは意い識しきせずとも自然と調ちよう節せつできていた要素がノイズとして頭にこびりついている。この集中力の乱れ、シューターにとっては多分にやっかいだ。ほんの数ミリの指先のズレが可否を分けるロングシュートにおいて、何よりも成功率を左右するのはその実『ノリ』である。いかに良い気分、良いリズムで打てるかというのが、殊ことに試合中は細かいフォームの修正よりもよっぽど大事だったりする。

　だから、雅美さんが本来の精度を取り戻すには、それ相応の時間が必要になってくるはずだ。

『タイムアウト！』

　葵もそれを分かっているからだろう、限られた作戦会かい議ぎのカードをこちらの反はん撃げきが成功し、同点に追い付いたところですぐさま使ってきた。

「よし、流れが俺たちの方に向いているぞ！　みんな、ここらで一気にたたみ掛けよう。どんどん素す早ばやくボールを回して、速いリズムで積せつ極きよく的てきにゴールを狙ねらっていくんだ！」

『はいっ!!』

　しかし、このタイミングでの中断はこちらにとっても願ねがったり叶かなったり。ここで俺はようやく、五年生のラン＆ガンにがっぷり四つで組み合うように指示を出す。

　情勢が悪い中でのシフトアップは、ただの焦りに繫つながりかねない。だからこそ、『加速』のカードは好調時に重ねて使うのが効果的なのだ。ちょうど今、この時のような場面で。

　さあ行くぞ葵、そして五年女バスのみんな。ここからは再び細かい作戦抜き。互いの死力を尽くしたガチンコの殴り合いだ。







[image: scene.4]











六年生　24─24　五年生






「さあ、キツいと思うけど足を止めないで！　最後まで走り抜こう！」

「まかせとけ～！」

　葵あおいの檄げきに応こたえ、自らを鼓こ舞ぶするように吼ほえた柊ひいらぎちゃんのドリブルから、仕切り直しの攻防が再開する。

　終しゆう盤ばんの戦局を占う上で、真っ先に気になるのは雅まさ美みさんの回復具合だ。良い調ちよう子しで活かつ躍やくしていたはずが、いつの間にか強くライバル視する紗さ季きの絡み手に堕おちていたという事実は、ダメージとして軽くはないはず。まだ立ち直りきっていない可能性は少なからずあり、だとすればかなり戦いやすくなるのだが、はたして。

「柊、貸して！」

「おけ、ましゃみ！　今度こそ決めちゃえ！」

　俺おれの無粋な視し線せんをはね除のけるように、パスを求めたのはその雅美さん。柊ちゃんも迷わずボールを委ゆだね、長らく続く無得点の時間を断ち切ってくれとチーム自慢のシューターに信念を向ける。

「打てるの、雅美？　また外れるかもよ？」

「うるさい、黙だまってなさい」

　さて、ここは互いにとってとても大事な局面だ。今度はきっちり本来の射程圏まで詰めてきているので、紗季もフリーにはしない。この状況、絶好調でも良い形でシュートに持って行くのは容易ではなかろう。ここは無理せず仲間を頼る方が確かく実じつな場面であり、逆に意い固こ地じなシュートでみすみす攻こう撃げきを終わらせるようなら、この試合全体を通しても決定的なミスに数えざるを得ないだろう。

「ドリブルも、ディフェンスも、走る速さも。私はこのチームで一番下。……だからこそ、これだけは、誰だれにも負けてらんないのっ！」

　それでもなお、雅美さんは果か敢かんにシュートを放った。

「っし！」

「…………やるじゃない。さすが、雅美だわ」

　そして、もたらした結末は。俺の想像を遥はるかに凌りよう駕がした、会心の一撃。

　バックステップで紗季を引きはがし、かなり早いリリースで投じたそのシュートフォームは、決して万全なものではなかった。

　けれども、手を離はなれた瞬しゆん間かんに『これは入る』と思わされてしまうような凄すごみを纏まとい、赤あか茶ちや色いろのボールは豪快にリングのど真ん中を射貫いて落ちたのだった。

　ううむ、やられた。これで自信を取り戻したであろう雅美さんは、もう一度大きな脅威に返り咲いた。残念ながら、この後も楽なんてさせてもらえないか。

「すごい雅まさ美み！　本当に頼りになるよ」

「当然よ、このために、私はこのチームにいるんだもの」

　かげつちゃんの称しよう賛さんをあっさりと受け流し、顔色一つ変えずにディフェンスに戻っていく雅美さん。いやはや、敵もさるもの。正直ちょっと格好いいと思ってしまった。

　この期に及んで、思い知らされる。次々と技術を吸収し、めまぐるしく成長し続ける五年生もまた、智とも花かたちと同じ至高の存在──小学生なのだと。

「ふふっ、相変わらずだな……って、え、姉ねえ様さま!?　いけない!!」

「いっけぇ～ヒナ～！」

「おー。まかせろー」

　だとしても、六年生チームも負けてはいない。復活のシュートで敵味方が息を吞のむ中、ただ一人ひとりマイペースを貫いて一気に敵陣まで詰めていたのは、大天使ひなたちゃん！　めざとく狙ねらいに気付いた真ま帆ほのロングパスを受け、一目散にがら空きのゴール下へその虹にじ色いろの翼つばさを羽ばたかせる（※俺おれ内イメージ画像）。

「失礼します、姉様っ！」

「わーい。かげ、いらっしゃい。いくぞー、しんけんしょうぶ」

　五年生たち全員が一いつ瞬しゆんは出し抜かれたが、さすが実の妹にだけは土ど壇たん場ばで看破されてしまったようだ。あと一歩というところでかげつちゃんはひなたちゃんの進路に身体からだを挟み込み、速攻を未然に防いでみせた。

「さて……」

　不意打ちが決まらなかったのは残念。しかしながら、図らずもこれはこれで非常に熱あつい局面が成立してしまったな。

　おそらく、今日きよう最初で最後の姉妹対決。ひなたちゃんとかげつちゃんは身体的に大きなミスマッチが生じてしまうため、試合中直接相まみえる機き会かいは非常に少ない。

　だからこそ今、コートの中には、いわば武士と武士とが居合抜きで果たし合うかのような、一いち期ご一いち会えの静かな緊きん迫ぱく感かんがたちどころに膨ふくらんでいた。

「とー」

　刹せつ那な、ひなたちゃんが動く。二人ふたりのミスマッチは、必ずしもかげつちゃんが全面的に有利というわけではない。高さで太た刀ち打うちできないというのはひなたちゃんに分ぶが悪い要素だが、

「く、さすが姉様、低い……！」

　その代わり、下方向の攻こう撃げき。潜もぐり込むようなダックインを受ければ、かげつちゃんはまるで目の前から相手が消えてしまったかのような錯さつ覚かくを味わうだろう。ひなたちゃんが攻勢に出る限りにおいて、この対決に勝しよう機きはちゃんと存在する。

「おー。かげも、ぐって低くなるの、じょうずになった」

「いつまでも抜かれてばかりでは、姉ねえ様さまの練習相手は務まりませんからっ！」

　このまま躱かわせるかとも思ったが、想像以上にしぶとく食い下がるかげつちゃん。重心の低いドライブで脇わきをかすめようとしたひなたちゃんを、自らも尻しりもちをつくすれすれまで腰を落とし、広げた長い腕で行き先を阻はばんでみせた。

「じゃあ、こっちからいってみる」

「く……！」

　しかし、抵抗もそこまで。異常なまでに身体からだが柔らかいひなたちゃんは前傾姿勢のままくるりとその場でスピンムーブ。まるで水鳥が湖面すれすれを飛行するようなしなやかさで、かげつちゃんが伸ばした右手を逃れて左手側を素通りしていく。

「やぎさんもふもふしゅーと」

　そこで、勝負あり。再び完全フリーとなったひなたちゃんはゴール下まで悠々と到達し、ボスハンドシュートを確かく実じつに収めてくれた。……どのへんがもふもふの由来かは俺おれには看破できなかったが、まあ細かいことは置いておいて見とれるような素す晴ばらしいドライブ技術だった。

　変則型のフォワードとして、真ま帆ほと同様ひなたちゃんもこのチームにはかけがえのない存在なのだと、しみじみ思わされる。
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　以後、両チームの十人が死力を振り絞り、一進一退の攻防が続く。

　途中で俺の方からもタイムアウトを挟んだりしたのち、ついにスコアボードの時間表が残り一分以下を指し示した。同じ学校の生徒でありながら様々な因果が重なり、袂たもとを分かってしまった二つのバスケ部同士の対決は、いよいよ最終局面に。

「はぁ……はぁ……くそー、まけるかー！」

　ここに来て顕けん著ちよなのは、五年生側の疲労。いくら鍛きたえてきたとはいえ、徹てつ頭とう徹てつ尾びのラン＆ガンは長年部活で鍛たん錬れんを続けている現役プレーヤーにとってもかなりしんどい。もちろん葵あおいもそれを分かった上で勝つために一か八か、あえてのノンストップを選んだのだろうが、ややスピードが落ち始めている感は否めなかった。

「さあ行くわよ、もう一本！」

　対して、六年生の方はまだまだ余裕がありそうだ。今まで地道に体力の下地を築いてきた成果でもあるし、加えて前半はハーフコートのセットプレーが中心だったので五年生に比べればスタミナの温存が利いている。

　そういう意味でも速攻系と戦略系のプレーは一試合の中でバランス良く使い分けるのが理想なのだが、結果として今回の対決は、互いがどちらかに寄りすぎていたのかもしれない。

　さておき、体力に陰りが見え始めてきた速攻系特化の五年生チームにとって、ここからの逆転は客きやつ観かん的てきに見て難むずかしそうだ。

　──なんて、な。そうそう簡かん単たんに予断が許される相手なら、苦労はしないんだけど。

「まだ、まだデス……！」

　ここに至ってついに、そして、またしても。相手側の超小学生がエンジンをフルスロットルで回し始めた。

　以前の勝負のリピート映像を見ているかのような展開。終しゆう盤ばん、エースに局面を委ゆだねるという予よ定てい調ちよう和わは当然相あい対たいする側にとっても予想がしやすく、裏をかいたり、意外性で盲点を突くといった効果は全くもって期待できない。

　それでもなお全すべてを託さずにはいられなくなるほどの信頼と技術を備えた選手に与えられる称号こそが、まさしく『エース』という概念そのものなのだ。

　矢のようなドリブルで突っ込んでくるミミちゃん。纏まとった汗は星ほし屑くずの如ごとく光ひかり輝かがやいていて、美しさとは裏腹に触れてしまったらたちまちその熱ねつで大やけどしそうだ。

「さあ、頼んだぞ。……智とも花か！」

　この最後の刺し客かくを退しりぞけられるのは、同じく我らが『エース』、湊みなと智花しかいない。

「何だかひさしぶりだね、こうしてミミちゃんと向き合うの……！」

「ヒミツトックン、してきたデス。もう、負けられまセン」

　やや距きよ離りを開き気味に、右のハイポスト付近で向き合う二人ふたり。この１ｏｎ１の結末が、勝負の行方ゆくえを大きく動かす。そんな予感からか、両チームとも他ほかの選手は全員逆サイドに構え、アイソレーションの体制で智花とミミちゃんが個人技をフルに発揮できるようお膳ぜん立だてをしてやっている。

「…………」

「…………」

　無言の牽けん制せいが続く。智花はかつての対戦と変わらずに距きよ離りを開き気味の、ドライブに強く意い識しきを割さいた構えだ。

　この一ヶ月、ミミちゃんは何を磨いてきたのだろう。前はジャンプシュート系の技をあまり使ってこなかったが、もしそちら方面の強化がなされていたら。ドライブと見せかけ、シュート。この基き礎そ的てきな崩し技を使われると、今の位置関係ではけっこう辛つらいかもしれない。

　それでも、智花の瞳ひとみには強い信念を思わせる輝きが宿っていた。負けず嫌いなミミちゃんのこと。躱かわし手てではなく、必ず前と同じ方法で正面突破を図り、完全なる勝利を目指してくるに違いない。そう読んでいるのだろうか。

「ヤッ！」

　はたして、そのポジション取りは正解だった。相変わらずの呼吸を見極めづらいポーカーフェイスを保ったまま、急加速したミミちゃんは低いドライブで智とも花かの間近をすり抜けにかかる。ゴールまでまだだいぶ距きよ離りがあったことも理由の一つだろうが、やはりここは小細工無しの勝負を挑んでくるか……！

「……っ！」

　ただどうあれ、これだけならばうちのエースは悠々と対応できる。スピードは凄すさまじかったものの軌道としては直ちよく線せん的てきな動きに、智花は素す早ばやく行き先を読んで突破を阻止。返す刀で手を伸ばしてスティールを狙ねらいにかかる。タイミングとしては完かん璧ぺき、あとはミミちゃんが二の矢、三の矢を用意していなければ勝負あり、という状況だ。

　まあおそらく、そこまで甘くはないと思うが──

「…………え」

　と、そんな風に。俺おれは間違いなく心の準備をしていたのだ。ミミちゃんは、ここからさらに次の技を重ねてくるに違いないと。

「このときのために。朝は、神こう戸べ牛ぎゆうを食べてきましたデス……！」

　それでもなお、絶句してしまった。身構えていたのに、いきなり崖がけの上から突き落とされたような衝しよう撃げきが、俺の脊せき椎ついを縦じゆう横おう無む尽じんに駆け巡った。

　智花に行く手を塞ふさがれたとみるや、ミミちゃんは流れるような動きで反はん時計とけいまわりに身体からだを回転させる。スピンムーブで方向転換か？　そう思わされてからコンマ何秒の世界の中、そのターンが一八〇度を超え、ついには三六〇度──きっかり一回転したところで、俺はもう驚おどろきと呆あきれで開いた口が塞ふさがらなくなっていた。

　スピンから再び正面を向き、ミミちゃんは空に舞まった。三半規管を自ら揺らしてから、出し抜けに放つジャンプシュート。ディフェンス側にとっても確たしかに止めるのは困こん難なんを極める変則的な動きだが、それ以上に打つ方が辛つらい。こんなの『神』と称される存在か、あるいはその神に肉にく薄はくした超人くらいにしか、緊きん迫ぱくした場面の中で使ってみようだなんて発想すら浮かばない、浮かべられない。

　マイケル・ジョーダン。あるいはコービー・ブライアント。米べい国こくプロバスケットボール、ＮＢＡの選手の中でも図抜けた知名度を誇るスーパーエースが十お八は番ことした、必殺ムーブ。

『ターンアラウンド＆ジャンパー』

　そんな神技を実戦の最中に、しかも勝敗を左右する土ど壇たん場ばの局面で打ち、

「……ねえ、昴すばる。どうすれば良いんだろう。『ナイスシュート』なんて口にするのが、おこがましいなんて思わされちゃった時って」

　信じがたくもゴールに収めて見せた小学生女子を称たたえるための言葉を、敵陣で溜ため息いき混じりにつぶやいた葵あおいと同様に、俺もまた思い浮かべることができなかった。

　いやはや、これはまずいかも。同点に追い付かれたという事実以上に、試合の流れをまるっと引き寄せられてしまった感が拭ぬぐえない。まさに点数以上の価値をチームに与える、エースのプレーだった。

「うっはー、すごいの決められちゃったな。さすがミミミミ！」

「ひ、ひなちゃん。かっこよかったねぇ。いまの、できそう？」

「おー。ちょっと、むずかしいかも。今度、れんしゅうしてみよう」

　と、俺おれが心にダメージを受けてしまっている中、試合をしている当の子どもたちは不ふ思し議ぎなほどに消沈した様よう子すがなく、まだまだ元気いっぱいだった。あんまり凄すごさが伝わっていない？　いや、それはあり得ぬ話。もう長らくバスケに触れ続けているあの子たちなら、今のがどれほど無む茶ちや苦く茶ちやなプレーなのかなんて語るまでもなく肌で感じられるはず。

　それでも精神的支柱を失った気け配はいが少しもないのは、つまるところ。

「ふふ。残り三十秒を切って、同点。これはもう、ラストのワンプレーで決めてもらうしかないわね。頼んだわよ、トモ」

「…………うん。ここまでみんなと積つみ重ねてきた点数、無む駄だにしたくないから。私も全部出し切る」

　智とも花かが。エースが。ミミちゃんと同じ高みに立てる存在だと、確かく信しんしているから。

「うし！」

　そうか、そうだよな。もちろん、俺だって同じ気持ちだ。一いつ瞬しゆん、あまりにも鮮せん烈れつなプレーに意い識しきを持って行かれかけたけど、それ即すなわち智花とミミちゃんに力の差がある、という認識になってしまったわけでは断じてない。二人ふたりが技を競きそい合えば、最後には智花が勝つと、俺もまた今も変わらず信じている。

「よーしラスト一本！　頼んだぞ！」

　激げき励れいを叫び、あとは全すべてを委ゆだねる。

　俺にとっての、いついかなる時も最高の存在。湊みなと智花に、残された時間全てを預けよう。

　まずは緩ゆるやかなドリブルで敵陣に詰め、試合終了までの二十数秒をフルに使いつつ、突破口を探る智花。

　布陣は、再びのアイソレーション。全幅の信頼を形にして真ま帆ほたちは逆サイドに集合し、智花がフルにスペースを使えるようサポートする。

　──残り、十五秒。

　まだ智花は動かない。相あい対たいするミミちゃんからすればスティールに行きたい気持ちはあるだろうが、ここでのミスやファウルはあまりにも致命的なので、智花の能力を知っていれば尚なお更さら慎重にならざるを得ない。

　攻守共に、この試合の結末は残り一度だけの衝しよう突とつに賭かける心こころ積づもりだろう。

　──残り、十秒。九秒。八秒。七、

「んっ！」

　ついに、智花が始動。左右のクロスオーバーで揺さぶりをかけ、大きく回り込むようにしてミミちゃんとの間合いを稼かせぎつつ、ゴールまでの直ちよく線せん距きよ離りを詰めていく。

「ノン。やらせはせん、デス」

　残り五秒、食い下がるミミちゃん。鬼気迫る守備で、なかなか智とも花かにシュートを放つタイミングを与えない。四秒、三秒。刻一刻と迫る試合終了のブザー。このままではリリースにすらたどり着けないと踏んだ智花は、やや強引にゴールから数メートルの距離を残して空に舞まった。連動して、ミミちゃんも飛び上がりブロックの体勢。これは、不利か……!?　レイアップでは距離が遠すぎるし、右手だけでボールを抱えたまま踏み切ってしまったから、今さらオーソドックスなシュートの体勢に切り替えるのも難むずかしい。

　この形から、ミミちゃんのブロックを躱かわしつつ放てるシュートなんて。

「……あ」

　たったひとつしかない。

　その、唯一の方法。しかし明らかに小学生の技術を逸脱した高こう難なん易い度どシュートのコツを、俺おれは少し前に智花に伝えていた。

　けれども、何度打ってみても智花は決めることが出来ず『やっぱりまだ早いですね……』と苦笑したきり、もう俺の前では試そうとしなかった。

　そう、俺の前では。

　けど、もしあれが、諦あきらめの宣言ではなかったとしたら？

　こっそり、密ひそかに練習を重ねて、いつか改めて披ひ露ろうして、成功させて、俺をびっくりさせようと。

　智花が、そんな風に考えてくれていたとしたら？

「……やっ」

　もはやある種の確かく信しんにたどり着いた直後、智花はふわりとボールを右手から宙へ送る。

　ゴールよりやや遠目から山なりの軌道で放つ──スクープショット。

　自分もまた己おのれの得意技に仕立てようと奮ふん闘とう中ちゆうの技を、教えたままの寸分の狂いもないフォームで智花が放つのを見た瞬しゆん間かん、俺は長らく味わいたくても味わえないでいた、懐なつかしい感覚に包まれた。

　それはまるで、自分が今コートの中に立ち、土ど壇たん場ばでラストシュートを放ったかのような一体感と臨りん場じよう感かん。

　入るか外れるかなんて、迷いすら浮かばなくて。

　有るのは無心の高揚。確たしかに今、俺は智花の身体からだを通して、自らバスケをプレーしていた。

　見上げた先に、リングがある。ベンチサイドからある種のもどかしさと共に眺めるのとは違う、あとほんの少し前に踏み出せばネットに触れられるような、選手としての距離感。

　でも、壁かべが立ちはだかる。ミミちゃんではない、俺と背丈の変わらぬシルエットを持った見知らぬ宿敵が、これ以上の前進は許さぬと飛び上がって手を伸ばしている。

　だから、残りの距きよ離りはボールに委ゆだねる。長年親しんだグリップを指先に感じながら、ブロックのさらに上。緩ゆるやかな放ほう物ぶつ線せんで放ったシュートの行き先を見つめる。

　ありとあらゆる喧けん噪そうが聞こえなくなって、静寂の世界に誘われた次の瞬しゆん間かん。垂直に射い貫ぬかれたネットの摩ま擦さつ音おんが軽やかに響ひびき、それが合図であったかのように巻き起こる歓声。

　ようやくそこで、俺おれの自我がベンチサイドに帰き還かんした。

　コートの中では、ラストショットを収めた智とも花かが満面の笑えみの仲間たちから、一斉に祝福の抱ほう擁ようを受けている。

「っし！」

　俺もまたガッツポーズで最高の試合を締しめくくりながら、つい先ほどまでこの身を包んでいた、白昼夢のような不ふ思し議ぎな感覚を反はん芻すうする。

　なにが起こったのか、現象を正しく説明することは難むずかしいけれども。

「……ありがとう」

　今口にすべき言葉は、この他ほかに何も思い浮かばなかった。
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「いよっしゃ～勝ちぃ！　やっぱすごいな～もっかんは！」

「ふふ、いちばん良い場面で決められたじゃない。たくさん練習した甲か斐いがあったわね」

「ううん、たまたま最後が私だっただけで、頑張ったのはみんな同じだよ」

　凱がい旋せんしてきた五人の輪わの中心で、称しよう賛さんに包まれる智花。

「おかえり、みんな！　おつかれさま、最高のゲームだったよ！」

「わーい。みんなでがんばって、おにーちゃんが作戦を考えてくれたから、またかげたちに勝てた」

「前半は、調ちよう子しなら良いはずなのになんとなく変な感じがしていて……。でも、長は谷せ川がわさんがアドバイスをしてくださってから、少しずつ追い付くことができましたっ。本当にありがとうございます！」

　五人がベンチに腰を下ろすのを待って俺も労ねぎらいを伝えると、全員が笑顔えがおをはじけさせながら頷うなずき、ひなたちゃんと愛あい莉りの言葉を皮切りにぺこりと頭を下げてくれた。

「いや、今日きようも俺の仕事なんてほんのちょっぴりあるかないかで、あくまでみんなが頑張ってくれたからこそ勝てたんだ。……智花。最後のスクープショット、すごかった。本気で驚おどろいたよ。あれからずっと、練習していたの？」

「は、はいっ。教えて頂いたときはやっぱり難しくて、あまりお手間をかけてご迷惑になったらいけないなって思ったんですけど……その。私も昴すばるさんと同じシュートを打てるようになれたら、嬉うれしくて。休み時間とか、お昼休みに少しずつ。ご、ごめんなさい」

　頰ほおを染めてしゅんと小さくなり、謝あやまる智とも花かにゆっくりかぶりを振る。普ふ段だんの練習を疎おろそかにしたわけでもなく、ひたすら陰の努力で身に着けた技なのだから、感動こそすれ、責める要素なんて何一つない。

「長は谷せ川がわさん。トモ、本当に毎日頑張ってたんですよ。長谷川さんとお揃そろいになりたい一心で」

「ふぇ、さ、紗さ季きっ！　そ、そんな、その、わ、私は……ふぁう」

　照れてしまったのか、微笑ほほえむ紗季にあわあわと手を振る智花。でも、そこまで俺おれのプレイに魅み力りよくを感じてくれていたとすれば、本当に嬉うれしいことだった。

「ありがとう智花。俺も智花とひとつになれたらすごく嬉しいし、それに、追い抜かれないようにますます努力しなきゃって気が引ひき締しまるよ」

「そ、そんなっ！　まだまだ昴すばるさんには全然敵かなわないですし、もっと練習しないと、です。な、なので……これからもどうか、よろしくお願ねがいしますっ」

「こちらこそ。これからも一いつ緒しよに頑張っていこう！」

「す、昴さん……。は、はいっ！」

　激げき励れいも込めて、俺は言葉通りに華きや奢しやな掌てのひらを握る。か細くて、肌がきめ細こまやかで、ほんのり温かい智花の手。こんな小さな少女に、自分自身が虜とりことなってしまうなんて、ほんの一年前だったら想像も出来なかったことだろう。

　しかし、つくづくすごい女の子だと思う。確たしかに一度教えはしたが、その時のアドバイスだけを頼りに、フォームを忠実に守り、スクープショットを実戦で決められるほどの上達を短期間で成し遂げるなんて。俺の言葉に全幅の信頼を寄せてくれた素直さと、地道な反復練習を苦と思わない真しん摯しさ。その二つこそが、智花の持つ才能の最たる要素なのかもしれない。

「昴、おつかれ」

　しみじみ感じ入っていると、遠目から幼なじみの爽さわやかな声。振り返れば葵あおいを先頭に、五年生たちがこちらに向かってきていた。最後尾には口をへの字型に結んだ竹たけ中なかの姿も在る。

「葵もお疲れ。いや、危なかったよ。今日きようは痛いところを突かれた」

「ん……。みんなのプレーは完かん璧ぺきだったし、あと少しで勝てるかもって思ったんだけど。でも、やっぱり智花ちゃんたちは手て強ごわかったね」

　葵が歩みを止めるのを待って、試合前と同じく拳こぶしをぶつけあう。俺たちの場合友好的に握手するより、こっちの方が『らしい』だろう。特に今日みたいな真剣勝負の後は。

「やー、ちょっぴり苦戦しちゃったぜ！　さすがあおいっちだな～」

「えへへ、今日はありがとうございましたっ。試合することができて、嬉しかったです」

　頭の後ろで腕を組んだ真ま帆ほが白い歯を覗のぞかせ、愛莉は胸元に手を添え感慨を露あらわにする。他ほかの三人も口々に紙一重だった勝負をしみじみと笑顔えがおで振り返り、ある意味では仇あだ役やくだった葵に対し眉まゆをひそめる気け配はいなど微み塵じんもない。予想通りではあるが、それでもやはりどこかほっとしてしまう。

　勝負は全力。でも戦いの時が過ぎれば大切な仲間。これぞまさに、スポーツマンシップそのものだろう。

「姉ねえ様さま、私も抜かれてしまいましたし、大だい活かつ躍やくでしたね。これからもっともっと頑張らないと、姉様のお役にはたてなさそうです」

「おー。いっしょにがんばろう。でも、かげもとってもとってもすごかったよ？」

　加えて袴はかま田だ姉妹の仲の良さは、言及するまでもなく折り紙付き。この辺の関係性はほとんど心配する要素などないので、あとは──。

『……………………』

　言葉もなく睨にらみをきかせる竹たけ中なか姉妹と雅まさ美みさん、一応プラスでミミちゃん。この子たちが、勝負の結果をどう受け止めるのか。目下の心配は、そこに集約されていた。

「……思った以上にギリギリの決着だったけど、なんとか勝つことができたわ。まずは、お互いお疲れさま」

　しばし時間をおいてから、代表して紗さ季きが口を開く。こういう時でも毅き然ぜんと話してくれるところが、本当に頼もしい。

「それで、これからのことなんだけど…………ねえ聴きいてる、つばひー？」

「……………………さい」

　慎重に言葉を選んで、戦いの前に交わした約束を確かく認にんし始める紗季。しかし椿つばきちゃんと柊ひいらぎちゃんが深くうつむき、わなわなと震ふるえていることに気付いて口の動きを止める。

「おーい？　そんな下向いてないでこっちみろ～？　あはは、二人ふたりともいいプレーしてたしそんな落ち込むことないって」

「だああああうるさいっ！　サキもマホもうるさいバーカバーカバーカっ！」

　躊ちゆう躇ちよした紗季に替わり、真ま帆ほがあっけらかんと呼びかけ始めるが、そこでもはや我慢の限界とばかりに双子は感情を爆ばく発はつさせてしまう。……ん、これはちょっと、マズいかも。

「な、ならないからねっ！　マホたちのドレイになんて、死んでもならないっ！　そんなクツジョクを受けるくらいなら……もうバスケなんて辞めてやるー！」

　はらはらしながら沈ちん黙もくを貫いていると、よりにもよって最悪の宣言がなされてしまった。しまった、変な誤解は、ちゃんと試合が始まる前に解いておくべきだったか。

「それは違うよ椿ちゃん、柊ちゃん。六年生のみんなは、奴ど隷れいだなんてそんなつもり──」

「葵あおいお姉さんは黙だまっててよ！　ボクたちのこと勝たせてくれなかったくせに！　噓うそつき！」

「……ん。…………ごめん」

　慌てて葵がフォローを試みてくれるが、糾きゆう弾だんの矛ほこ先さきを向けられて声を詰まらせる。俺おれがもし同じ立場だったとしても、そう言われたなら黙るしかなかったろう。試合の内容に関係なく、コーチを引き受けて勝たせられなかったという事実は、きっと堪こたえてしまうはずだ。

「…………おい。お前ら、本当に葵おねーさんのせいで負けたとか思ってんのか？」

「う……。に、にーたん」

　何も言えなくなる中、二人ふたりの実の兄である竹たけ中なかが憤ふん然ぜんと尋たずねてくれたのが、なんとも有あり難がたかった。この勝負、葵あおいに関しては称しよう賛さんされこそすれ、責められる要素など何もなかった。実際のところ、椿つばきちゃんと柊ひいらぎちゃんもその点は肌で理解できているはずだ。

「なー二人とも。あんまかっこ悪いとこ見せるなよ。お互い大事なもん賭かけて、全力勝負したんだ。そんで負けたんなら、潔いさぎよく約束果たせ」

　かつて、智とも花かたちが部の存続を賭けて争ったとき、竹中は負けた後文句らしい文句など何も言わず決め事に従った。まだ小学生なのに肚はらが据わった男の子だと、俺おれも少なからず感銘を受けたものだ。

「う、うううううイヤだあああああ！　マホたちの手下はイヤ～～～～～～～～！」

「手下になるくらいならバスケ辞める～～～～～～！　うぇ～～～～～～～～ん！」

　が、どうも竹中姉妹にとって、真ま帆ほに従うという事実は想像を超えるほどの抵抗があるようだった。ついには全すべてから逃げ出すように……いや、『ように』ではなく実際に、二人は話し合いを放棄し全力疾走でこの場から逃亡してしまった。

「あいつら、最低だ……。あー、すまん、情けないところ見せた。俺、とりあえず追いかける。わりーけど、ああなると人の話ぜんぜん聴きかないし」

「ええ。話し合いは、また今度にするわ。夏なつ陽ひ、ありがとね」

「礼とか意味わかんねーし。簡かん単たんにバスケ投げだすなんて、俺が許せねーだけだ。ほんじゃな」

「たのんだぞナツヒ～！」

　頭をがしがし搔かきむしりながら走り去る竹中に、紗さ季きと真帆がエールを飛ばす。こうなると、二人が慕う実の兄に全てを委ゆだねるしかないか。俺からも、ツンツン頭の後ろ姿に感かん謝しやと期待を送っておこう。

「……雅まさ美み、あなたは？　やっぱり、私と同じチームでバスケは出来ない？」

「当たり前でしょ。誰だれが紗季なんかと…………って言う気満々だったのだけど。あんな見苦しいシーン見ちゃったせいでなんか怒りが冷めてしまったわ。……少し、時間を頂ちよう戴だい。考えを整せい理りさせておきたいから、続きは別の日にさせて」

「分かったわ。じゃあ、また近いうちに。……でも、別れる前にもうひとつだけ。雅美。今日きよう、すごかったわよ。シュートはもちろんだし、他ほかの動きも短期間でとても良くなってた」

「黙だまりなさい。紗季なんかに慰なぐさめられても腹が立つだけ。……じゃあね」

　キッとライバルを睨にらみ付けてから、踵きびすを返す雅美さん。ミミちゃんとかげつちゃんもやや迷ってから雅美さんに付いていくことに決めたみたいで、ここで俺たちはひとまず別れることになった。

「私も行くね。今日は、最後まで五年生のコーチでいさせて欲しいから」

「ああ。ありがとうな、葵。……こんなこと言うのは勝手なのかもしれないけど。すごい楽しい試合だった」

「こんなこと言うのは昴すばるとは比べものにならないくらい勝手だと思うけど。私もね、すごい楽しかった」

　困り笑いを浮かべながら手を振る葵あおいに、俺おれも笑えみで答える。

　ほんと、これほど手に汗を握る試合が出来る十人が互いに切せつ磋さ琢たく磨ましたのなら、すごいチームになると思うんだけどな……。

　手が届きそうで届かない理想の形に思いを馳はせつつ、因いん縁ねんの対決はひとまず智とも花かたちの勝利で幕を閉じたのだった。
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「七な夕ゆさん、この玉子、とっても美お味いしいわ……！　ただのだし巻きじゃないですよね？」

「練った海え老びの身を混ぜてみたんです。うふふ、花か織おりさんのお口に合って嬉うれしいですっ」

　決勝戦を午後に控え、ひとまずは隣りん接せつする公園の芝生しばふでお弁当を広げて昼食会を開く俺たち。部員五人に加え親御さんたちもほぼフルメンバーで揃そろい、季節外れのお花見かというほどとても賑にぎやかで楽しい団だん欒らんの時間が流れていた。

　ついに公おおやけの舞ぶ台たいで試合に参加し、順じゆん調ちように勝ち進むことが出来ている充実感はもちろんのこと、こうやってバスケ部全員が家族ぐるみで交流の場を持てたことも、なんだか良かったなと思う。

　久く井い奈なさんとは別の、とても上品で落ち着いた雰囲気を醸かもしているメイドさんの給仕で、優ゆう雅がにティーカップを傾けている風ふう雅がさんに対し、改めて深い感かん謝しやの念が膨ふくらむばかりだ。

「いつもひなちゃんに優やさしくしてくれて、ありがとうございます～。やっと昴すばるおにーちゃんにお礼が言えたし、今日きようは来られて良かったわ～」

「そんな、こちらこそご挨あい拶さつできて光栄です……！」

　にこにこと俺にジュースを注ついで下さったのは、ひなたちゃんのお母かあさん。今日が初対面だったのだが、なんというか、まさしく『ひなたちゃんのお母さん』という感じの女性だった。ひなたちゃんよりもウェーブが強めなところを除けば髪型も似ているし、柔らかな笑顔えがおにも面おも影かげがあって、遠い未来にひなたちゃんが成人したころにはますますうり二つとなっているのではないだろうか。

　ただ、ひとつの驚きよう愕がくは。『成人したころ』というのはどんぶり勘かん定じようの括くくりではなく、完全に言葉通りの意味なのである……。信じがたいことにひなたちゃんのお母さん、お世辞など入る余地なく本気で大学生くらいにしか見えない。予備知ち識しきを持たない状態で『二児の母です』と告げられたら、百人が百人『ご冗じよう談だんを』と返すこと請うけ合あいだ。

　生命の神秘に驚おどろきを隠せないが、いっぽうでかげつちゃんの面影は眼めの色形くらいにしか感じないから、かげつちゃんはお父とうさん似なのかもな。そのお父さんだが、今日は五年生の方をずっと見て下さっているらしい。この後チャンスがあれば改めてご挨あい拶さつに行かなくては。

「……あっ、よろしければ飲み物どうぞ」

「おお、ありがとう昴すばる君！　やー気がきくね！」

　そして初対面と言えば、香か椎しい家けのご両親ともようやくご挨拶を交わすことができた。こちらもすごくイメージ通りというか、お父とうさんは筋肉隆々で大柄な格かく闘とう家か（特にキックとか立ち技系）タイプ、お母かあさんの方はすらりと引ひき締しまったプロポーションが眩まぶしい、タンクトップがよく似合いそうなトレーナーさんタイプ。万ばん里りと愛あい莉り、四人揃そろっていかにも健康的なスポーツ一家という雰囲気だ。

　……なお、これは断じてやましい気持ちでレポートするわけではないが、スレンダーな身体からだの中で例外的に豊満な曲きよく線せんを描いている『ある一つの部位』に関しては、強く母娘での遺い伝でんを確かく信しんする次第であった。

「ふむ。昴君ちょっとごめんな」

「えっ!?」

　などと学術的考察を重ねている最中、愛莉のお父さんにいきなり手首を握られてしまい、焦る。も、もしかしてふしだらな視線を向けていたと誤解されてしまったのだろうか……？

「なるほど。見かけ以上に柔軟で質の良い筋肉が詰まっているな。こういう身体は羨うらやましいんだよなあ、怪け我がしにくいから」

「そうなんですか？」

　……よかった、怒られるわけじゃないらしい。むしろ褒ほめられた。

「うむ。俺おれは高校まで野球やってたんだけど……ちなみにエースで四番！　大事な時にだいぶ怪我に泣かされちまって。そーでなきゃプロ入りも狙ねらえた自信あるんだけどなあ、わはは。その点昴君はあんまり心配しなくて良いと思うぞ。もちろん無む茶ちやは禁物だけど」

「あ、ありがとうございます！　そんな風に言って頂けるとすごくほっとします」

　やはりスポーツをやっていると身体の故障は常に心配な要素なので、専門家に太鼓判を押して頂けたことは心こころ躍おどる気分だった。それはそれとして、格闘技ではなく野球だったか。確たしかに言われてみれば違和感はない。

「あー、昴。怪我のことはともかく、親おや父じの自慢は話半分に聴きいとけ。どこまでほんとか怪しいもんだ」

「全部ガチだっていってるだろが、身体に似合わずみみっちい野郎だ」

「エースで四番だったのは本当よ。その頃ころはわたしもテニスに夢中だったから、試合見たことはほとんど無かったけど」

「えへへ。お父さんとお母さん、同じ高校だったんだよね」

　喜ぶ俺の傍かたわらで、万里、それから香椎家のお母さんも加わって家族の会話が花咲く。三人ともどことなく体育会系を感じさせる快活な話し方で、近くで静かに微笑ほほえみ相づちを打つ愛莉とはタイプを異にするようだ。

　もしかしたら、そんなお三方に囲まれていたからこそ愛あい莉りの控えめな性格が形成されたのかな。だとしても、根っこの部分では四人ともすごく仲が良さそうで、見ているだけで温かな気持ちになる。

　改めて、万ばん里りと愛莉の間のわだかまりが解けて良かったなと思うばかりだった。

「そうよ。同じ高校で、同じ学年。万里と昴すばる君みたいにね。……あ、そうだわ。ねえ昴君、もし良かったら。将来ウチのジムで働きにいらっしゃいよ。インストラクターになってもらえたら、とっても人気がでそう」

　しみじみ香か椎しい家けを見つめていると、お母かあさんから思わぬ勧誘を賜たまわってしまった。ジムのインストラクターか。今のところ何のスキルもないけど、身体からだを使った仕事というのは悪くない気もする。

「ありがとうございます、まだ将来のことはあまり考えられてないですけど、そんなふうに言って頂けて嬉うれしいです」

「長は谷せ川がわさんが、私のおうちで……。え、えへへ、そうなったら、嬉しいな」

「おう、良いんじゃね？　気が向いたらいつでも来いよ」

　愛莉と万里からも良い返事を頂き、ますます満まん更ざらでもないなという想おもいが膨ふくらむ。いや、もちろんあくまで選択肢の一つとしてだけど。

「そんときゃ愛莉が嫁で、万里と昴君は義兄弟になってるかもな～、わはは」

「えっ!?」

「はう!?　お、おおおお父とうさん、きゅ、急に何を言って……は、はううう……」

　とか吞のん気きに構えていたら、お父さんの爆ばく弾だん発言で場の雰囲気は一変。愛莉は激はげしく取り乱してしまい、

「…………前ぜん言げん撤てつ回かいだ。昴、俺おれは断じて許さんぞ、絶対にだ」

　万里はひたすら、怖い。今にも襲おそいかかってきそうで命の危き機きを感じる。

　よ、弱ったな。こういうときはどんな返事をするのが一番無ぶ難なんなのだろう。そんな気などない、と言ってしまうのは愛莉に失礼のような気がするし、かといって是非に……みたいな態度もそれはそれでおこがましいというか、なんというか。

「あら～？　ひなちゃん。愛莉ちゃんが、昴おにーちゃんのお嫁さんになるのかしら？」

「おー？　じゃあじゃあ、ひなもなる」

　とめどなく背中を伝う冷や汗が、袴はかま田だ母娘の会話でますます加速する。い、いかん。返事どころじゃなく、話題が昼食会全体に広がりつつあるぞ……!?

「あらあらお父さん、残念ね……。昴さんにはぜひ『なが塚つか』で働いて頂きたかったのだけど」

「落ち着きなさい、亜あ季き。子どもたち同士のお話なのだから、そんなにがっかりすることはないよ。……紗さ季きの戦いは、まだ始まったばかりだ」

「ななななな何を言ってるの二人ふたりとも!?　ち、違うんです長は谷せ川がわさん、わわっ、私はその、そんな……っ」

　早速永なが塚つか家けが火だるま。取り乱す紗さ季きに対してもまた、俺おれは何と言っていいか分からず声を詰まらせる──って詰まってるのは声ばかりじゃない。気付けば万ばん里りが俺に後ろからギリギリと無言でチョークスリーパーを仕掛けていて、声どころか息が……く、苦し……。

「ねーねーおとーさん！　あたしも！　あたしもすばるんにシューショクしてもらいたい！」

「ふむ、まほまほがそう言うなら即採用だな。昴すばるくん、馴な染じみのない業界で大変だろうが、ウチもなかなかやり甲が斐いのある仕事だよ。海外出張が多くなるから、体力があるにこしたことはないしね。バスケの経けい験けんも、きっと活いかせるはずだ」

　ああ、表から受けに行ったら大だい激げき戦せん間違い無しの一流企業からも内定が出てしまった。夢のような話だ、というかきっとこれは夢だ。夢であってくれ。

「あ、あなた。このままだと出遅れてしまいます。智とも花かを悲しませないために、是非今すぐ昴さんに家元の資格を……！」

「み、認められるわけがないだろう！　……あらゆる意味で！」

「もう！　でしたらあなたには頼りません！　──昴さん、私と智花の三人で日にち舞ぶの道を究めましょう！　ゆくゆくは二人で独立して下さって構いませんので！」

「ふぇ、おおおおお母かあさんまで昴さんに変なこと言わないで！」

「ダメよ智花、ここは恥ずかしがらずに攻めに出る場面に違いないわ！　さあ、早く昴さんのおそばで三つ指をついて、『ふつつか者ですがどうぞよろしくお願ねがいします』って──」

「いいいいい言いません～～～～～～～～！　ちょ、ちょっと手を洗ってきます！」

　からかわれ続け、我慢の限界とばかりに立ち上がって猛スピードで走り去っていく智花。

　その後もしばらく、俺は謎なぞの就活兼婚活（？）合戦の渦中に置かれ、激はげしい憔しよう悴すいを味わい続ける羽目になるのであった……。

「あらあら」

「にゃはにゃは」

　その間母さんはひたすらのんびりと笑い続け、ミホ姉ねえは我関せずと弁当食いまくってた。

　これが後に語られる、長谷川家、家庭崩ほう壊かい事件の決定的瞬しゆん間かんである。噓うそだが。







　一瞬の隙すきを突いて万里の腕に十字固めを決め、逆タップを奪うことに成功した俺は、手っ取り早く難なんを逃れるために洗面所に行くと告げてその場を離り脱だつした。

「あ、智花」

　そして、あてどなく歩くことしばし。恐らくは同じ考えで席を立ったのであろう智花が、大木の根に腰掛けすやすやと寝息を立てているところを発見。

「ほとぼりが冷めるまで待っているうちに、うとうとしちゃったんだろうな」

　あれだけ苛か烈れつな試合を終えた直後なのだから、無理もないこと。もちろん邪じや魔ましようなんて気は少しも起こらなかったのだが、季節は既に十一月。今日きようもじっとしてると肌寒さを感じる気候だったので、身体からだを冷やしてしまうことだけが心配だった。
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「これでよし」

　思案ののち、俺おれはそっと智とも花かの傍そばに近付き、羽は織おっていたジャージを脱いで智花の肩にかけてやった。まあ、何もないよりはマシだろう。

　そのままなんとなく、智花の隣となりに腰を落ち着ける。特に目的地があるわけでも無いし、俺もここで一休みさせてもらおう。

　雲ひとつ無い青空の下、そよ風が木こ漏もれ日びを揺らす。ほんの一時間ほど前までの興こう奮ふんが噓うそのように、とても穏おだやかに智花と二人ふたりきりの時間が過ぎていく。

　──すとん。

「お？」

　しばらくなにも考えずにぼーっとしていると、不意に僅わずかな重み。横を向けば、智花が眠りから覚めぬまま身体を傾け、俺の肩を枕まくらにしていた。

　うむ、起こさないように注意しないと。せっかくだし、決勝戦までわずかでも疲れを癒いやして欲しい次第。

「昴すばる、ふぁん」

「えっ？　……なんだ、寝言か」

　そう思った矢先に名を呼ばれ、目覚めさせてしまったかと焦ったものの、どうやら智とも花かはまだ眠りの中。もしかして、俺おれが出てくる夢でも見ているのだろうか。はは、だとしたらどんな内容か興きよう味みがあるな。

「昴さん……ふ、ふつつか者ですが、どうぞ……」

「なっ!?」

　と、興きよう味み津しん々しんだったタイミングで、まさかの例の台詞せりふ。ついつい狼ろう狽ばいしてしまい、俺は短く叫び声を上げてしまった。

「………………ふぁう………………あ、あれ。昴さ…………っ!?」

　そのせいで智花が目覚めてしまい、まどろみから回復するに従って顔全体を加速度的に紅こう潮ちようさせていく。

「お、おはよう智花。俺も隣となりで休ませてもらってたんだけど、起こしちゃってごめんね」

「い、いえその、それは良いのですがっ！　そ、その……わ、私。い、今、何か言ってましたでしょうか……!?」

「い、いや。特には」

　智花の慌て方がちょっと尋常ではなかったので、自然と噓うそをついてしまった。

「そ、そうですか！　よ、よかった。ご、ごめんなさい昴さん。ちょっとその、夢を見ていたみたいで……」

「そっか。だ、大丈夫だよ、心配しなくても」

　この安あん堵どっぷりを見ると、余計なことを言わなかったのは気き遣づかいとして正解だろう。でも、いったいどんな夢だったのかは正直気になる。あの台詞が出てくるということは、やっぱり……い、いかん変な邪推をするな俺。またドキドキがぶり返してしまうじゃないか。

「…………あ、あの、昴さん」

「お、おう。なんだい？」

　何とも言えぬこそばゆい空気が流れる中、智花が内うち股また気味になった自らの膝ひざを凝ぎよう視ししつつ、俺に呼びかける。やけにかしこまったような雰囲気に、俺もなんとなく背筋を伸ばして真っ正面を見据えながら返事。

「昴さんは……しょ、将来のこととか、考えたりしますか？」

「ん、将来、か……」

　少し、声が詰まる。正直に言えば、遠い先のことを考える余裕は現在のところあまりない。来年、高校で部活を再建できるか。未来に馳はせる想おもいといえばそれだけで、あとは現在進行形。智花たちと、自分のバスケのことくらいしか頭にないというのが本音だ。

　でも、今。智花にそう訊きかれて、俺に伝えたい想いがあるとすれば、それは──。

「──あ～っ、駆け落ち発見！」

『え!?』

　胸の内のおぼろげな想おもいを言葉に変えようとした直前。わりと近くから真ま帆ほの鋭するどい声が突き刺さって、ほぼ同時にびくりと肩をすくませる俺おれと智とも花か。

「こら、邪じや魔ましないの！　ふふ、失礼しましたお二人ふたりとも。私たちのことは気にせずどうぞごゆっくり」

　続いて紗さ季きの愉たのしそうなからかい。顔を向ければ、おそらく迎えに来たのだろう女バスの四人が、それぞれ微妙に種類の違う笑えみを浮かべてこちらを見つめていた。

「おー？　さき、あんまりゆっくりは、だめかも」

「ご、ごめんね智花ちゃん。もうすぐ、試合の準備をしないと」

　ひなたちゃんと愛あい莉りの言葉にはっと時計とけいを見れば、確たしかに決勝戦の予定時刻がだんだんと近付きつつあった。いかんいかん、俺が和を乱してしまってどうする。

「ごめんごめん！　よし、すぐに戻ってアップとミーティングを始めよう。ほら智花、つかまって」

「あ、ありがとうございます昴すばるさん！　みんな、ごめんね！　さっきまで私がうっかりお昼寝しちゃってて、それだけなの！」

　差し伸べた手を握ってくれた慌て加減の智花に、俺は微苦笑で僅わずかに頭を下げる。

　──これから先のことは、また今度。とかなんとか、そんな意味を込めて。

　伝わったかどうかはまったく定かではないけど。ほんの一いつ瞬しゆん、繫つないだ掌てのひらに智花がきゅっと幽かすかな力を込めてくれたような気がした。

「向こうの準決勝、もうとっくに決着ついてるよね？　勝ったのってやっぱり」

「はい、圧勝で硯すずり谷だにだったみたいです。さすが、エース抜きでも強敵ですね」

　やはり順当に勝ち上がってきたか。昼食を食べ始めたころから既に楽勝ムードだったから番狂わせはないだろうと思っていたけど、いざ決まると改めて気合いが入る。

　さあ、いよいよ本日の最終戦。初めての大会をみんなの優ゆう勝しようで飾れるよう、俺も可能な限りのサポートをしてやらないとな。

「おとーさんおかーさんたちもいっぱい応援してくれるってさ！　うおーちょー気合い入りまくるぜ！」

　勇ましく拳こぶしを突き出す真帆の仕し草ぐさを真ま似ねて、俺もガッツポーズで応こたえる。椿つばきちゃんと柊ひいらぎちゃんがあれからどうなったかとかいろいろ気になることもあるけれど、ひとまずは試合に全力で集中しよう。

「……ん？」

　あれ、ちょっと待てよ。気になることと言えば、今の真帆の言葉にも、そこはかとない違和感があったような。

「ほえ？　どしたのすばるん？」

「いや。今さらなんだけど……。今日きよう、真ま帆ほのお母かあさんってどこにいたの？　できればご挨あい拶さつしたかったんだけど」

「え～、ほんと今さらだな～。おかーさんなら、ずっといっしょにいたじゃ～ん」

　あきれ加減の横目と共に、つんつんと肘ひじで俺おれのわき腹を突く真帆。え、いっしょにいたってそんなはずは。だって、香か椎しい家けのご両親とひなたちゃんのお母さんを除いたら、今まで面めん識しきがなかった人なんてあの場には──。

　……一人ひとりしか、いらっしゃらなかったわけだが。

「もしかして、あの風ふう雅がさんに給仕されてた方が……？」

「そだよ、あたしのおかーさん。ぷくく、すばるん気付いてなかったの？」

　いやいや気付くって言うか、考えもしないぞ。あの上品で理知的な佇たたずまいの方がまさか……って、その言い方だと真帆が上品で理知的な佇まいと縁えん遠どおいみたいで語ご弊へいがあるな。

　そうではなくて、もっと根本的な問題として、あの女性……！

「な、なんでメイド服姿だったの!?」

「おとーさんのシュミだよ？」

「……………………………………左さ様ようで、ございましたか」

　ああ、なるほど。遅ればせながらに、俺は今ようやく理解してしまった。

　真帆たちが初めて俺を迎えてくれたとき、メイド服を着てたのって、そうか。

　間接的に、風雅さんプロデュースだったのか……。

　思わぬ情報に微妙な脱力感を味わってしまったが、いかんいかん、これから強敵との勝負が待ち構えているのだ。みんなが身体からだを温めている間に、集中力をもう一度高めて万全の状態で挑まないと。

　で、試合終わってからあらためてきちんとご挨拶させて頂こう……。
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「トモ、外ちょうだい！」

「お願ねがい紗さ季きっ！」

　智とも花かがインサイドにディフェンスを引き付けてからキックアウトしたボールを紗季がミドルレンジから放ち、綺き麗れいな連携で硯すずり谷だにから得点を奪う慧けい心しん女バス。

　ふふっ、今のは雅まさ美みさんさながら、という感じだったな。やっぱり、どこかで紗季も同じ商店街の看板娘に良い意味でのライバル心を胸に潜ひそめているのかもしれない。してやったり、という風に、このプレーを決められた喜びを顔全体に宿している。

　開幕した決勝戦。硯谷は平均的に高いレベルで安定した良いチームだったが、個々の選手の力はどうやらこちらの方が上だったようだ。互いがマンツーマンの正攻法で時間を重ねていくうち、二点、四点、六点と、次第に智とも花かたちのリードが積つまれていく。

　もちろん陣頭指揮をとるのは麻ま奈な佳か先せん輩ぱいだし、厳きびしい練習を積み重ね体力面での不安はゼロに等しい相手なのだから油断は禁物だが、この試合の優ゆう位いはもうよほどのことが無い限り揺るがないだろう。

　ついに、ここまで到達したのだなとしみじみ深い息が漏れる。スタメン不在なら、県随一の強豪すら圧倒できる。素す晴ばらしき才能を誇る五人が順当に力をつけていることを客きやつ観かん的てきな形で確かく認にんし、コーチというポジションを担うことが出来た僥ぎよう倖こうに、改めて感かん謝しやを膨ふくらませずにはいられなかった。

　あとは、なんとか真打ち──未み有ゆちゃんたちとの再戦の機き会かいが得られればと願ねがうばかりなのだが、それは追々考えるべき事だ。今はちゃんと最後まで、俺おれもこの試合に集中せねば。

　さて、折り返しのハーフタイムを過ぎ、ここからの時間、コーチとしてはどんな目的意い識しきで挑むべきか。ただ漫然とやり過ごすのではなく、何か課か題だいを見つけてあげたいところだが。

「……はぁ、はぁっ」

　迷い処どころとしては、敵センターのあの子。都みやこ大おお路じ綾あやさんに対して、どこまでプレスをかけていいものか。

　やはり他ほかの選手に比して、マッチアップに苦労している感は否めない。バスケ歴が浅い割にはすごく頑張っているとは思うものの、まだプレーに自信が持てないためか及び腰になってしまう場面が目立つのだよな。可哀かわい相そうだが、愛あい莉りと真っ向からやり合うには力不足を指摘せざるを得ない。と、いったところで他の硯すずり谷だにの選手は体格が小さめなので、愛莉とは大きなミスマッチが生まれてしまい、ますます相手が悪い。

　攻めやすいが故に、攻めにくい穴。無理に突かなくても総合力で上回れるなら、見て見ぬ振りをするというのもひとつの選択肢だが。

「……あの、紗さ季きちゃんっ！」

「愛莉？」

「パス、どんどん下さいっ！」

　と、俺が迷いを持て余していたまさにその時、一大決心をしたかのように手を上げた愛莉が、なんと紗季に毅き然ぜんとボールを求めてみせた。こんなシーンは滅めつ多たに見られるものではない。

「ふふ、了解！」

　一いつ瞬しゆんきょとんとしつつも、すぐさま口角を持ち上げた紗季は迷わずパスを託す。愛莉の積せつ極きよく的てきなリクエストとあれば聴きかぬ由よしはなし。慧けい心しん女バスの誰だれもがそう思っているところだろう。

「ごめんね綾ちゃん。どんどん行きますっ」

「……っ。は、はいっ！」

　パスを受け、愛莉はポスト際からのパワードリブルで直ちよく線せん的てきにマークマンを押し込む。その気迫に負けてたたらを踏んでしまったが最後、綾あやさんはゴール下まで進入した愛あい莉りのシュートを、ただ茫ぼう然ぜんと見つめることしか出来なくなってしまった。

「愛莉、さん……うう」

「…………」

　苦く悶もんの表情を浮かべる綾さんに、愛莉は一いつ瞬しゆん滲にじんだ辛つらそうな表情を自ら振り払い、何も言わずに守備へと戻っていく。

　真剣勝負の最中だ。アドバイスは出来ない。でも、試合を見つめる多くの瞳ひとみには、愛莉の無言の意志が、間違いなくはっきりと伝わっていた。

　──これが、高さだと。

　高身長の者にしか出来ない仕事が、バスケのコートの中には間違いなく存在するのだと。愛莉は自らのプレーを以もつて、綾さんに伝えようとしているのだ。

　かつての自分とよく似た、己おのれの在り方に自信を持てず、臆おく病びように苛さいなまれてしまう少女に、強いシンパシーを感じているからこそ。

　葵あおいが、兄が、今まで触れてきたバスケットボールが、愛莉に強さを与えてくれたのと同じ方法で、綾さんに光の射さす方向を示そうとしている。

「愛莉……愛莉……」

　隣となりでは万ばん里りが大粒の涙を流しているが、まあ今ばかりは何も言わずにおこう。

　俺おれ自身、深い感動が胸の奥にじんわりと広がっている最中なのだから。

　ああ、もう大丈夫だ。今日きようの俺の仕事はすっかり満了。

　あとは子どもたちが、強く、たくましく、めまぐるしく、自ら成長を遂げてくれる。

「アヤ、食らいついて！　愛莉ちゃんを止められるとしたら、アヤしかいないんだよ！」

「………………………………はい！」

　そして、敵陣にも幽かすかな、でも確たしかな変化の兆候が。

　麻ま奈な佳か先せん輩ぱいからの声援を引き金に、及び腰だった綾さんが僅わずかながら視し線せんを前に持ち上げる。

　おっかなびっくりなのは変わりない。技術面でも、まだまだ未み成せい熟じゆく。

「行くよ、綾ちゃんっ」

「はいっ！　………………私にしか、できないこと。バスケには、それがあるんだ」

　でも、諦あきらめてない。今、持てる力を駆使して、綾さんは最後まで愛莉の猛攻に抗あらがおうと努力し続ける。

　この試合においては、こちらのアドバンテージを崩すには至らなかった。

　でも、もしかしたら。次はもう、わからないかもな。
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　結局、決勝戦は30─18という大差で決着。慧けい心しん学がく園えん六年女子バスケットボール部は、見事初うい陣じんで三み沢さわ風ふう雅がさん主催による第一回ミニバスケットボール大会の頂点に登り詰めた。

「うおっしゃ～！　ユーショー、ゲットだぜっ！」

　真ま帆ほが天高く両手を突き上げ、

「本気でたっぷり練習してきたっていう自覚はあったけど、こうして結果が出ると……うん、やっぱりすごく、嬉うれしいものね」

　紗さ季きが静かに自分の掌てのひらを見つめ、

「優ゆう勝しよう……。バスケでいちばんになれたんだね。今まで続けてこられて、本当によかった……」

　智とも花かがうるうると瞳ひとみを濡らし、

「みんないっしょがよかったから、ひなもいっしょでいられるように頑張った。だから、みんなで優勝できて、すごくうれしい」

　ひなたちゃんがにこにこと屈託の無い微笑ほほえみを浮かべ、

「うんっ。本当に、ありがとう。みんな、同じチームになってくれて、本当にありがとうっ！」

　愛あい莉りがいつもよりずっと快活な仕し草ぐさで手を組んで、

『優勝、ばんざーいっ！』

　歓喜を弾はじけさせた五人が身を寄せ合って輪わを作り、この日までの成果をたたえ合う。

　やっぱり、努力が確たしかな形になる瞬しゆん間かんって、本当に良いものだよな。自分もまたチームの一員として、最高の結果に喜びがとめどなく溢あふれてくる。

「すばる～ん！　勝ったよ！　あたしたち、優勝したよ～！」

「ふふ、なんとか今までのご指し導どうの成果を実践で出すことができました！」

「えへへ。長は谷せ川がわさんのおかげで、わたし、少しずつ強くなれた気がします……」

「わーい。おにーちゃん、ありがとうございます。ひな、もっともっとみんなといっしょにがんばる」

「どうか、これからも私たちのことをよろしくお願ねがいしますっ！」

　小さな英雄たちをフルスロットルの笑顔えがおで迎えてやると、真帆、紗季、愛莉、ひなたちゃん、智花の順で、五人は栄光の時間を俺おれにも共有させてくれる。

「三戦とも、本当に良い試合だったよ。お疲れさま。そして、こんな幸せを味わわせてもらえて、むしろ俺の方から大だい感かん謝しやだ。こちらこそ、どうかこれからもよろしくお願いします」

　深々とお辞じ儀ぎし、みんなに率直な想おもいを伝える。この先、五人しかいないというチーム事情は、深刻な不自由さをもたらしてしまうだろう。だとしても残された時間を、俺は全ぜん身しん全ぜん霊れいを賭とし、共に歩んでいきたいと決意を新たにした。

「昴すばるくんたち、お疲れ～！　いやーますます強くなったね～慧けい心しん！　ちゃんと伸び盛りの子たちばっかり連れてきたんだけど、これほど歯が立たないとは思わなかったよ」

　祝勝を口々に盛り上がることしばし。麻ま奈な佳か先せん輩ぱいが敵陣のベンチからやって来て、肩をすくめながら溜ため息いきを漏らした。互いに正々堂々ベストを尽くした戦いの後なので空気はひたすら爽さわやかだが、先輩としてはわりと……いや、まっとうに悔しそうだ。なればこそ、この戦いを制した価値がますます伝わってきて、手て応ごたえが膨ふくらむ。

　事実、逆側のトーナメントは硯すずり谷だにが全戦圧勝で昇ってきたのだ。スタメン不在だろうと、断じて弱い相手ではなかった。それは実際戦ってみて肌で感じたことでもある。

　今日きようの栄光は、間違いなく智とも花かたちが強くなったからこそ辿たとり着けたのだ。

「先輩。試合できて、とても嬉うれしかったです。是非、また……」

「うん。次は公式戦で、だね。いろいろ大変だって聴きいてるけど、ま、きっとなんとかなるよ！　だからさ、必ず出て来い！　その時は、ウチもベストメンバーで、本当の強さを見せてあげるから。……きっと、ね」

　激げき励れいの言葉と共に、麻奈佳先輩は俺おれの額ひたいにごく軽いデコピンを二度、三度と弾ませる。年上らしい懐ふところの深さが心地ここちよくて、とても有あり難がたかった。

「そうですね。できれば……いや、必ず」

「んむんむ、それでよい。なんとかなるっつっときゃ、意外となんとかなるもんさ。……っと、積つもる話はまた今度にして。あのね、帰る前にもう一回、アヤがお話させて欲しいんだって。愛あい莉りちゃんと。ちょっとだけ良いかな？」

　そう言って麻奈佳先輩が振り返った先で、綾あやさんがもじもじと内うち股また気味にこちらの様よう子すを窺うかがっていた。

　ふむ、もちろん俺としては異を唱える理由などないし、

「愛莉、大丈夫？」

「は、はいっ！」

　愛莉も背筋を正しつつ了解してくれたので、ここは場を譲ゆずることに。

「アヤ、良いって～！」

　快活な麻奈佳先輩の呼び声に従い、小走りで綾さんが俺たちの許もとにやって来る。御用向きは……うん。既に表情がおおよそを物語っていた。

「あ、あの、愛莉さん……。今日は、ありがとうございましたっ！　私、ぜんぜん相手になりませんでしたけど、すごく……格好良かったです。愛莉さんのバスケ、素す敵てきだなって。何度も思いました」

　星のように輝かがやく瞳ひとみから溢あふれるのは、憧どう憬けい。バスケに転向したばかりらしい綾さんは、すっかりコートの中で凜りんと仲間を支える愛莉の在り方に魅みせられてしまったようだった。

「そ、そんなっ。わ、わたしなんてまだまだぜんぜんだし、すごい人は、もっとたくさんいるし！　だけど、ええと……ね。わたしでも、バスケでは役に立てることがあるのかもって、続けてるうちに思えるようになってきて。だから、その、自分にしか届かない場所があるのなら、手を伸ばしてみようって決めて。そうしたらますます、バスケをするのが楽しくなってきて……ご、ごめんなさい。上う手まくまとまらないね」

「いえ、すごく伝わります。……あの。私、愛あい莉りさんみたいになりたいです。愛莉さんみたいになれるように、これからバスケ、頑張ってみます！」

　もと体たい操そう部ぶのホープだったという綾あやさんの本質的な性格は、元来まっすぐなスポーツマンなのだろう。だけど、身体からだが変わってしまったためスランプに陥おちいり、さらに新天地での不安に、心を収しゆう縮しゆくさせてしまっていた。そんな時に出会った愛莉という存在は、まるで道しるべの灯ともし火びのように見えたに違いない。

　そしてきっと、愛莉もそれを望んだ。自分だけが綾さんに伝えられることがあるはずだと、信じて。

「……えへへ、よかった。綾ちゃん、なんだか、迷っているみたいだったから。昔の、わたしみたいに。だから、もしかしたら。わたしのことを知ってもらえれば、何か力になれるかもって……ご、ごめんなさい。生意気なこと言っちゃった……」

「そんなことないです！　愛莉さんはもう、私の憧あこがれの人です！」

「はぅ……あ、ありがとう、ございます……」

　前に踏み込み、照れてたじろぐ愛莉の手首を両手で握る綾さん。はは、試合が終わって、一気に攻守逆転してしまった感じだな。

「昴すばるくん、ありがとう。負けたのは悔しかったけど、今日きようの試合、ウチらにとっても大だい収しゆう穫かくになるかもね」

「俺おれは何もしてませんよ。……でも確たしかに、大きなターニングポイントだったかもしれないですね」

　愛莉に準ずるほどの長ちよう軀くを誇る硯すずり谷だに女じよ学がく園えんの五年生、都みやこ大おお路じ綾さんか。

　図らずも、眠れる獅し子しを起こしてしまったかもしれないな。面おも白しろい、望むところだ。

　愛莉にとっても、高さだけでは圧倒できない強敵の存在は、必ず大きな価値となる。この出会い、互いの将来に大きな意味をもたらしそうだ。

　そのためにも是非、未み有ゆちゃんたちも含めた硯谷フルメンバーとの再戦を、望んで止やまないわけなのだが……。

「あ、葵あおいちゃーん！　負けちゃったよー慰なぐさめてー！」

　観かん客きやく席せきで決勝戦を見守ってくれていた葵を見つけ、冗じよう談だんめかして手を振る麻ま奈な佳か先せん輩ぱい。

　あれから五年生チームは昼食会のあと早々に解散し、雅まさ美みさんと竹たけ中なか姉妹は最終結果も確かく認にんせずに帰ってしまったらしい。

　チーム合流という淡い夢が実現する見通しはあまり明るくないが、まあ、あとはなるようにしかならないか。ひとまずは悩むより、初はつ優ゆう勝しようの喜びを嚙かみしめるのが流りゆう儀ぎだろう。

　閉会式のあと、俺おれたちは葵あおい、そして残ってくれたミミちゃん、かげつちゃんとも合流し、風ふう雅がさんが用意して下さった打ち上げ会場に移動してさらなる幸せな時間を積つみ重ねた。
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「なんだか思った以上に大会が盛況でね。エントリーを締しめ切ったあとに『出たかった！』という問い合わせをたくさん頂いたりして、もしかすると大会は来年も開くことになるかもしれないね」

　プロ選手の祝勝会さながらの立食パーティ会場で、改めて主催して下さった風雅さんにお礼を告げると、にこやかにそんな展望が語られる。

「なんだかおおごとになってしまって、すみません」

「いやいや、何よりもまほまほが望んだことなのだから、僕としても喜ばしいかぎりだよ。来年は、中学生の部を新設だね」

　優ゆう美びに両手を広げ、当然のことのように規模拡大を宣言する風雅さん。……そっか、小学生としては、もう真ま帆ほたちは出られないんだもんな。当たり前のことなんだけど、いざ実感すると何ともいえないせつなさがちくりと胸に刺さる。

「それじゃあね、昴すばるくん。僕はちょっとした準備があるから少し外すよ。これからも、まほまほたちのことをどうかよろしく」

「あっ、はい！　こちらこそ、本当にお世話になりました！」

　踵きびすを返した風雅さんに、深く頭を下げる。風雅さんが協力して下さらなかったら、みんなに大会を経けい験けんさせてあげることすら出来なかったかもしれない。それを思えば、これ以上の戦いの舞ぶ台たいなんて高望みかもしれないんだけど。

　だとしても、やっぱり。まだまだ五人には、目標を持たせ続けてあげたいんだよな。

「あ！　それと、あの！」

「……？　どうかしたのかい、昴くん」

　しみじみ物思いにふけって大事なことを忘れそうになる寸前で、はっと思い出す。いけない、危ないところだった。

「あの、真帆さんのお母かあさんだと、あとで伺うかがいまして……。ご挨あい拶さつが遅れて申し訳ありません！」

　慌てて風雅さん──と、主人に傅かしずく知的な雰囲気を纏まとったメイドさんの後を追い、改めて頭を下げる。いけない、またしても無礼を働くところだった。

　なにせ、あまりにも真帆とイメージが重ならないからうっかり意い識しきが逸それてしまうのだ。

「お気になさらないで下さい。いつも娘が世話になっております」

「おお、そういえば昴くん、妻とは初対面だったっけ」

　足を止め、ほとんど表情を動かさずに深々とお辞じ儀ぎする真ま帆ほのお母かあさん。クールだ、超クールだ……。確たしかにまっすぐな栗くり色いろの髪とか、透き通った瞳ひとみとかに真帆との相似はあるのだけど、それでも未いまだに母娘だという事実が信じられない。

「妻の萌め衣いだ。萌もえる衣と書いて、萌衣。僕がまほまほを褒ほめる係で、萌衣が叱しかる係かな、うちは。あはは」

「三み沢さわ萌衣です。風ふう雅ががすぐに甘やかしてしまい、こちらとしては困っているのですが。そのぶん私は真帆に天敵と恐れられておりますので、扱いに困ったときは是非ご相そう談だん下さい。しっかり言い聞かせます」

　淡々と、澄すんだ声を響ひびかせる三沢萌衣さん。その落ち着いた雰囲気と、可愛かわいらしい御名前、そして真帆のお母さんであるという驚きよう愕がくの事実。極めつきにメイド服。ギャップのクアッドコアみたいなお方だった。

「あ、ありがとうございます。でも、真帆さんはいつも良い子なので大丈夫です！」

「……お優やさしいですね、昴すばるさんは」

　とりあえず、フォローをしておこう。あまり冗談を仰おつしやる方では無さそうなので、天敵という表現、恐らくはそのままの意味だと思われる。下へ手たな密告は真帆に本気で恨うらまれそうだ。

「それじゃ、また後でね」

「あっ、はい！　今日きようは重ね重ね、ありがとうございました！」

　無事挨あい拶さつを済ませ、今度こそ風雅さんたちと別れる。それからしばらく親御さんや子どもたちと談笑を続けていると、不意に会場全体の照明が少し落とされ、壇だん上じようにスポットライトの光が点ともった。

「宴会の途中ですが、ここで風雅さまよりスペシャルプレゼントのお届けがございます。慧けい心しん学がく園えん女子バスケ部の皆様、どうぞ壇上に。ゲッタン様とミミミミ様も、ぜひ」

　続いて光の中心に現れた久く井い奈なさんが、軽やかな口く調ちようで祝勝会に参加してくれている五年生も含めた部員たちを登壇するように促した。なんだろう、スペシャルプレゼントって。大会の賞しよう品ひんである風雅さんデザインの格好いいジャージなら、有あり難がたいことに俺おれも含めて先ほど閉会式で既に頂いた後なのだけど、他ほかにもなにか用意して下さったのかな。

「なになにやんばる？　おとーさん、もっとプレゼントくれるの？」

「はい。どうぞ皆様お受け取り下さい。──風雅さま、よろしくお願ねがいします」

　きょとんとする真帆に久井奈さんが頷うなずいてほどなく、ステージの後ろを飾っていた白いカーテンがゆっくりと二つに割れていく。

「あっ。ね、ねえ昴！　もしかして、あれって」

「ああ、間違いない……。風雅さん、本当にありがとうございます。これ、みんなにとって絶対に最高のプレゼントです」

　現れたのは、壁かべに飾られた七着の服。白と水みず色いろ、慧心学園運動部のチームカラーで構成された、かわいらしくも精せい悍かんな、バスケットボールのユニフォームだった。

「どうだい？　気に入ってもらえそうかな？」

　呆あつ気けにとられ、視し線せんを釘くぎ付づけにさせている子どもたちのもとへ、風ふう雅がさんが軽やかに歩み寄る。皆はしばし顔を見合わせ伝えるべき言葉を探している様よう子すだったが、表情を見ればどれほどの感動に包まれているかなんて、あまりにも明白だった。

「いいのっ!?　これ、もらっていいの!?　あたしたちの、ユニフォームにして良いのっ!?」

「もちろんだとも。よかったら、みんな手に取ってみておくれ。裏に控え室もあるから、面めん倒どうでなければ試着もできるよ」

「すごい……。可愛かわいくて、でも、格好よくて。みんなお揃そろいの、ユニフォーム。なんだか、夢みたい……」

「あっ、もう背番号と名前も入れて下さってるんですね……！　これを見ると、すごく実感が湧わくというか……嬉うれしいです」

「なんだか、わくわくしちゃうね……。バスケの選手に、ちゃんとわたしもなれたのかなって……」

「おー。ひな、とっても大事にする。ふーが、いつも素す敵てきなお洋服、ありがとう」

　溜ために溜めた喜びを爆ばく発はつさせるように、声のトーンを高めて風雅さんへの感かん謝しやを告げる五人。大会出場を果たし、よりいっそうチームとしての一体感が高まったところでこの贈おくり物は、どれのほどの歓喜であろう。なにせ、こうして智とも花かたちを見つめている俺おれですら、感動のあまり心が震ふるえてしまっているのだから。

「あ、あの……本当に私たちも頂いてよろしいのでしょうか……？」

「トモカたちと、ちがうチームつくりました」

　いっぽうかげつちゃんとミミちゃんは、盛り上がる五人の輪わの近くで逡しゆん巡じゆんを滲にじませていた。いきなりの展開に、戸惑ってしまう気持ちは確たしかになんとなくわかる。

「違うチームでも、慧けい心しんのバスケ部であるのは変わらないだろう？　難むすかしく考える必要なんて全然なくて、これはただ、今まで頑張ってきたみんなへ僕からのささやかなプレゼントだよ。それ以上の意味なんて、なにもないんだ」

　けど、風雅さんのさりげない説得で、二人ふたりの表情はだんだんと軽くなっていった。あれほど洗練されたハイセンスなユニフォームだ。本心ではきっと『着てみたい』という気持ちの方が強かったのではないだろうか。

「いこう、かげ。いっしょにしちゃく大会」

「ミミちゃんもどうかな？　私たち、お言葉に甘えて今すぐ着てみようと思うんだけど……」

　ひなたちゃんと智とも花かに誘われ、顔を見合わせたうちにこくりと首を縦たてに振る二人。なんとなくだけど、今の頷うなずきには同じユニフォームに袖そでを通すという決意に、より強い意志が乗せられているようにも見えた。

　そうして、七人がいったん壇だん上じようから姿を消して、ほどなく。

「──ばばーん！　どうどうすばるん、あたしたち、似合ってる？」

「……すごい。ぴったり似合いすぎて、感動だとしか言えないよ」

　全員がジャストサイズなユニフォーム姿で戻ってきたとき。なんだか俺おれは、あるべき物がやっとあるべき姿に戻ったかのような、不ふ思し議ぎな『納得感』を覚えた。

　パズルのピースがまた一つ揃そろい、今日きようまで重ねた思い出と、まだ見ぬ未来へ膨ふくらむ夢が、強い衝しよう動どうになってこの身を焚たき付ける。

　ああ、なんとかして導みちびいてやりたいな。この子たちが強い絆きずなで結ばれたチームとして思う存分活かつ躍やくできる、新たなる戦いの舞ぶ台たいへ。
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　──と、これがラストイベントになっていれば非常に美しい形で祝勝会は終了したのだが。

　そこはそれ、この会場はお祭り少女、三み沢さわ真ま帆ほのホームグラウンドみたいなものであるからして。後から思えば、ゆめゆめ油断などしてはいけなかったのである。

　ユニフォームを汚さぬようにと、再び着替えをしに真帆が仲間全員を引き連れて控え室に戻っていった瞬しゆん間かん、俺はもっと嫌いやな予感を受け止めるべきだった。

　さすれば、この日最後に控えていた『悲ひ劇げき』は回かい避ひできたかもしれないのだから。

「ばばばーん！」

　不意に、ユニフォームに着替えて戻ってきた時とほぼ同じかけ声が壇上から響ひびいたので、何気なく顔を向けると、

「…………なん、だと？」

　そこにはあろうことか、学校指定の水着に身を包んだ七人の姿が。

「……………………」

　会場内が、一瞬にして静寂に支配される。娘が、妹が、教え子が、パーティ会場にいきなり水着で戻ってきたときの正しいリアクションの取り方を把握している人物は、どうやらここにはひとりも居ないようであった。

　そりゃそうだ。

「み、みんな……どうしたの？」

　最初に口を開いたのは少し意外にも葵あおいだった。家族が含まれていないから動揺が少なくて済んだのかもしれない。それは俺としても同じではあるのだが、男であるゆえ七人のスク水少女を正視するのはどうしても抵抗があり、目の前の出来事を現実として受け止めるのに時間がかかってしまっている。

「ぬっふっふ、よくぞ訊きいてくれましたあおいっち。今日、あたしたちは優ゆう勝しようしました！　優勝したってことは、アレをやっても良いってことなのです！」

「あ、あれって……？」

　胸を張って答える真ま帆ほの言葉が理解できず、茫ぼう然ぜんと首を捻ひねる葵あおい。

　しかし、俺おれにはピンと来てしまった。

　ああ、やはり、そのつもりなのか……。今現在水着姿の真帆たちが手に持っている、茶ちや色いろい瓶。それと、『優ゆう勝しよう』というキーワードが結びつけば、たちまち浮かび上がってくるたったひとつの行事、それ即すなわち。

「もっちろん……ビールかけだ～！」

　想像通りであった。いや、気持ちはわかる。素直にいえば俺も憧あこがれはある。

「いやいや、ちょっと待った！」

　だとしても、さすがにこれは看過できないだろう。

「ん？　どしたのすばるん？」

　今にも栓を抜こうと瓶を構える真帆に駆け寄り、俺は両手を振って中断を求める。

「どうしたのって、ダメだよ。未成年なのにお酒は」

　小学生に飲ませるのは言語道断として、では小学生にぶっかけるのは許されるのか否か。

　アウトだろう。何かの間違いで口に入ってしまう可能性も否定できないわけで。

「すばるんさま、それでしたら心配ないかと」

　慌てる俺に淡々と声をかけたのは、裏手で予備の瓶を大量に準備していた久く井い奈なさんだ。

　……なんと、その出いで立たちは真帆たちと同様に、水着。それもデザインまでまったく一緒の学校指定タイプである。

　本来ならとても見過ごせぬ要素だが、今は他ほかに緊きん迫ぱくした問題があるのでとりあえず流しておこう。しかしまあ……はち切れんばかりだ。何が、とは、あえて言わないでおくが。

「心配ないとおっしゃるのは？」

「これは真帆さまのご要望で私が用意致しました、ビールのレプリカでございます。色と泡立ちは忠実に再現いたしましたが、アルコールは一滴も入っておりません」

「レプリカ……」

　つまり、ビールを模しただけのお酒要素ゼロの液体ということか。

　それならば……ふむ。小学生にぶっかけても問題ないのか。

「ささ、すばるんもかけつけ一杯」

　俄が然ぜん勢いを失った俺の手に、首しゆ謀ぼう者しやらしい真帆が問題の瓶を一本握りこませる。

　いかん、ちょっと誘惑に負けそうだ。繰くり返しになるが、ビールかけという行為自体には正直俺も憧れがあるわけでして。

「うお、いつの間に……」

　しかも、ふとおもむろに振り返ってみれば、多くの大人おとなたちの手にも既に同様の瓶が手渡されているではないか。みなさん笑顔えがおで、あわせて用意されたカッパを着込んだりして、汚れ対策まで万全のご様よう子す。

　保ほ護ご者しやまでノリノリとなれば、もはや止める者などいない。

「あ、愛あい莉りが……水着で人前に……」

　強しいて言えば、あられもない姿の妹を見て動揺を露あらわにしている万ばん里り辺りが最後の砦とりでか……と思いきや、こいつもちゃっかり瓶は握りこんでやがった。

　結局、みんな一度くらいはやってみたいんだよな、ビールかけ。

　なお、真ま帆ほとひなたちゃん以外の子どもたち……特に愛莉と智とも花かは水着での登とう壇だんに照れてずっともじもじしている。それでも異を唱えていないのは、うん。同じく興きよう味みがあるのだろう。この、普通に生きているだけではまず間違いなくたどり着けない余よ興きように。

　いいや、もう。倫理的に問題がないのなら、俺おれもまた自らの欲望に従ってやる。

「そいでは、あらためまして！　あたしたち優ゆう勝しよう記念のビールかけ大会、スタート～！」

　真帆が声の限りに叫ぶと同時、白い泡が吹き荒れる。大人おとなも子どもも関係無しに、誰だれ彼かれ構かまわず無邪気にビール（風の液体）をかけ合う、乱らん痴ち気き騒さわぎ。

「えへへ、いくよお兄にいちゃん」

「んぷ!?　わ、わはは、やったな愛莉！」

「とー。かげに、あわあわ攻こう撃げき」

「ひゃんっ!?　はう、ね、姉ねえ様さま、そこに入れるのは許して下さいっ……！」

「んふふ、ここで会ったが百年目よ、昴すばる！　くらいなさい！」

「葵あおいまでノリノリかよ！　……もちろん受けて立つけどな！」

　あちこちで嬌きよう声せいがあがり、会場内は瞬またたく間まにひどい有様となってしまったけど、顔を合わせる全すべての人の表情は、決まって満面の笑えみだった。
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「うわー、ぐっしょぐしょだ。あはは。でもこれ、憧あこがれていた以上に楽しいなー」

　そのまま数分経たっても歓喜は収まる気け配はいがなく、俺は一時的に壁かべぎわまで退たい避ひしてずぶ濡ぬれの髪を絞る。

「俺もいつか優勝して、同じように…………ん？」

　と、そこで不ふ思し議ぎな光景に出くわした。

「………………ふぁむ」

　智とも花かが、壁と向き合って正座し、微動だにせず真っ正面を凝ぎよう視しし続けているのである。

「えと、どうかした？」

　気になって傍そばまで近付き、しゃがみ込んで様よう子すを窺うかがってみる。

「昴、ふぁん……？」

　すると智花は、ゆっくり振り返って妙に上気した頰ほおを覗のぞかせ、

「えーいっ！」

「なっ!?」

　信じがたいことに、俺おれの存在を確かく認にんするや両手を広げて首筋に抱きついてきたのである。

「確保ですーっ。昴すばるふぁん、捕まえちゃいましたーっ」

　二等辺三角形を下向きにしたような座った眼めで、もはや触れるか触れないかの距きよ離りから俺の顔を凝ぎよう視しする智とも花か……って、智花、だよな……？　あまりにも普ふ段だんと雰囲気が違って、よく似た別人が会場に紛れ込んだのではとすら思えてしまう。

「昴ふぁーん、どこにいってたんれすかぁ。私、すっごく寂しかったです～すりすりすりすり」

「や、止やめなって智花！　濡ぬれるから、汚れるから！」

　混乱を拭ぬぐいきれないところに、今度は鎖さ骨こつ辺りに思いっきりの頰ほおずり攻勢……！

　い、いったい何が起きたというんだ、あの清せい楚そで控えめな智花の人格がここまで変わってしまうなんて、まるで。

　……まるで、お酒に酔ってしまった、ような。

　待て待て、そんなはずは無い。俺もたっぷり身体からだに浴びたからこそ、久く井い奈なさんの言葉に噓うそは無かったと、シャワーパーティに使った黄こ金がね色いろの液体にアルコール成分は含まれていないと断言できる。あくまでビールそっくりな瓶にビールそっくりなモノが入っているだけで、この会場にお酒など──。

　お酒、など……？

「まさか」

　いや。お酒自体は、存在した。大人おとなたちのテーブルには、本物のビールも置いてあったと記き憶おくしている。

　誰だれかがそれを、間違ってビールかけに使ってしまったとしたら。

　そしてたまたま、智花が『本物』を浴びてしまったとしたら。

「昴ふぁんは～。ず～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っと、いつまでも私のそばにいなきゃいけないんれすよーっ」

　真相は、闇やみの中だ。それが事実か否か確たしかめる術すべは無い。ただ単に『雰囲気に酔っただけ』という可能性も残っている。

　ただひとつ疑うべくもないのは、いつもの智花ならば、

「う、うわっ、ちょ、やめ……っ!?」

　驚おどろきで腰を抜かしてしまった俺の身体をコアラのように抱きかかえ、頰をぷっくり膨ふくらませながら顎あご先さきで上半身の敏感な部分をつんつんんと刺し激げきするような真ま似ねは、絶対にするはずがないということだけだ。

「すーばる、ふぁんっ。すーばる、ふぁんっ」

「ど、どうしたらいいんだ……!?」

　とんでもない不測の事態の中、唯一の幸いがあったとするなら、今もなおビールかけは大盛り上がりで、この状況を誰だれの眼めにも見つからずに済んだこと。

　そして後日、それとなく尋たずねてみても智とも花かはきょとんと首をかしげるばかりで、この時の出来事をまったく覚えていなかったことか。

　とりあえず、あまりにも遠い未来に向けた教訓だが。

　智花には、アルコールの類たぐいはあまり摂取させない方がいい気がする。なんとなく、なんとなくだけど。

　さらにもう一つのオチとして、このビールかけ大会は三み沢さわ萌め衣いさんのあずかり知らぬところで極秘裏に計画されていたらしく、後で真ま帆ほ、風ふう雅がさん、久く井い奈なさんの三人はそれはもうこっぴどく叱しかられる羽目になったとのことだ。

　本日のとばっちり大たい賞しようは、久井奈さんに譲ゆずっておこう……。
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　記念すべき初大会から数日が過ぎ、慧けい心しん学がく園えん女子バスケットボール部は普ふ段だん通りの日常へと回帰した。

　いや、普段通りというのはちょっと違うな。大会に出場することが決まった後とはまた異なる、かつてはありえなかった練習風景が、今目の前では繰くり広げられているのだから。

「ミミミミ、ディフェンスしっかり～！」

「ウィ、マシャミにロングシュートは、うたせまセン」

「ふふん、ミミていどの背で私の華か麗れいなシュートの邪じや魔まが出来るかしら？　……アホみたいに飛ぶから、油断は禁物だけど」

「あっ、だめですよ姉ねえ様さま。こっそりノーマークにさせるわけにはいきません」

「おー？　さすがかげ、ひなのさくせん、すぐばれちゃう」

　コートで繰り広げられている本日締しめの練習は、四対四──八人参加によるミニゲームだ。

　試合を経て最初の練習から、誰だれの命令というわけでもなく自らの意志で、かげつちゃん、ミミちゃん、そしてなんと雅まさ美みさんまでもが、部活の時間になるとこの体たい育いく館かんへやって来てくれたのだった。

　もともと敵対心など持ってなかったかげつちゃんが来てくれたことは期待の範はん囲い内ないと言えたが、ミミちゃんと雅美さんが説得の必要も無く練習に加わったのは嬉うれしい誤算だった。

「ミミちゃん、良いディフェンスだったよ！」

「メルシーししょー。たいへんコウエイです」

「あ、あはは……。その呼び方、恥ずかしいんだけどなぁ……」

　ミミちゃんの場合、智とも花かに再び敗北し、しかも目の前で自分も習得途中だったスクープショットを決められてしまったことで、現状での大きな力の差を悟ったらしい。

　しかも、

『二回、同じ人とケットーをして負けたら、いさぎよくデシイリをするのがブシドーとききマシタ』

　というどこから仕入れたのかよく分からない情報に則のつとり、智花のことを師と仰あおぎ始めてしまった。ことあるごとに傅かしずかれ、智花本人はだいぶ恥ずかしそうに恐きよう縮しゆくするばかりだが、周りとしてはとても微笑ほほえましいのでわりとみんな能動的に見て見ぬ振りを続けている。

　いっぽう雅美さんの方はというと。

「ふふ、止められちゃったわね雅美。練習に協力するふりして私以上の活かつ躍やくをして、居場所を奪ってやるんじゃなかったの？」

「う、うるさいおたふくソース女！　別に紗さ季きに止められたわけじゃないし！」

「お、おたふくソース女……」

　と、いう魂胆らしい。表面上は。

　まあ実際のところ、雅まさ美みさんは意外と約束等を反ほ故ごには出来ない性格みたいなので、その発言は本音でありながら、照れ隠しでもありつつという感じのような気がするけど。

　とにもかくにも、十一月に入ってから練習に参加してくれる子どもの数がどっと増え、練習メニューも組みやすくなって俺おれとしては有あり難がたい限りだった。まだ、正式に加入を表明してくれたわけではないけれど、今後のことを思えば三人の存在は非常に大きな希望だ。

　これで、加えてあともう二人ふたり。……あの双子の姿も在ったのなら、理想的な展開だったんだけどな。

「よーし、今日きようの練習はここまで！」

　詮せん無なき想おもいを断ち切り、ミニゲームの終了を告げる。

「ふはー。今日きようもいい汗かいたぜ！」

「えへへ。けっこう寒くなってきたし、風か邪ぜ引かないようにしないとね」

　子どもたちは今のところモチベーションを涸からすことなく練習に取り組んでくれているけど、時間が経過していくにしたがって、大きな目標がこの先何もないという事実は、ボディブローのようにじわじわと精神面を圧迫してくるだろう。

　なんとか事態を打開して、全国大会の予選へと駒こまを進めさせてあげたいところなのだが……。

「おす」

「お、竹たけ中なか。いらっしゃい」

　密ひそかに思い悩みながら腕を組み天てん井じようを見上げていると、隣となりからぶっきらぼうな少年の声。女バスの練習終わりにこうして顔を出してくれたのは、これにて連続二回目だ。

「残念ながら、今日も来てない。椿つばきちゃんも、柊ひいらぎちゃんも」

「だと思ったけど。……ったく」

　目的は、妹たちの動向。あれから二人は、バスケットボールに触れもせずあてどなく遊び回っているという。かつては兄妹そろってバスケに情じよう熱ねつを注ぎ続けてきたのだ。竹中の心境を慮おもんぱかれば、何ともいえぬ切なさを抱かずにはいられなかった。

　もっと何か、上う手まく皆の気持ちを一つにするための方法があったのだろうか。過ぎてしまったことを悩んでも、是非もないと分かってはいるのだけど。

「竹中先せん輩ぱい。やっぱり、椿たちは」

「わりー。意地張り出すとほんとやっかいなんだ、あいつら。無理になんか言うとますますバスケから逃げていきそうで。……そんな簡かん単たんに投げ出せるほど、ハンパな気持ちだったとは思いたくねーんだけど、な」

　かげつちゃんに心配そうな声をかけられ、竹中はどっぷりと溜ため息いき。この少年にも、苦い思いさせちゃってるよな。俺もただじっと待つばかりじゃなくて、何か出来ることを模索したいんだけど。情けないことにその何かが見いだせない。

「下へ手たに刺し激げきしない方が良いのは、同感。ここに来るかはともかく、あの二人ならそのうちバスケには戻ってくるって思うんだけどね、私は……。あまり焦らないで、もうしばらく見守ってあげましょ」

「そうだね。もう少し考える時間が必要なのかもしれないし」

「なにか、きっかけがあれば気持ちが変わるのかな……」

　紗さ季きの苦笑に、心配そうな顔で頷うなずく愛あい莉りと智とも花か。

「まったく、ぜったいバスケしたいくせになー」

「ぶー。つばひー、すなおじゃない」

　むむと腕を組む動作をシンクロさせるのは真ま帆ほとひなたちゃん。

　みんながみんな、単に部活に加わって欲しいという意味ではなく、椿つばきちゃんと柊ひいらぎちゃんのバスケを心配していた。

　けど、近しい存在の子たちが揃そろって下へ手たな刺し激げきをしない方が良いと言っている以上、俺おれの独断で浅せん慮りよな行動は避けた方がいいのだろうな……。

　もどかしいが、今は我慢の時か。
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「よっと」

　俺と葵あおいの目の前で、麻ま奈な佳か先せん輩ぱいが軽やかに宙に舞まう。

「先輩の、シュート。やっぱり、すごい綺き麗れい……。感激です」

「やはは、大げさだってば葵ちゃん。フリーでちょいっと打っただけじゃん」

　ミドルレンジ──バスケではペリメーターと呼ばれる位置からジャンプシュートを放った先輩は、照れくさそうに舌を出しつつ、自分の膝ひざの具合を確たしかめるようにゆっくりとその場で屈伸する。

　大会からちょうど一週間が過ぎた日にち曜よう日び、久しぶりに会えたチャンスを足がかりに、葵が今日きようの同好会に麻奈佳先輩のことを誘ってくれたのだった。まだ膝はリハビリ中なので、無理な動きはもちろんできないが、こうして先輩が自分の足で立ち、空に舞い、シュートを放つ。そんな一連の動きを目にするだけで、俺も葵も感慨深さで胸が詰まりそうになるのだった。

「そろそろ休きゆう憩けいしましょうか」

「りょうか～い。やーごめんね昴すばるくん、私が来ちゃったせいでなんかだいぶゆるゆるの練習になっちゃって」

「そんなことはありません。いろいろお話聴きけたり、ご一いつ緒しよ出来て俺もとっても嬉うれしいです」

「そぉそぉ。なんだったら毎回来てよぉ、ちゅんちゅん」

「あちしもサンセー！」

　片目を閉じながら掌てのひらを立てる先輩に俺がかぶりを振ると、御み庄しよう寺じと柿かき園ぞのもすかさず同意して挙手。『ちゅんちゅん』というのは麻ま奈な佳か先せん輩ぱいのあだ名だろうか。『なか』[image: やじるし]『中』[image: やじるし]『ちゅん』とか？　なぜ麻雀マージヤン用語なのかはまったく謎なぞだが、そういえば先輩と御み庄しよう寺じは親しん戚せき同士なんだよな。昔からの付き合いならば、変わったあだ名がつくきっかけとかがあっても不ふ思し議ぎではないか。

　なお、今日きようは他ほかに万ばん里りもしっかり参加しているが、さらに女性比率が増えて恐きよう縮しゆくしてるせいか妙に大人おとなしい。一かず成なりは業者テストで欠席。

「いやぁ～。外での運動はやっぱ気持ちいーねー。硯すずり谷だに、施設は充実してるけど、そのぶんリハビリ中はずっと屋内だから」

　芝生しばふに腰を下ろし、両手を天に突き上げた勢いのまま仰あお向むけに寝転ぶ先輩。今日の活動場所はいつものオールグリーンも考えたものの、葵あおいと話し合った結果、日にち曜ようは混んでいるかもしれないし、解放感のある場所の方が良いかとわざわざ郊外の運動公園まで呼び出してしまったので、そう言ってもらえて有あり難がたかった。

「膝ひざの経過、すごく順じゆん調ちようそうですね。よかったなぁ……」

「んー、順調順調。ちゃんと治ったら、そん時はガチンコ勝負だね、葵ちゃん」

「はい！　ぜひ、いろいろ教えて下さい！」

「いやいや、むしろなまった身体をたたき直して下さいな」

　心底嬉うれしそうに、麻奈佳先輩と会話を重ねる葵。麻奈佳先輩が復帰するころには、葵にも部活を再開していて欲しいんだけどな。……そのためにも、俺おれが心配の種になっていてはいかん。きちんと部を立て直して、気兼ねなく皆が皆、自分のバスケに集中できる未来にたどり着かなくては。

　いずれにしても、停滞していた時間は少しずつ動き出し、高校生組の未来は明るく輝かがやきはじめていた。

　だからこそ、当座の心配事と言えば。

「……ところで、どう？　あれから慧けい心しんの女バスは」

「えーと、それが」

　麻奈佳先輩に尋たずねられ、俺と葵は困り笑いを向け合う。結局事態は進展しきらず、公式戦に出るためにはあと二人ふたり部員が必要であることを、半ば愚ぐ痴ちるように話してしまった。

「んー。そっか。やっぱそっちも難なん航こう中ちゆうか～。なかなか思うように行かないものだね～」

　空を見上げ、しみじみ呟つぶやく麻奈佳先輩。……って、ん？

「そっち『も』ですか？　何か硯谷でも、問題が？」

「あ、しまった。ごめんごめん、二人の気を煩わずらわせるつもりじゃなかったんだ。忘れて忘れて」

「いえ、良ければ聴きかせて下さい。俺たちだって、先輩に話せてちょっと気持ちが軽くなりましたし」

「んー」

　しばし唇に人差し指を当てたまま固まる先せん輩ぱい。でも、迷った末に話してくれる気になったみたいで、腹筋だけで上半身を持ち上げ、ほうと一つ大きな息を漏らす。

「試合でアヤのことは紹介したよね。ニューカマーだって。……実は、この前は来なかったんだけど。同じ頃ころアヤの他ほかにもう一人ひとり、五年生が新加入してまして」

「え、綾あやさんの他にですか？」

「うん。……といっても、正せい確かくには『新入部員』じゃなくて『復活部員』っていうべきなんだけど。実は昴すばるくんたちがウチに遠征してくれるちょっと前に、その子が未み有ゆと大おお喧げん嘩かして部活飛び出しちゃってさ。それもあって、あの頃未有の方もだいぶご機き嫌げん斜めだったんだけど」

　ん。なんか、話が微妙に剣けん吞のんになってきたような。

「未有ちゃんとですか？　五年生なんですよね、その子」

　俺おれもちょっと気になった事を葵あおいが代弁してくれた。小学生とはいえ、年上お構いなしというのはなかなか勇ましいというか、なんというか。

「そーなの。で、しかもバスケめちゃウマなのがさらにやっかいでさー。上級生だからって未有の言うこと聞くのはイヤだって嚙かみついて、ケンカになって顧こ問もんの先生──お姉ねえちゃんに怒られて、『じゃあもうバスケなんか辞める！』って部を飛び出しちゃったの。でもウチ運動部所属必ひつ須すだから、夏休み開けて学校で怒られて、じゃあほかのスポーツにも興きよう味み無いしやっぱりバスケが良いって、戻ってきたの」

「じゃあ、また一触即発の状態ですか？」

「んー。それが最近、未有の方がわりと人間出来てきてね。なんとか我慢してくれて、部活崩ほう壊かいみたいなところまでには到達してない。この辺に関しては、慧けい心しんのみんなが来てくれたのがきっかけで未有もちょっと大人おとなになったのかなって思う。だからほんと、慧心には感かん謝しやしてるよ。ありがとう」

「……みんなにちゃんと伝えておきます」

　そっか、あの出会いで未有ちゃんにも良い影えい響きようがあったのなら、ますます行くことができてよかったなと思う。

「子どもたちもだけど、昴すばるくんにも感謝してるよ。でまー、ぎりぎりのところでチームにはなってるんだけど、いつバランスが崩れちゃうかわかったもんじゃなくてねー。お姉ちゃんが言ってたんだけど、今年ことしの硯すずり谷だにミニバスは間違いなく『過去最強』か『過去最悪』のどっちかになるだろうって」

「あはは……怖いのは、内側の問題だけという感じでしょうか」

「ん。性格には問題ありまくりだけど、私から見てもすごいよ、あの子。ちょっとモノが違う。……だからこそ、ちゃんと選手として良い方向に導みちびいてあげたいんだけど。あのままだと、きっとどこかでチームの輪わに戻れなくなっちゃう」

　呆あきれ笑いから一転、真剣な顔になる先輩。とても仲間想いで責任感のある方だから、語り口以上に胸の内では強く心配を抱いているのかも。

「それは、なんとか回かい避ひさせてあげたいところですね。……その子がチームに溶け込んで、綾あやさんも経けい験けんを積つんだら、いよいよ太た刀ち打うちできなくなっちゃいそうですけど」

「や、そしたらほんとすごいチームになると思うよ～。アヤのことも本当にありがとうね。あの子、自分がバスケでやっていけるかすごい悩んでたんだけど、この前の試合で吹っ切れたみたい。まだ一週間しか経たってなくてもはっきり分かるほど、急成長しはじめてる。愛あい莉りちゃんに認めてもらいたい一心で、ね」

　やっぱり、敵に塩どころか調ちよう味み料りようのフルコースを送ってしまったのかも。

「愛莉も、喜ぶと思います」

　いやはや、そちらはただひたすらに、楽しみだ。

「っと、そろそろ練習再開しよっか！　今日きようもどこかでケンカ売りさばいてないか心配だけど、私にゃどうもできん」

　一通り互いの悩みを交換したところで、麻ま奈な佳か先せん輩ぱいが慎重に立ち上がって微笑ほほえむ。……ケンカ、か。まさかとは思うけど、街で智とも花かたちがその子にばったり出くわしてもめ事に、なんて妙な展開にはなってないよな。今日は五人とも来週に迫った慧けい心しんの学園祭に向けて準備をすると言っていたから、さすがにそんな偶然に巻き込まれたりはしないはずだが。

「いきましょう先輩っ、またシュートフォーム見せて下さい！」

「おうよ～。あんなもんでよければいくらでも。あ、そいや七な芝しばってもうすぐ学園祭なんだっけ？」

「はい、再来週です」

「暇だったら一いつ緒しよに遊びに行こうよぉ、ちゅんちゅん」

「いいね、いこっかな。葵あおいちゃんのメイド姿も見たいし～」

「う!?　ど、どこでその情報を!?　ち、違うんです、私は反対だったんですけど──」

　女子高生たちの賑にぎやかな会話を上うわの空そらに、俺おれもコートに戻りながら気合いを入れ直す。

　ま、そんなことまで心配していたらきりが無いか。今日のところは遠くまで足を伸ばしたんだし、自分のバスケに集中しよう。学園祭シーズンも控えていて、今月は何かと同好会の予定が組みづらいしな。できるうちに、できることを、できるだけこなしておかねば。








～ｉｎｔｅｒｌｕｄｅ～






「あっちゃ～とうとう負けちゃったか～」

「でもワンコインでこんなとこまで来れるなんてすごいよね！　さっすがボクたち！　最強コンビ！」

　オールグリーンのゲームコーナーで、現実を忘れるみたいにしてガンシューティングで盛り上がる双子の妹たちを、俺おれ──竹たけ中なか夏なつ陽ひはうんざりしながら見守っていた。

　あれから二人ふたりはバスケットボールには触ろうともせず、毎日ゲームやったり漫画読んだりぐだぐだ遊んでばかりだ。別にそういうのが悪いだなんて思ってないし、俺だって休みたいときくらいあるけど、ずっとこの調ちよう子しじゃあやっぱり見てるだけでイライラしてくる。

　くそ、その程度だったのかな。椿つばきと柊ひいらぎにとってのバスケって、一度や二度負けたくらいでもうどうでも良くなっちゃうくらいの、そんな気まぐれみたいなものだったのか。

「いこ、にーたん！　よーし、次はなんであそぼっかな～？」

「にーたん言うなっての。……ちっ」

　そりゃもう楽しそうにスキップしながら、俺を手招く椿と柊。今日きようだって、別に付いてきてやる必要なんてなかった。二人ももう高学年になったんだし、昼間のゲームコーナーに行くくらいだったら許してもらえる歳としだ。こんなにやきもきするなら、大人おとなしく家で学園祭の準備でもしていればよかった。

　そう思っても結局来てしまったのは、ここなら。オールグリーンになら、いろいろ『きっかけ』になるかもしれないものが、転がってると思ったから。

「おい、次はこれやろうぜ」

「どれどれっ？　……う」

　できるだけそっけなく、俺はフリースローゲームのマシンを指さす。もういいや、めんどくせえ。なるべく刺し激げきしないようにこっちからもバスケの話題は避けてたけど、無理に強要しなけりゃ別に良いだろ。こいつらが今何を考えてるのか確たしかめるためにも、直球勝負だ。

「そ、それは……やらない」

「なんで？」

「だ、だってそれは、バスケは……む、向いてないから。ボクたちに」

「…………あ？」

「む、向いてないの！　だってほら、ボクたちちっさいし！　それにバスケ、五人もいなきゃいけないし！　ボクたち二人なら最強だけど、五人でやるスポーツは合ってないんだよ！　でなきゃ、マホたちなんかに負けるわけ無いし！　……だ、だよね。ひー？」

「そ、そうそう！　そうだよね、つば！」

　よし、俺おれ。深呼吸をしようか。

　す～。

　は～。

　……ん。これで、なんとか踏みとどまれた。

　危うく、二人ふたりに思いっきり拳げん骨こつを叩たたき込むところだったけど。

　いや、正直、気持ちとしては殴っちゃいたかった。

　小さいから、向いてないとか。それだけじゃなく、負けたのは五人だからとか……一いつ緒しよに戦ってくれた仲間のせいにするとか。

『バスケ、なめんな！』

　……って、本当なら怒ど鳴なりつけて良い場面だったって思う。

　それでも、あえて我慢したのは。今の言葉には、噓うそがあると。ちゃんとまっすぐこっちを見ようとしない二人の瞳ひとみには、まだ迷いがあると。家族としてそう思ったから。

　落ち着け俺。もう少しだけ、待ってやろう。辛しん抱ぼう強づよく面めん倒どう見てれば、どこかでやんわり説得できるタイミングがあるかもしれない。だけど今強い感情をぶつけたり、お前らが間違ってるとか言っちまったら、この二人は耳を塞ふさいで今度こそ完全にバスケから逃げ出してしまう。




「──ぷふ～。なにあのちんちくりんズ。ちっちゃいからバスケに向いてないとか、ダサすぎ。弱いだけなくせに言い訳しちゃってみっともな～」




　そんな男竹たけ中なか、一世一代の広い心を、どこぞの知らないクソガキが台無しにしやがった。

『…………あ？』

　荒すさんだ声を重ね、ゆっくりと振り返る椿つばきと柊ひいらぎ。

「あれ、聞こえちゃった？　そりゃそっか、聞こえるように言ったんだし。ぷぷぷぷ」

　二人のすぐ近くできゃっきゃと無ぶ遠えん慮りよな笑い声を響ひびかせているのは、大振りな赤いジャンパーを羽は織おり、ベースボールキャップを目ま深ぶかに被かぶった、女の子供だ。身長は椿たちよりも指三本分くらい小さくて、おいおいちんちくりんなんて言葉がどの口から出てくるんだよ、と思わずツッコミを入れたくなった。

「ちょっと、今なんかヘンなこと言ったのって、キミ？」

「聞き間違いじゃなきゃ、ボクたちのことバカにしたよね？」

「バカになんてしてないよ～。あー、この二刀流のこけしたち、バスケど下へ手たなんだ～って、カワイソーに思ってただけ。ぷぷ」

　……に、二刀流のこけし。絶対に、真ま帆ほにだけは聴きかせられない言葉だ。ひゃくパー真ま似ねする。そして戦争が勃ぼつ発ぱつする。

　いや、戦いなら、真帆を待つまでもなく始まってしまいそうだけど。

「ちょーっと、お姉ねえさんたちから教育が必要なようだねぇ。このガキンチョには……！」

「五年生にケンカ売ったら大変なことになるって、社会のしくみ見せたげないとねぇ……！」

　小鬼のような形ぎよう相そうで、左右から赤ジャンパーの子どもを圧迫する妹たち。おいおい、暴ぼう力りよく沙ざ汰たとか勘弁しろよ。あの言われようなら怒るのは無理ないにしても。

「おっ、やる気～？　いーよーちょうど退屈してたし。……けど、そーだ。どーせケンカするなら屋上行かない？　たしか、あるよね、ここ。……バスケのリング」

『──えっ』

　めんどくさいが俺おれが仲裁しなくちゃいけないかとそばに歩み寄る途中、赤ジャンパーが天てん井じようを指さすのを見て、椿つばきたちは戸惑いで顔を見合わせる。

　……ん。これは、もしかして。俺にとっても面おも白しろくなってきた、のか？

　おし、もう少しだけ、動向を見守ってみるか。

「い、いーともさ！　やったろーじゃん！」

「覚悟しろちびすけ！　バスケでこてんぱんにしてやるっ！」

　もうやらないと宣言したはずのバスケを持ち出され、迷いで動きを止めた椿たちだったけど、さすがにここで怖おじ気けづくわけにはいかなかったのだろう。すぐに威勢を取り戻して、二人ふたり揃そろって赤ジャンパーをびしっと指さした。

「あ～あ、受けちゃったね。かわいそーに。……ぷぷっ、でも楽しみ～、ちっちゃいからバスケが弱いって思ってる人たちが、自分よりちっちゃい人に負けたときの顔、早く見たいな～。ほら、いこいこ。あーそれと、ちびすけって呼ぶな。こっちだって五年生なんだだから、タメだよタメ」

　ひたすら勝ち気なままで先行して移動し始める赤ジャンパー。おいおい、すげー自信だな。そして五年だったのか。ちっさ。

　とにかく、願ねがってもないチャンスが降ってきた。これで、少しでも二人がバスケへの興きよう味みを取り戻してくれれば良いんだけど。

　……なんて、この時はまだそんな吞のん気きなことしか考えられなかったのは。

　きっと、可能性すら想像できていなかったんだと思う。

　まさか妹たちが、あのちっこい子に、二人がかりでも勝てないなんてことは。







「……う」

「うそ、だ」

　まず、椿が抜き去られ、次に柊ひいらぎが抜き去られ。

　極めつきに『面めん倒どうだから二人で来い』と強要されたダブルチームすら破られて、二人は力なくコートの上で膝ひざをついた。

「ふわーあ、ここまで退屈なのか～。場所代勿もつ体たいないなあ。なんだかんだ言って、ウチの学校やっぱりそれなりにレベル高いんだね。あのリボン女が生意気でちょう腹立つけど」

　わざとらしくあくびを見せつける赤ジャンパー。最低の挑発にもちろん俺おれも頭にきたが、今はコートの中にかけてやるべき言葉が見つからない。

「でも、ま。この顔が見られたからよしとするかぁ。ぷぷぷぷ、ねえ今どんな気持ち？　自分よりちっちゃい子に負けて、二人ふたりがかりでも負けて、どんな気持ちぃ？」

「……っ」

「ううううっ……！」

　なぜならあまりにも、赤ジャンパーのバスケは別格過ぎた。思いつきで慰なぐさめを言っても、逆効果にしかならないだろう。

「ほんじゃ、用も済んだしそろそろ行くね～。ここ、まだ時間残ってるみたいだし、あとは好きに使うと良いよ。ばいばーい」

　さんざん妹たちの顔をなめ回すように観かん察さつしたあと、くるりと身を返して立ち去ろうとする赤ジャンパー。よく見れば汗も全然かいてないし、被かぶったままの帽子がズレた様よう子すすらない。

　たぶん、まだぜんぜん本気出してないな、これ。

「……おい」

「ん～？　そういえばなんか、さっきからずっとそこにいるよね。二人の友達？」

「兄貴だよ、二人の」

「あー、お兄にいちゃん。ごめんね、妹虐いじめちゃって。で、どうしたいの？　敵かたき討うち？」

「…………」

　挑むべき、なのだろうか。

　負ける気はない、ないけど。

　勝てる自信も、正直、持てなかった。

「ぶー。時間切れ。今日きようはもう面めん倒どうだからバスケは勘弁して。そろそろ帰らないと門限に遅れそうだし」

　迷ってるうちに、乱入のチャンスを失った。……まさか、心のどこかでそれを望んでたわけではないんだけど。

「……なあ、どこの学校なんだお前？」

「んー？　硯すずり谷だにだよ。知ってる？　山奥の全ぜん寮りよう制せいの女学園。もーね、帰るのだるいから街まで遊びに来るかすっごい迷うんだ。でもじっとしてても部活くらいしかすることなくてさ～」

　やれやれ、と手を広げ、なぜか俺に馴なれ馴なれしく愚ぐ痴ちる赤ジャン。

　それはまあ置いておいて……硯谷、か。たしかそれって、六年の女バスたちが。

「あー、バス来ちゃう。じゃね～、妹たちのこと、やさしく慰めてあげてね、おにーちゃんっ。ぷぷぷ」

「うるせーよ」

　もう少し質問をしようとおもったけど、赤ジャンは時計とけいを見ながら自分勝手に走り去ってしまった。……せめて、名前くらい聞いておくべきだったよな。

「大丈夫か？」

　ひとまず、妹たちが心配だったのでコートに入り、ぼーっとしたままの二人ふたりの近くでしゃがみ込む。

「……なに、なんなのあれ。にーたん」

「ボクたちより、ちいさいんだよ。ボクたち、二人だったんだよ。……なのに、なのに」

　なのに、負けた。完敗した。

　この事実が、椿つばきと柊ひいらぎにとってどういう意味になるか。

　もう、バスケなんてぜんぜん勝負にならないから、止やめちゃおうと思うか、それとも。

「言い訳、できねーな」

「っ!?」

「身体からだの大きさでも勝ってたし、得意のコンビプレーも自分たちだけ使えた。それでも負けたってことは、言い訳の余地もねぇ。お前たちの完敗だ」

　これで、二人は認めなくちゃいけない。実力で勝てない相手なんて、バスケのコートの中には嫌いやってほどいるってことを。

　逃げ場を失った二人は、やっぱりバスケそのものから逃げちまうのか、それとも。

「………………にーたん」

「ん？」

「あの、さ。ボクたちって、レベル、どれくらいなのかな？　バスケのレベル」

「……さーな。わかんねーけど、一つだけ言える。お前たちも俺おれも、レベル99にはほど遠い。まだまだ、上がる。必死で練習すれば、まだまだいくらでもな」

　そう言いながら、俺は両手を伸ばして二人をいっぺんに助け起こす。

「辛つらい練習なら、もうしたよ。葵あおいおねーさんと、死ぬかってくらい走ったし」

「実はなんどか、ゲーしたし」

　知ってるけどな、それは。

「走っただけだろ。さっきのヤツと良い勝負したいんなら、走るだけじゃ足りない。ゲロ吐くくらい走ったのと同じだけ飛んで、ボール触って、仲間と協力して。本気で、全力で。バスケを覚えなきゃどうにもならない。二人だけじゃなく、五人の。仲間とやる、本当のバスケをな」

「本当の、バスケ……」

「そうすれば、ボクたち……勝てる？」

「さーな。やってみなきゃわからねえ。……俺が分かるのは、もしやらなかったらお前らは一生負けっ放しってことだけだ。あのクソ生意気なガキにも、真ま帆ほたちにも」

「……………………ぐ」

　ぎりぎりと歯は嚙がみする妹たちの前で、俺おれは平静を装いながらきつい言葉を吐き続ける。

　むかつくだろ、許せないだろ。

　……どうしても勝てないヤツが居る自分自身に、腹が立ってしかたがないだろ。

　　そうだろ……竹たけ中なか。竹中椿つばき。竹中柊ひいらぎ。

「………………まだ、コート使えるんだってね、ひー」

「三十分も、時間余っちゃったんだってね、つば。もったい、ないね」

「もったい、ないね。もったいないから、しかたないね。ちょっとだけ、練習して行こっか」

「そうだね。しかたないから、ちょっとだけ」

　そう言って互いに手を握り、リングを睨にらみ付ける妹たち。

　はははは、ほんっと素直じゃねーなお前ら。誰だれに似たんだか。

　だけども、なんていうか。その、ギラギラしたナイフみたいな眼めは、なかなかどーして。

「たまには兄貴サービスだ。もう三十分、俺のオゴリで延長してやる」

　俺とよく似て、わりと格好いいじゃねーかって、そう思った。

　ようし。そうこなくちゃ、な。それでこそ、竹中家だ。
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「……マジでじま？」

「マジでじま。ボクたちも一緒にやらせて」

　どんな奇跡が起こったのか。週明け一発目の部活をコーチすべく俺おれが慧けい心しん学がく園えんにたどり着くと、先週までの参加メンバーである八人と正面から向き合い、瞳ひとみに強い意志を宿らせて合流を希望する双子の姿がいきなり飛び込んできた。

「もちろん歓迎よ。大歓迎。……けど、いったいどういう風の吹き回し？」

　驚おどろきのせいか謎なぞの回かい文ぶんを呟つぶやいた真ま帆ほに続き、紗さ季きがみんな気になって仕方の無いことを率直に尋たずねてくれる。いったい何が、椿つばきちゃんと柊ひいらぎちゃんの心を動かしたのだろうか。

「ちょっと、ぶちのめしたいヤツが出来た。にーたんに訊きいたら、全国大会の予選に出て勝ち進めば、いつかやれるんでしょ。『硯すずり谷だに女じよ学がく園えん』と」

「なら、なんでもいい。どんな方法でも良いから大会に出て、あのちびっこいガキンチョぶちのめす。バスケで、ぶちのめして、昨日きのうの借りを返す」

「硯谷の、ちびっこ？　ちびリボンのこと？」

「未み有ゆさんなら、小さいことは小さいけどつばひーとはそんなに変わらないわよね」

　首を捻ひねる真帆と紗季。……でも、俺にはなんとなく思い当たる節があった。

　そうか、きっと。昨日麻ま奈な佳か先せん輩ぱいが話していた五年生のことだ。智とも花かたちとトラブルが起こりませんようになんて心配していたけど、バッティングしたのはどうやら竹たけ中なか姉妹のほうだったようだ。

　どんな因いん縁ねんが生まれてしまったのかはわからない。けどその出会いが、どうしても嚙かみ合わなかった歯車と歯車を繫つないでくれたらしい。

　当事者にはふざけたことをと怒られてしまうかもしれないけど、俺としてはそのまだ見知らぬ少女に、感かん謝しやの念すら抱いてしまう。

「す、昴すばるさん。もしかして、私たち……出られるのでしょうか。公式戦の、予選に」

　爛らん々らんと、隠しきれない期待を瞳ひとみに乗せた智花が、俺を見上げる。

　もちろん、道は平坦ではない。相関図が良好な関係だけでは埋まらない五年生と六年生の間のチームワークとか、これからも問題がいろいろと飛び出てくることだろう。

　でもとにかく、揃そろったのだ。これで、公式戦に出るための最低人数である、十人が。

「ああ、みんなで目指してみよう。大一番を。そして、たどり着こう。もう一度、フルメンバーの硯谷と試合が出来るコートに」

「硯谷の、みんなと。綾あやちゃんとも、また一緒に試合できるかもしれない……」

「おー。みゆとも、またしょうぶ。みんなで頑張れば、きっとできる」

　愛あい莉りも、ひなたちゃんも、きゅっと掌てのひらを握りしめて気合いを新たにしてくれている。

　見えてきた。おぼろげながら、慧心学園女子バスケットボール部の、新たな戦いの舞ぶ台たいが。

　俺おれもまた、全ぜん身しん全ぜん霊れいを以もつて、このチームをサポートしてやらないと。

　楽ではあるまい。でも……いや、だからこそ。

　今はひたすらに、胸が躍おどるばかりだった。
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　あとがき




　十一巻、ようやくの上じよう梓しとなりました。

　まず始めに、過去最長まで刊行スケジュールが開いてしまいましたことを深くお詫わび申し上げます。お待たせして本当にすみませんでした！

　このままフェードアウトしてしまうのではないかというご心配の声もいくつか頂ちよう戴だいいたしましたが、その点はどうかご安心下さい。『ロウきゅーぶ！』、今後とも全ぜん身しん全ぜん霊れいを賭として盛り上げていきたい所存でございます。たとえ担当編集の和わ田ださんが「もう小学生はこりごりだ！」と叫んだとしても僕は書き続けます。絶対言うわけないと思いますが。

　さて、昨年はアニメ化を筆頭に、メディアミックス面でも非常に恵まれた時間を過ごさせて頂いただきましたが、実は今年ことしも負けてはおらず、水面下で着々と次なる準備を進めておりました。帯文にあったように、なんと『ロウきゅーぶ！』の新作ゲーム制作が決定しております！

　しかもこちら、ゲームだけではなくＯＡＤ同梱の特別仕様なんです。いやはや、またアニメにして頂けるなんて夢が如ごとき光栄。既にコンテなども拝見しておりますが、智とも花かたちの細やかな表情やしぐさがあまりにも可愛かわいすぎて身み悶もだえるばかり。自分自身、発売が待ち遠しくて辛抱たまりません。

　そしてゲーム内容の方も、これがまたなんというか崖がけっぷちギリギリを攻めた非常に文化的なものとなっており、日々期待が高まるばかり。打ち合わせに参加する度、人間という種族はここまで『おばか』の境地に至れるものなのかと、言葉を失うこと数多あまたでございます（注：絶賛しています）。

　おそらくこの本と同月発売の電でん撃げき文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥに、内容に関するもう少し詳しい情報が掲載されていると思いますので、もし良ければチェックしてみて下さいませ。




　この度も拙著をお手にとって下さり、まことにありがとうございました。

　お手紙を送って下さいました全ての方にも、この場を使い深くお礼を申し上げます。直接お返事ができておらず心苦しい限りなのですが、有り難く拝読し、日々元気を頂いております。

　……信じて下さらない方々ばかりのような気もしますが、ときどき女子の学生さんからも頂いちゃったりしてるんですよ。自分自身「まさか!?」という驚おどろきが強く、「もしかしたらこれ、誰だれかが仕掛けたおとり捜査の罠わななのでは……？」とか一いつ瞬しゆん考えてしまったりもしますが、濡れ衣だったら失礼極まりないので変な疑いは捨て、有あり難がたく家宝として神棚に収めさせて頂いております。

　ページもなくなりましたので、それではひとまずこの辺で。次巻は早めに出します。


二〇一二年吉日　蒼あお山やまサグ
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蒼あお山やまサグ

１９８１年生まれの秋田県出身。色々あって今シリーズで第15回電撃小説大賞〈銀賞〉を受賞し作家デビュー。夏、作家仲間と共に念願のフジロックに行ってきたそうです。皆のためにと幹事を請け負い、頑張ってきた理由は──この写真を見ればわかるとのことで……？
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てぃんくる

はるかぜせつなとベルの二人組。『マテリアルゴースト』（富士見書房）シリーズの挿絵を手がけ、『盗んでリ・リ・ス』『月夜のフロマージュ』などコミックでも活躍中！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「蒼山サグ先生」係

「てぃんくる先生」係
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